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新婚夫婦、すれ違い中




　カチ、カチ、と時計の針が動く音が広いリビングにこだまする。こんなにも虚しく、そして気まずく響くのは、ここにいるのが自分だけではないからだろう。

　微妙な重苦しさを感じさせる食卓には、一カ月前に私の夫となった皆みな崎さき和かず孝たかさんとふたりきり。彼の帰宅時に「ただいま」と「おかえり」を交わしたぐらいで、それきり会話はない。

　焼き魚をほぐしてから炊き立ての白米にのせ、一緒に口に運ぶ。それを繰り返しながら、向かい合う彼の様子をこっそりとうかがった。

　すれ違った時に思わず振り返るくらい、ひと言で表すなら〝カッコいい〟男性だ。全体的に甘い顔立ちなのに、鼻筋は通っていてすっきりしている。

　百八十近く身長があるにもかかわらず、あまり威圧的な印象を与えないのは、きっと目元がいつも穏やかに和んでいるからだろう。形のいい唇も引き結ばれてはいるけれど、口角を緩く引き上げていることが多く、優しげに見えた。

　こんなに素敵な人が夫だなんて、正直に言うと今でも信じられない。

　それをうれしく思うよりも、申し訳なさや戸惑い、寂しさを強く感じるのは、彼との夫婦生活がうまくいっていないからだ。

「今日、お仕事はどうだったの？」

　彼と目が合い、見つめていたと知られないように慌てて話しかける。

「特に変わったことはなかったよ」

　耳に心地よいやわらかい低音。

　もしこの声で〝好きだ〟と言ってもらえたら、なんて悲しい期待を抱く。

「そうなんだ。問題がないならそれが一番だよね」

「そうだな」

　答えの後、時計の針が三回カチカチと音を立てた。そうしてそれきり、私たちの会話は終わってしまう。

　――どうやってうまく話せばいいんだろう。

　結婚して一カ月、こんな気まずい毎日がずっと続いている。だけど、私は感じている胸のきしみを表面には出さない。

　あくまで幸せな夫婦なのだと相手に伝えるように。喜びの絶頂期である新婚生活を送っているのだと演じるように。顔に笑みを張りつけて、今日も夜をやり過ごす。

　和孝さんもまた、私と同じようにこの結婚生活を〝間違っている〟と考えていることだろう。こちらを優しく見つめる瞳の奥に、時々言いたいことを我慢するようなもどかしい光が宿るのを知っている。

「ごちそうさま。今日も美味しかったよ」

「うん、お粗末様でした」

　夕飯を終えて席を立った和孝さんは、食器をキッチンに運んでから自室へと向かう。

　だからいつも、私は食卓にひとり取り残された。

　カチ、カチ、と時計の針が鳴るたび、心の奥に言葉にはできない冷えた想いが広がっていく。

　お見合いによって出会い、結婚し、夫婦と呼ぶ仲になった。だけど私たちは距離のある生活を送っている。

　――この胸に淡い想いを抱いているなんて、彼は知らない。
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「あんたねぇ、まだ解決してなかったの？」

　そう言って呆あきれたように笑ったのは、友人の柳やなぎ真ま里りだ。

　日曜日の午後。お昼時も過ぎた今、町外れのカフェに人の姿は少なくない。おしゃべりを楽しむ客の数も当然多いのに、真里の声はやけに大きく響いて聞こえた。

「前に相談した時からなんにも進展ないの。そんなに簡単に解決できるなら、私だって苦労してないよ」

　真里よりは声を抑えながら言って、すっかり氷が溶けてしまったアイスティーを口に運ぶ。

　――皆崎紗さ枝え、二十八歳。

　ほんの三カ月前まで望もち月づきだった私は、六つ年上の皆崎和孝さんと結婚したことで苗みょう字じが変わった。

　恋愛結婚ではなく、お見合いによる結婚である。

　それぐらいでなければ、私のような女に出会いなどないだろうと思っていたけれど、今はお見合いしたこともよかったのか悪かったのかわからない状況に陥っている。

「もういっそ、全部さらけ出して駄々でもこねてみたら？」

　真里はドキッとするほどはっきりものを言う。いわゆるサバサバ女子というやつだ。

　目鼻立ちがキリッとしており、顔を見ただけでも気の強い女性だとわかる。首にかからないよう切り揃そろえられた短髪が、より彼女の〝姉御肌〟の印象を深めていた。

「そんな子どもっぽいこと絶対無理」

　この返しの方こそ子どもっぽいと自分で言ってから呆れる。視線を落とした先は、たった今口にしたアイスティー。そこに自分の諦め顔が映っていた。

　よく第一印象で、物静かで落ち着いていそう、仕事ができそう、クール、といった感想をもらうその顔は、よく言えばクールビューティーで、悪く言えば愛想がなく話しかけにくい。おそらく涼しい目元と、面長な輪郭のせいだ。

　少しでも近寄りがたいイメージを和らげようと、肩より少し長めの髪をゆるふわパーマにしてみたり、服装を暖色系に寄せてみたりしているものの、距離を縮めるまではいつも相手を緊張させてしまう。

　でも、和孝さんに対して〝近寄りがたい女性〟になっている原因は、私が必死に隠そうとする性格のせいもある。

「もともと子どもっぽい性格なんだから、今更だって」

「和孝さんには見せてないの！」

　ううう、と呻うめいた私を見て真里が苦笑する。

　そう、私はぱっと見はクールビューティーでも、中身はテンションの高いお子様だ。うれしいことはうれしい、悲しいことは悲しい、と気を抜けば思い切り感情を表に出してしまう。

　二十八歳にもなって、仕事でいいことがあれば飛び跳ねて喜ぶし、つらいことがあれば枕に顔を埋めて大泣きする。

　それではダメだと自分でもわかっているのと、過去に付き合った恋人たちから子どもっぽいと指摘されてきたトラウマが理由で、初対面の人に対しては見た目通りの落ち着いた仕事のできる女を演じていた。

　もちろん、夫になった和孝さんの前でも自分を偽っている。

「まともな夫婦になるのって難しすぎる」

　真里には何度もこうして相談に乗ってもらっているけれど、いつもこんな感じで解決には向かわない。

　ため息をついてもう一度アイスティーを飲む。ぬるくなったそれが喉の奥に落ちていった。

「あんたの言うまともがなんなのか知らないけど、原因は自分にあるってわかってるんでしょ？」

「……うん」

　原因は夫ではなく私にある。それは結婚した当初からよくわかっていた。

「なのにうまくいかないって？」

「夫婦の問題って複雑なの。頭が痛くなるぐらい」

　額を押さえながらため息をつくと、真里は理解できないというように肩を竦すくめる。

「なら、それを旦那さんに言っちゃえばいいじゃないの。あんたのせいで頭痛がひどいんだけどって」

「言えるわけないでしょ。真里じゃないんだから」

　恨めしげに言うと、ふっと笑われた。こんなふうに言葉を選ばず話せるのも、大学時代からの付き合いが濃いおかげだ。

「さすがにあんたならもう少しなにか言えそう……と思ったけど、キャラを変えて過ごしてるんだっけね」

「まあね……」

　この三カ月、真里への相談内容といえば夫である和孝さんについて――というよりは、うまくいっていない夫婦生活が主だった。

「そもそも、なんでそんなことになったわけ？」

「前にも話したでしょ」

「そうだっけ？　そんなの忘れるに決まってるじゃない」

「なんで忘れたくせに偉そうなの」

　これが真里という人だったと思いながら姿勢を正す。

　そして、忘れっぽい真里のために、半年前からの出来事をもう一度話し始めた。
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　私はウエディングプランナーとしてブライダルサロン『ＭＡＲＲＹマリー』で働いている。

　ＭＡＲＲＹはスタッフが数十名弱の会社である。もともと提携企業が多い業界で、特にＭＡＲＲＹはその数が多いと言っていい。社長が元やり手の営業マンだったとかで、会社を立ち上げる際に協力を申し出た企業が多かったそうだ。欲を言えばスタッフ数も増やしてほしいものだけど、なかなかそこはまだ厳しいようだ。

　おかげで各地の式場やドレスショップ、フラワーショップ、敏腕カメラマンとも縁が深い。私たちウエディングプランナーのする仕事は、訪れた夫婦やカップルの相談を受けて彼らを手配し、一生の思い出に残る結婚式を作り上げること。担当する夫婦がいない場合は、ブライダルイベントについて企画を立てたりもする。

　今も同期のプランナーである羽は鳥とり美み香かが狭いフロアを駆け回っている。他のスタッフたちも忙しそうだった。

「あ、もっちー。田た中なかさんご夫婦からお礼の手紙が届いてるよ」

　もっちーというのは私のあだ名だ。望月だから、という単純な理由で名付けられている。

「えっ、本当？　見せて見せて」

「見せないって言うわけないじゃん。もっちーに来た手紙なのに」

「あはは、それもそっか」

　渡された手紙を受け取り、開く前に封筒をジッと見つめる。

　田中さんは私が担当し、二週間前に挙式を終えた夫婦だった。おとなしく物静かなご夫婦は、結婚式を行うといってもなにをすればいいかわからず、あれこれとネットや雑誌を見てうちの会社に依頼をしてきた。

　そんな状態だったこともあり、そもそも式に対する意見がほとんど出てこなかった。

　一般的に結婚式といえば、新婦となる奥様の方が積極的に希望を伝えてくる。どんな場所で式をしたいか、どんなドレスを着たいか、どんな料理を用意し、どんな花を飾りたいか。

　そういった希望をまとめ、各企業やスタッフと打ち合わせながら式を作り上げていく。そのため、いつもだったら奥様の希望を聞いてその通りにすれば問題なかった。

　でも、田中さんの奥様は困ったようにカタログを見ては途方に暮れるばかり。一生に一度のイベントなのに口を出してもいいのだろうかと思いながら、何度もおすすめを提案させてもらったものだった。

『お任せしてばかりで申し訳ありません』

　眉を下げながら謝罪していた奥様も、ドレスを選ぶ頃にはぽつぽつと自分の意見を伝えてくるようになっていた。

『お色直しのドレスはここでレンタルしたいです。どの色が似合うと思いますか？』

　私にそんな相談をしてくれたのがうれしくて、ドレスコーディネーターに無理を言ってありったけのドレスを用意したこともあった。

　そうして二週間前。すべての集大成となる結婚式当日、私にまでサプライズのお礼を用意してくれていたのである。

　――どんなことを書いてくれたんだろう。

　田中さん夫妻を担当していた一年間が走馬灯のようによみがえる。懐かしさと一緒に寂しさも感じながら、綺き麗れいな封筒を開いた。

「なにが書いてあったの？」

　横から美香が声をかけてくる。私はといえば、温かい文面に目頭が熱くなっていた。

「……無理、泣きそう」

「もっちー、涙もろいよねぇ」

　便箋には上から下まで、すべての行にびっしりと感謝の言葉がつづられていた。

　幼い頃から自分の意見を言うのが苦手だった奥様は、この結婚式で初めて自分のしたいことを見つけられたらしい。

　大好きな人との結婚式という以上の大切な思い出になった、本当にありがとう。

　そう締めくくられた文字は、ぼやけてよく見えなかった。

「わーん、今回も成功してよかったぁ」

「はいはい、よく頑張りましたねー」

　きっと赤くなっているだろう目元を隠そうと大おお袈げ裟さに泣き真ま似ねをしてみる。そんな私の背中を、美香が笑いながらなでてくれた。

「そこまでお仕事ライクでいられるの、羨ましいよ。私も顧客のことは考えてるつもりだけど、式がひとつ終わったら『あー、よかったー』って安心しかしないもん。もっちーはいつも親族以上に泣いちゃうじゃん？」

　呆れと感心を込めたような声でハンカチを差し出してくる。ありがたく受け取り、滲にじんだ涙を拭った。

「だって私、この仕事をやろうと思った理由は『幸せな夫婦を応援したい』だし。学生の頃も、よくキューピッド役だったりしたんだよね。人の恋愛を後押しするのが好きっていうか」

「じゃあ天職ってわけだ。いいねぇ」

「おかげさまで毎日楽しいよ」

　誇張抜きに言うと、苦笑される。

「でも今回はさすがにちょっと大変なんじゃない？」

「あー、うん。まあそうだね」

　美香に言われて、今現在担当している顧客のことを思い出す。

　そのご夫婦は今年、結婚四十年目を迎えるそうだ。結婚当時は式らしい式ができず、かといって改まって行う機会もないまま、それだけの時間をともにしてきたらしい。

「でも、大変だけどなんとかしたいって思うよ。だって四十年目のお祝いとして結婚式をするんだよ」

「けどさ、あと三カ月で式でしょ？」

「逆に言えば、準備期間が短い以外に問題はないわけ」

「ポジティブだなぁ」

　多くの顧客は式の希望日から一年近く前にＭＡＲＲＹを訪れる。でも、今回の皆崎さんご夫婦は三カ月後の式を望んでいた。

「っていうか、なんでそんなにギリギリ？」

「旦那様がお忙しいんだって。ほら、『ミナサキ家具』ってあるでしょ？　あそこの社長さん」

「ふあっ!?　社長さんだったの!?　あのおじいちゃんが!?」

「おじいちゃんってほど、お歳としを召してないと思うけど」

　ミナサキ家具と言えば、全国展開している大手家具屋だ。生活雑貨から大きな家具まで、ここに足を運びさえすれば大抵のものが揃う。そして一番のいいところは、お値段が非常にお手頃だということ。ひとり暮らしを始める学生から、新居を構える一家までがお世話になっているのは間違いない。私の家でもかなり助けられている。

「社長さんが顧客って……緊張しない？」

「あんまり考えたことないかな。だって相手が誰であっても『結婚式をしたい夫婦』ってことに変わりはないでしょ？」

「もっちーのそういうとこ、ほんっと尊敬する……」

　美香にハンカチを返しながら、軽く首を振ってから片目を閉じた。

「その調子で私にボーナスが出るようかけ合ってくれない？」

　冗談半分、本気半分で言うと、楽しげに返される。

「やだー。私も欲しいもーん」

「じゃあ、ふたり分もらっちゃお」

「それならあり！」

　一緒に笑ったタイミングで電話が入る。ちょうど話題に出ていた皆崎さんからだった。

「はい、お電話承りました。望月です」

《仕事中にすみませんね。先日家内が青い花を使いたいと言っていたが、やっぱりあれは白の方がいいんじゃないかと……》

　――ああ、また始まった。

　気を引きしめて、美香に「ごめん、長引きそう」と目で伝える。頑張って、と言うように美香も自分の仕事へと戻っていった。

「お色の変更でしたら、まだ間に合いますよ。ですが、そちらは奥様とご相談の上、決定されたことでしょうか？　差し出がましいかもしれませんが、こういったことは後々ご夫婦間で揉もめる種になりやすく……。もしご相談がまだでしたら――」

《相談したら青がいいって言われるに決まってる》

　――こういうご夫婦もちょっと珍しいよね。

　話を聞きながらしみじみと考える。

　一番多いパターンは奥様の方が意見を言い、旦那様が従うもの。ドレス選びや花選びに時間をかける感覚がわからないから、という理由が多い。おそらく服屋に付き合わされるのと似ているのだろう。もちろん、中には奥様の希望を叶かなえてあげたいからというポジティブな理由もある。

　次に多いのはご夫婦で既にイメージしている式がある場合。イメージのもとは芸能人の結婚式だったり、あるいはふたりの趣味に関係しているものだったりする。最近見た中で一番驚いたのは、アニメのキャラクターの扮ふん装そうをしたご夫婦による結婚式だった。

　ほぼそのどちらかのパターンで進む中、時々皆崎さんのように『奥様の意見に対し、旦那様が異論を唱える』という場合がある。

《絶対白の方がいいんだ。なのに、なんで青がいいと言うんだか》

　美香を仕事に戻しておいて正解だったようだ。これは間違いなく長くなる。

「でしたら、一度弊社で提携しておりますフラワーショップにお越しいただくのはどうでしょう？　どちらのお色も豊富な種類の花が揃っておりますし、実物を見ることで印象も変わるかもしれません」

《そうか、それもそうだな。いつ頃ならお邪魔できますかね？》

　提案をすぐ受け入れてもらえたことに胸をなでおろす。でもここからが本番だ。

　実際に花を見てもらい、夫婦がふたりとも納得するよう間に入ってすり合わせていく。どちらかが我慢するような結果になってはいけない。

「フラワーショップの者に確認を取らせていただきます。またのちほどこちらからお電話いたしますね」

《ありがとう。いつも迷惑をかけてばかりで申し訳ないな。望月さんが担当じゃなかったらどうなっていたことか》

　これまでにも何度か『あなたが担当でよかった』というような言葉をもらった経験がある。そのたびに胸がいっぱいになり、この仕事のやり甲斐を強く感じた。

「大切な結婚式ですから、どんな意見でもお伝えいただければと存じます」

《本当に助かるよ。望月さんみたいな子がうちの息子の嫁さんだったらなあ》

「いえいえ」

　曖昧に流すも、皆崎さんの旦那様はいつもこうだった。

　ミナサキ家具の副社長で、いずれ皆崎さんの跡を継ぎ、社長になる息子さん。私より六つ上らしく、かなりしっかりした人だという。

　結婚式の準備をする上で親しくなったこともあり、皆崎さんはよく息子さんと会社の話をした。最近は「息子の結婚相手を探している」という話題が多く、冗談混じりに私を誘ってくる。ありがたい話だとは思うけれど、さすがにそれを本気にすることはない。ここまで毎回話に出されると、どんな人か気になるけれど。

《ああ。そうだ。この結婚式の後――なんだ、今は電話中だぞ》

　誰かが電話の向こうで皆崎さんに話しかけたらしい。それを察して、見えないとわかっていても頭を下げる。

「それではまたのちほどご連絡いたしますね。失礼いたします」

　皆崎さんが電話を切るのを待ち、私も通話を終わらせる。

　可能な限り打ち合わせの回数は増やした方がよさそうだ。もともと準備期間も短いし、このままだとお互いに納得いかない結婚式になりかねない。

　毎回、なにかしら衝突する夫婦だけど、それなのに結婚式をやめようという話にならないのはある意味すごいのではないだろうか。相手を理解しているからこそ、過程でどんなに揉めても結果を求めるのかもしれない。

　そこに四十年連れ添った重みを感じる。

　いいな、と誰に言うわけでもなく唇から言葉がこぼれ出る。

　そんなにも長い間、夫婦でいることに羨ましさを覚えた。

　私には恋人がいない。学生時代に何人かと付き合ったことはあるけれど、どの相手も別れの言葉は似通っていた。

『紗枝ってもっとおとなしいんだと思ってた』

『遊び仲間としてはおもしろいけど、彼女にするとなんか違う』

　十年以上前の元カレたちを思い出し、苦い気持ちが込み上げる。

　――男子が恋人に求めているのは、もっとおとなしいタイプの子なんだ。

　自分のことなら自分でわかっている。楽しいことがあればすぐはしゃぐし、不快だと思えばすぐ文句を言う。成人した今はともかく、泣きたい時も我慢はしてこなかった。友人としては受け入れてもらえる。けれど、恋人としては受け入れてもらえない。

『子どもっぽいんだよな。男友達みたい』

　そんなふうに言われた時、自分は男受けのしない性格なのだと理解した。

　性格なんて簡単に変えられるはずもなく、多少落ち着きを身に付けたとはいえ、今も私は私のまま生きている。

　ある種吹っ切れはしたけれど、そんな学生時代の経験が私を恋愛から遠ざけていた。また誰かと恋人になれたとしても、この性格のままでは求めてもらえない。自分を変えなければいけないほどの恋に巡り合えなかったこともあって、憧れは抱きつつも諦めの境地に達しつつある。

　そういった経験から、恋愛をする人間ではなく、応援する人間になろうと決めた。

　美香も言ったように自分でもこの仕事を天職だと思っているし、人が幸せになるための後押しをできるのはこの上なく楽しい。

　まだ手に持っていた手紙に視線を落とす。

　幸せな夫婦の報告。私はいつも外側から見守る立場でいる。

　そうは言っても、恋も結婚もしたくないというわけではない。しかしそのために自分を変えなければならないのだとしたら、このままでいい。

　今の自分でもいいと言ってくれる人を探す気力はなかった。

「……まあ、自分のことは後回し後回し」

　敢えて呟つぶやいて意識の外へ追いやる。

　私が今やるべき仕事は、皆崎さんご夫婦に一生の思い出をプレゼントすることだ。




　皆崎さんご夫婦はその後も意見を対立させ、何度も私が間に入らなければならないほど険悪な事態にまでなった。

　だけどそれも今日で終わりだ。

　身内すらいない、ふたりだけのひっそりとした式。あんなに喧けん嘩かしていたのに、正装した夫婦は幸せそうだった。

　喧嘩するほど仲がいいという言葉は、このふたりのために存在するのかもしれない。

　花の色が気に入らないから始まり、ドレスや装飾、式場の雰囲気から流す音楽まで、なにからなにまで本当に言い合いの多いご夫婦だったのに、いざこうして当日を迎えると私の胸にも込み上げるものがある。

　牧師の前で見つめ合うふたりは、ステンドグラスから差し込む光に照らされてシルエットとなり、神秘的な空気を漂わせている。光に包まれていたせいか、それとも私が例によって涙ぐんでしまったせいか、そこに映し出された姿は初々しい新婚夫婦に見えた。

　今回も素敵な式の手伝いができた、と啜すすりそうになった洟はなをギリギリのところでこらえる。

　これからも皆崎さんが夫婦仲良く幸せに暮らせますように。十年後も二十年後も、今日を思い出して笑い合って過ごせますように。

　心からの祈りを込めて、持てる力のすべてを出し尽くした式を見守った。

　でも、問題はその一時間後に起こった。

　式が終わり、着替えを済ませた奥様が私のもとへやってくる。

「望月さん、今日まで本当にありがとう！」

「いえいえ、こちらこそお手伝いさせていただきありがとうございました」

　目元の赤みに気付かれなければいいと思いながら、心からの思いを込めて頭を下げる。

「あのブーケも私の希望通りにしていただいて……！　一生の思い出になったわ。あれは持って帰ってもいいのかしら？」

「もちろんです。ぜひお持ち帰りください。長持ちさせるためにどうすればいいか、うちのフラワーコーディネーターに聞いておりますので、よろしければこちらのメモを」

　こういった要望は少なくないため、事前に用意しておいたメモを差し出す。

「まあまあまあ！　本当にありがとうございます。ねえ、お父さん」

「どうせ家に帰る頃には失くしてるんだ。お前は花だけ持ってなさい」

　奥様の代わりに旦那様が私の手からメモを受け取る。言い方はともかく、ブーケを持って子どものように笑う妻のことを邪険に扱っているわけではないらしい。

　今日でこのふたりともお別れだと思うと、これまでの苦労があってもやっぱり寂しい。

　何度も繰り返してきた、担当夫婦との別れ。その時間が近付いていることを感じながら、また泣きそうになるのを我慢して言葉を伝えようとした――けれど。

「望月さん、もしよかったらうちの息子に会ってくれないか？」

「……え？」

　以前から聞いていた息子さんは今日の結婚式に呼ばれていない。三十過ぎた息子の前で結婚式をするのは恥ずかしい、と旦那様が拒んだからだった。

「ええと、それはどういう……」

「望月さんにはお世話になったから、ぜひにと思ってね」

　これは返事に悩んでしまう。ご家族に紹介されることも、そこで改めてお礼を言われることも、今まで経験としてはある。

　けれど皆崎さんは前々から息子さんの結婚相手を探していて、私にもどうかという話をしている。冗談だと思って聞いていたけれど、このお誘いが万が一ということもなくはない。

　いや、まさかそんな。

　自分でその考えを否定し、皆崎さんに返答する。

「わかりました。そういうことでしたら、また後日……」

　答えた私を見て、ご夫婦は満足げに頷うなずいた。




　おかしいと気付いたのは、皆崎さんのひとり息子、和孝さんに会う一週間前だった。

　お世話になったからと指定された場所は、都内の五つ星ホテル。

　格式高いホテルの最上階で行われる食事会といえば、両家の顔合わせ、あるいはお見合いくらいしかない。

　それに気付いた頃にはもう、とっくに逃げ道を失っていた。急な予定が入ったなどと言えるはずもなく、当日を迎えてしまった。

　――すっごく場違いな気がする。

　胃がキリキリ痛むのを忘れようとしながら、豪華なホテルの内装に目を向ける。まず、広い。これまで旅行で使ったビジネスホテルとは比べ物にならない。

　エントランスの中央にある階段から二階へ行けるようになっており、高い天井にはいったいいくらするのか想像もつかないシャンデリアが飾られている。

　エントランスホールの奥には白いグランドピアノがあり、囲むようにしてテーブルが並んでいた。きっと時間によってピアニストによる演奏が行われるのだろう。

　最近、高級ホテルの豪華なアフタヌーンティーを友人と楽しむのが流は行やっていると聞いたけれど、私と真里では心から楽しめないだろう。うっかり皿を割ってしまうのではと、美味しい紅茶もお菓子もまともに味わえなくなるに違いない。

　学生時代からの友人を思い浮かべると、少しだけ気持ちが軽くなった。

　とはいえ、あくまで一瞬のものだったらしく、会場へ行こうと足を踏み出した瞬間、転びそうになる。

　だからヒールは苦手なのだ。

　今日のヒールは七センチしかないけれど、職場ではそうそう履けない。許されるなら運動靴とジーパンがいいと、同僚たちと愚痴をこぼす程度には動き回るせいで。

　着ている服だって、このホテルで顔を合わせると聞いて慌てて購入した新品だ。スーツでは味気ないだろう、とフォーマルなワンピースを選んでいる。色は派手すぎないようブルーグレーに。アクセサリーも最低限にして少しでも印象をよくしようとしてみたけれど、逆におとなしすぎるかもしれない。

　そこまでするならスーツでよかったのでは？と考えたことは思い出さないようにする。

　約束した会場はこのホテルの三十階にあるレストラン。エレベーターがどこにあるか探し、辺りを見回した。

　その時、ふとロビーを慌ただしく走り抜けようとする男性が見えた。

　あ、と思ったその瞬間、男性の持っていたスーツケースが、おもちゃを片手に立っていた男の子にぶつかる。

　ひっくり返った男の子の歳は、小学校低学年くらいだろうか。驚いたように目を丸くした後、泣き出してしまう。それなのにぶつかった男性は謝りもせず立ち去ろうとした。

「あの！」

　黙っていられず、声をあげていた。

　足早に近付き、まず男の子を抱き起こした。立ち止まった男性が不快そうに私を振り返る。

「は？　なんだよ」

「なんだじゃないでしょう。人にぶつかっておいて無視するつもりですか？」

「そんなところにいたのが悪いだろ」

　随分と態度の悪い人だと眉根を寄せる。

「ちゃんと周りを見ていなかったあなただって悪いと思います」

「急いでるんだよ」

「急いでいたら子どもを突き飛ばしていいんですか？」

　男の子はよほどびっくりしたのか、怯おびえたように私の服をギュッと掴つかんでいる。

　もし、スーツケースの当たりどころが悪かったら怪け我がをしていたかもしれない。その可能性を、この男性は少しも考えないのだろうか。

　大丈夫だと伝えるように男の子の頭をなで、落ち着かせる。

　そうしながら、男性に対する怒りがふつふつと沸き上がるのを感じていた。急いでいようとなんだろうと、こんなひどい行為を見過ごしたくはない。

「せめてこの子に謝るべきだと思います」

「なんなんだよ！　親のあんたが目を離したのが悪いんだろ！」

「私はこの子の親じゃありません。通りすがりです」

　怒鳴り出した男性から子どもを庇かばい、眉み間けんに皺しわが寄らないよう力を入れながら返す。

「はあ!?　なら、関係ないことに首を突っ込むな！」

「目の前で子どもが突き飛ばされたのに、放っておけるわけないじゃないですか！」

　負けじと私も大きな声をあげたことで、少し周囲が騒がしくなる。一連の騒動に気付いたようだった。

　男性もそんな空気を感じたのか、忌々しげに舌打ちを漏らす。

「悪かったよ」

　素っ気ない謝罪を受けた男の子は、よくわからないといった表情でこくりと頷いた。

　それを見た男性がまた舌打ちをして私を睨にらみつける。

「関係ねえくせにしゃしゃり出てくるなよ、クソ」

　捨て台詞ぜりふだけを残し、さっさとその場を立ち去ってしまう。

　――タンスに小指をぶつければいいのに。

　心の中で念じながらもホッとしていると、ひとりの女性が駆け寄ってきた。

「ゆいくん！　またひとりで勝手に歩き回って……！」

　綺麗な女性だった。どうやらこの女性が男の子の母親らしい。

　ゆいくんと呼ばれた男の子が手を伸ばすと、女性はその手を握り返しながら不思議そうに私を見てきた。

「すみません、この子がなにか……？」

　ほんのり警戒を滲ませた言い方に、今度はこの女性へ呆れと小さな苛いら立だちを覚える。

　なにか？ではないだろう。目を離したおかげでこの子がどうなるところだったのか、理解しているのかと聞いてみたかった。

　他ひ人と事ごとのような母親にちりちりと先ほどの怒りがくすぶるけれど、それは隠して笑みを作る。

「この子が人とぶつかって転んでしまったんです」

「まあ、そんな……。ゆいくん、大丈夫だった？」

「うん」

　男の子は母親に会えて安心したからか、もう泣きやんでいた。

「お母さん、いろいろ事情もあると思いますが、目を離さないであげてください。万が一ホテルの外に出ていたら、ぶつかっていたのは人じゃなかったかもしれないんですよ」

　母親がハッとしたようにホテルの外へ目を向ける。ガラス張りの入口の向こうには、車が何台も止まっていた。

「はい……本当に申し訳ありません」

「いえ」

　私に謝っても、別になにかが変わるわけではない。子どもが危ない目に遭わないよう、お母さんの方で気を付けてくれればそれでいい。

「さ、行こ。ゆいくん」

「わかったー」

　ぺこぺこと頭を下げながら母親はゆいくんの手を引いて立ち去る。私を振り返って手を振るゆいくんへ、私も手を振り返した。

　なんだかどっと疲れた。

　普段、仕事でもあのくらいの子どもの相手をすることがある。

　式の主役たちの親族や友人の子どもや、新郎新婦当人の子ども。どうしても結婚式当日となると、いつもと違う空気に子どもたちははしゃいでしまう。あるいはぐずってしまう。そしてその両親はやはり普段と違うイベントに忙しくしている。

　となると、事態に慣れている私や他のスタッフが相手をせざるをえなかった。

　その時以上に気疲れしたのは、ここに来る前から緊張していたせいだろう。

　――まあ、逆に肩の力が抜けてよかったのかも。

　裾を払い、朝に美容院でセットしてもらった髪をなでつける。

　改めてエレベーターの場所を探すと、すぐに見つかった。短い階段を上った先の奥まったところにあるのを見て、まっすぐそこへ向かう。

　あとは皆崎さんとその息子さんに失礼のないよう、挨拶をするだけだ。まさかそこで結婚の話なんて出るはずがない。たとえ今まで皆崎さんが何度もそんな話を出したとしても。

　これからのことを考えていたせいか、足元への意識が疎おろそかになる。

　あ、と声をあげる間もなく、ヒールが階段に引っかかったのを感じた。手すりを掴もうとして失敗し、身体のバランスが崩れる。

　今日は本当についていない――。

　こんなところで転ぶなんて、と舌打ちしたい気持ちで覚悟する。

　なのに、床に転がる衝撃どころか、なにかやわらかくて温かいものに包まれた。

「大丈夫ですか？」

　うわあ、とうっかり素で出しそうになった声を慌てて呑のみ込む。

　転びそうになった私を抱きとめてくれたのは、十人が十人とも振り返りそうな目鼻立ちの整った男性だった。

　まず、爽やかだと思った。目尻が下がっているせいか温和な印象を受ける。

　すらりとした高身長に上質なスーツがよく似合っていた。私を心配そうに覗のぞき込む瞳には嘘うそも下心もなくて、ただただ純粋に胸が騒ぐ。

「ご――ごめんなさい。すみません」

　完全に思考停止し、ぼんやりと見つめていた自分に気付いて頭を下げる。

　どうやら私は、出会ったばかりの人にときめきを感じる程度には枯れていなかったようだ。これはそのうち真里に報告しなければならない。

　恋愛から遠ざかっていた私でも目を奪われるような理想の男性。まさかこんなところでそういう人に出会えるとは思ってもいなかった。

　ただ、残念ながら素直に喜べるほど普通の出会いはできていない。転ぶ瞬間を助けてもらうなんていう、恥ずかしいきっかけのせいだ。

　これ以上、この人に悪印象は与えたくない。

　そう考えて慌てて自分を取り繕うことに決める。

　顔から火が出そうになる思いで体勢を直し、再び深々と頭を下げた。

「ありがとうございます」

「足、ひねってないですか？」

「大丈夫です。本当にありがとうございます」

「怪我がないならよかった。ここ、ちょっと滑りますよね」

　最後の言葉はあまりにもさらりと告げられた。

　床にも階段にもカーペットが敷かれている。ローラーの付いた靴でも履いていない限り、そう滑ることはない。

　それなのにそんなひと言を付け加えたのは、私を気遣ってのことだろう。

　履き慣れていないヒールと、意識が別のところに向いていたせいで転んだと自分でもわかっているからこそ、彼のひと言が沁しみた。

　いきなり変な女が倒れ込んできたんだから、迷惑そうにしてもいいだろうに、彼はそうしない。それどころか私を心配し、フォローしてくれる。顔も完璧なのに、性格まで完璧なのでは？と衝撃を受けた。

　ますます胸が騒いでしまうのを必死に隠しながら、もうひとつ犯していた自分の失態を思い出す。

　それは、子どもにぶつかった男性とのやり取り。自分が悪いことをしたとは思っていないけれど、こんな立派なホテルのロビーで揉めるなんて育ちが悪いと見られても仕方がない。

　私がこの人を素敵だと感じたように、彼にも同じ気持ちを抱いてほしい。そんな自分の浅ましさに、顔には出さず苦笑する。

「普段はこんなヒールを履かないもので……。慣れないおしゃれはするものじゃないですね」

　控えめに言うと、男性は私に手を差し出しながら笑った。

「それはもったいない。綺麗なのに」

　綺麗、という単語がどこにかかるのか一瞬考えてしまった。

　私だろうか。いや、そんな。だって私は別に綺麗ではない。

　ぽかんとしていると、彼は差し出した手をそのままに困ったような顔で微ほほ笑えんだ。

「手、必要なかったですか？」

「あ、す、すみません。お借りします」

　靴が脱げかけていることに気付き、ありがたく手を取って、その体温にまたどきりとしてしまう。

　背の高い人だからだろうか、私の手をすっぽり包み込むほど手が大きい。

　そして穏やかな印象を後押しするように温かい。子どもの頃、祖母の家でまったり過ごしていた時に感じたあの安心感をこの手からも感じる。

　こんなふうに触れるのではなく、もっと恋人のようにギュッと握ってみたい衝動に駆られた。

　純粋な親切心で手を貸してくれた人に対し、とんでもない下心である。欲望のまま本当に手を握らずに済んだのは、まだギリギリ理性が残っていたおかげだ。

　内心の興奮は隠して、脱げかけた靴を履き直す。その間も彼は私の手を支えてくれていた。

　恋人がいた経験はある。でも彼らは私を彼のように優しく扱わなかった。

　靴を履く時に手を貸すというだけのなにげない行為が特別なものに思えたのは、きっとそれが理由だろう。

　目の前の彼は、たとえ恋人でなくても他人に優しく接し、手を貸せるような人なのだ。

　感動を覚えつつ、もしかしたらという考えに至る。

　――今の私は過去の恋人たちに言われたような素の自分ではない。彼らの言うクールな見た目に寄せた落ち着いた物静かな対応のおかげで、女性扱いしようと思ってもらえたのだとしたら？

　自分の偽り方を覚えておいてよかったと思いながら、靴を履き直し終えて彼の手を離す。遠ざかる優しい温もりが名な残ごり惜しい。

「ありがとうございます。助かりました」

「帰りも気を付けてくださいね」

「はい」

　心配するように言われたこともうれしくて、つい呆ほうけてしまう。

　改めて、素敵な人だとしみじみ思った。顔もよく、気遣いもできて優しい。なにより女扱いされたことで、この人への好感度が大きく上がった。

　次に真里と話す時、皆崎さんの息子とのご挨拶以外に話すいいネタになりそうだ。彼女は私が恋をしない理由を知っているから、ときめいたと知ったらきっと興味津々で話を聞いてくれるだろう。

　気を抜けば頬が緩みそうな夢見心地でいた私は、ふとエントランスホールにある時計を見て、目を見開いた。

　約束している時間まで、あと三分しかない。ここには二十分以上余裕を持って着いたというのに、思いがけず時間を使っていたようだ。

　どんなに遅くとも五分前には着こうと思っていたのに、これではよくて時間ぴったりか、遅刻までありえる。

　そんな失態を犯すわけにはいかず、内心の焦りを押し隠して男性に言った。

「すみません。もっとゆっくりお礼を言えたらよかったんですが、これから約束があるので失礼いたします」

「ああ、そうなんですね。それでは」

　改めてエレベーターへ向かいながら、名残り惜しさを覚えてもう一度彼を振り返る。

　まだこちらを見ていた本人と目が合っただけでなく、にっこりと笑いかけられ、軽く手まで振られた。

　自分の体温が一気に引き上げられて、彼に感じたときめきは間違っていなかったのだと思い知る。これでお別れになってしまうなんて、運命とは残酷なものだ。

　――と思ったのに、そうはならなかった。

　皆崎さんご夫婦の待つ個室で、簡単に挨拶を済ませていたところに現れたのは、先ほど惹ひかれたばかりの彼だったからだ。

「さっき下でお会いしましたよね。改めて、皆崎和孝です。先日は両親がお世話になったようでありがとうございました」

　嘘でしょ、と全力で叫びたかったのをよく堪え切ったと自分を褒める。

　どんな奇跡が起きたのか、例のイケメンは私が会う予定だった皆崎さんの息子さんだった。

「なんだ、もう望月さんに会ってたのか？」

「まあ、いろいろあって」

「ご縁があるんじゃない？」

　皆崎さん一家は平然と話を進めているけれど、私の心の中は大騒ぎで、まったくこの状況に追いつけていない。この場で倒れないのが不思議なほどの戸惑いを感じていた。

　いったいどういうことなのか。私はどうするべきなのか。

「で……どうだ、和孝。望月さんなら結婚相手にぴったりだろう」

　皆崎さんの言葉は、私が想定していながら目を背けてきたものだった。

　この場を逃げ出して化粧室にでも飛び込みたい。化粧を直すふりをして家へ帰りたい。しかし皆崎さんには私の仕事場も名前も知られているのだから、叶うはずがないのだ。

　素敵だと思った人がお見合いの相手として目の前にいるだけで、こんなに頭が真っ白になるとは思いもしない。

「あ、あの、結婚相手というのはどういう……？」

　いつもの私だったら「聞いていません！」と椅子を蹴って立っていたところだ。

「言ったじゃないか。うちの息子と会ってほしいって」

「それは伺いました。が、申し訳ございません。お見合いだとは思っておらず」

「つまり、望月さんも父に巻き込まれた形なんですね」

　そうなんです、とやっぱり普段の私ならすぐに同意していた。

　でも、そんな前のめりな態度を取るのは気が引けてしまう。

　彼は私を女性扱いしてくれた数少ない男性なのだ。たとえ夢だとしても、この人の前ではそういう扱いをされるようなおとなしい女でいたい。

「いえ、私がちゃんと確認すればよかっただけなので……」

「両親には日頃から自分も振り回されているんです。ご迷惑をおかけしてすみません」

　転んだ時のようにフォローされたことに気付いて、胸の奥が不自然に疼うずく。

　申し訳なさそうに私を見つめる瞳に、多分、その瞬間囚とらわれた。

　鼓動が速くなり、喉がカラカラで息をするのも苦しい。顔が熱く、胸が痛くて、この場でいきなり叫びたいような衝動を覚える。

　彼に見つめていてほしいのに、こちらからは直視できなかった。それでいて目を離せない奇妙な感覚が、突然生まれたこの感情に名前を付けた。

　これは恋だ。ゆっくりと育むものではなく、ひと目惚ぼれと呼ばれる衝動的な。

　あまりにもあっさり自分の中で答えが見つかってしまい、驚きも感動も突き抜けた。どこかで恋愛を諦めていた私が、まさかこの歳になってひと目惚れを経験するとは思っていなかった。

「本当にお気になさらないでください。おふたりにはお仕事でとてもお世話になりましたから」

「そう言っていただけると助かります」

　皆崎さんご夫婦は私たちを見守ることにしたのか、特に口を挟まずにいる。

　おかげで私が口を開かなければいけない状況に陥っているけれど、普段あれこれと余計なことを思いつくはずの頭は、今はからっぽだった。

「でも、よかったな」

　頭をフル回転させていた私に、和孝さんが笑いかけてくれる。

「父のお節介のおかげで、望月さんと出会えました」

　いわゆるイケメンにしか許されない、最高の殺し文句だ。

　おかげで今、私の思考力は限りなく残念なことになっている。返事すら思いつかないほどひどい状態だと知られるのを避けるため、うつむいて首を横に振っておいた。

「わた、私もお会いできてよかったです」

　情けないことに噛かんでしまい、いたたまれなくてますますうつむく。

　もしかしたら火ほ照てった顔に気付かれたかもしれないと焦っていると、期待を隠し切れない楽しそうな声がした。

「それで、望月さんは和孝と結婚したいと思ってくれたかね？」

　黙っていた皆崎さんの旦那様によるとんでもない爆弾を受け、横にいた和孝さんが顔をしかめた。

「おい、父さん」

「望月さんに聞いてるんだ」

　そんな質問をするなんてずるいと文句を言いたかった。

　したくないと言えば和孝さんに対して失礼だろうし、したいと言うのも違う。許されるなら、ひと目惚れした人とぜひ結婚させてほしいところだけれど。

　ここは穏便に済ませようと、当たり障りのない回答でお茶を濁そうとする。

「結婚はともかく、とても素敵な方だな、と」

「よし、じゃあ善は急げだな」

　がたっと椅子から立ち上がり、旦那様が満面の笑みで言う。

　ん？と私の中でクエスチョンマークがひとつ生まれた。

「これから息子をよろしく頼むよ、望月さん！」

　んんん？と今度は三つ頭に浮かぶ。

「望月さんが義理の娘になってくれるなら、なんにも心配しなくていいわねぇ」

　――んんんんん？

　夫妻が力強く私の手を握ってくる。逃がさないと言っているようにも見えて、ぽかんとしてしまった。

　ついていけない私の前で、和孝さんはやはり困った顔をしていた。




＊＊＊




　話を聞き終えた真里は、ああ、と小さく声をあげた。

「で、そこからトントン拍子に結婚まで進んだんでしょ？　意味わかんないけど、そこまでいったらもう運命じゃない？」

　グラスの水滴で濡れた手をナプキンで拭いながら呆れたように言う。

「後はもう、皆崎さん――じゃない、お義と父うさんが話を進めちゃって。外堀を埋められてるなって思った時にはもう遅かったというか」

「結婚しちゃったと」

「うん。私もちょっと乗り気だったし、親も私が結婚してくれるならもうなんでもいいって感じだったし」

　もっと早くにお義父さんを止めていれば、和孝さんと夫婦になることはなかった。それを理解していて止められなかったのは、彼を想う気持ちが自分の中にあったからだ。

「向こうもそれでよかったんだ？」

「多分……？」

「多分？　結婚したんだったら、旦那さんもあんたを好きだと思ってくれたってことじゃないの？」

　真里が手の中でナプキンをくしゃくしゃに丸め、ぽいっと私に投げつけてくる。それを押し返しながらため息をついた。

「そこがわからないから、こうなってるんだよ」

「ええ？」

「なんとなく察してたけど、もともとお見合いの話は何度もあったんだって」

　それは義両親から聞いた話だった。

「へえ？　まあ、社長子息ってそういうのすごそうだもんね」

「それもあるけど、お義父さんがそろそろ引退を考えてるみたいなの。早く社長の席を譲りたいとかなんとか。で、社長になるからには支えてくれる人の存在が絶対必要だー！って」

　うわ、と真里がわかりやすく顔をしかめる。

「めんどくさそう」

　苦笑を返したのは、私も似た感想を抱いたからだ。面倒というよりは、大変という意味でだったけれど。

「つまり、あんたみたいにひと目惚れしたわけじゃなく、社長になるために結婚したってわけ？」

「言い方はちょっとアレだけど、そうなのかもって……」

「最低じゃん、その男」

　和孝さんがそんな人だと思いたくなくて明言を避けたのに、真里は切り捨てるようにバッサリと言い放つ。

「社長になりたかったというよりは、ご両親を安心させたかったんじゃないかな？　そういう人だと思う」

　彼の名誉のためにもフォローを入れたものの、真里の態度は冷ややかだった。

「親のためにひとりの人生を犠牲にできる人ってわけ？」

「さっきから悪意がありすぎるよ、真里」

「現に親友が困ってるんだから印象はマイナスよ、マイナス」

　ふん、と鼻を鳴らしながら言われる。

　私も真里がこんな結婚をして悩んでいたら、同じように思っていたかもしれない。

「最低男かもっていうのは冗談として。向こうも普通にひと目惚れだったりしないの？」

「それはない、絶対ない。だって私だよ」

　確信を持って言うけれど、真里は肩を竦めただけだった。

「あるとしたら、顔じゃなくて話した印象がよかったってくらいだと思う」

「ならよかったじゃない」

「だから、今もずっとキャラを作って生活してるの。和孝さんが結婚してもいいって思った私のまま」

　感情を思ったまま表に出すような子どもっぽい自分ではなく、見た目とのギャップがない落ち着いた物静かな〝紗枝〟なら、彼の期待も夢も裏切らずに済む。

「うわあ、なるほど」

「うわあってなに、うわあって」

　明らかに否定的な響きを持った反応を突っ込むと、真里は肩を竦めて首を横に振った。

「いや、すごくめんどくさいなって。もう結婚は果たしたんだから、本性出しちゃえば？」

「やだ。嫌われたくない」

　テーブルの下で自分の手を握りしめる。

「結婚生活がつらいんじゃないの。普通の夫婦をやれていないのがつらいだけ」

　私と和孝さんは結婚して夫婦になった。

　でも、籍を入れただけで距離は縮まっていない。よそよそしく接してこられるし、会話だってぎこちなかった。

　同じ家に住んでいるだけの他人。そう呼ぶのが近い。

「夫に隠しごとがあるんだから、その時点で普通の夫婦じゃないでしょ」

「だって私の性格じゃ……」

　自分自身を嫌っているわけではないけれど、かわいいと思われる性格ではないとわかっている。

「それは男運が悪かったからそう思ってるだけであって、あんた自身は普通の性格だよ。男に嫌われやすい性格って言ったら、私の方がずっとそう。言い方もきついし」

「私は真里のそういう、びしっと言ってくれるところが好きだけどね。ほら、私って結構うじうじ悩むし」

「そうね、現在進行形で悩んでる」

　まったく遠慮のない真里の言葉をありがたく思いながらも、胸に詰まるものがあるのは確かだった。

「結婚なんて初めてなんだからしょうがないでしょ」

「それを旦那に言いなさいよ」

「……そうなんだよね」

　彼女の言うことはもっともで、また話が堂々巡りになっているのを悟る。

「好きな人のために自分を変えるって、都市伝説だと思ってた」

「そう思えるくらい好きなわけだ」

　深く頷けるほど、私は和孝さんに甘くほろ苦い恋をした。

「ひと目惚れって厄介だと思わない？」

「私はいいと思うけどね。あんたは腰が重いし、そのぐらい勢いで生きた方がいいんじゃない」

「そのおかげで悩んでるんだけど」

「それもまた恋愛ってやつよ」

　したり顔で語るだけあって、真里は恋愛経験が豊富だ。今、フリーなのはもったいないと友人として思う。

「で、旦那さんのどこが好きなの？」

　身を乗り出してきた真里にぎくりとしながら、和孝さんのことを考える。

「やっぱり気遣ってくれるところかな。こんな扱いをしてくれる人がいるんだってドキドキした。あとはいつも落ち着いてて、すぐ大騒ぎする私と違うところも憧れる。他は……」

「顔？」

　真里は本当に容赦がなくて、私も取り繕えない。

　顔のよさに惹かれた事実に後ろめたさを感じるも、真里はひらひらと軽く手を振って笑った。

「好みの顔には逆らえないものよ。しょうがない、しょうがない」

　なんの慰めなのかわからないけれど、真里にも思い当たることがあるらしい。

　なにやら思い出している様子を見て、他にどんなところが好きなのか考えてみた。

　夫婦らしい生活を送っていなくても、私は彼の一挙一動を目で追っていた。胸が騒いだのは、本を読んでいる時の横顔や、ページをめくる時の長い指。こちらの視線に気付いて「ん？」と言う時の声にもときめいた。

　会話はなくとも夕飯は一緒に食べてくれて、「美味しい」とひと言を伝えてくれる。料理を私が作る代わりなのか、片付けを自分でやろうとしてくれるところも好ましい。

　でもその優しさは〝妻〟に対して見せるものであって、〝私〟に向けたものではない気がしていた。

「特別扱いしてほしいんだろうな、私……」

「ふうん？」

　考えるだけで憂鬱になってしまう。

「和孝さんは優しいけど、それは私だけのものじゃない。……私だけのものがないの、なにも」

　私だけの特別がないから、夫婦になっても彼との間に愛があると思えない。なぜ彼が両親の言葉を拒まずに結婚を受け入れたのか、〝恋愛〟が関係ないと言い切れるのはそういう理由からだ。

　先に自分の性格を隠して線を引いたのは私かもしれないけれど、和孝さんもまた私と距離を取っている。

「泥沼じゃん、あんたの悩み」

「そうなんだよ。どうしたらいい？」

「向こうから動いてもらうことを考えないで、あんたが頑張ってみたら？」

　空になったアイスティーのグラスを手でつつく。意味もなくストローでかき混ぜた。

「まず、いい子ちゃんの自分を演じるのはやめる」

「それは嫌われるから無理。結婚生活は続けていきたいの」

「まだ嫌われるって決まったわけじゃないのに」

　首を横に振ってその言葉を否定する。

「決まってるよ。私の今までの恋愛、全部それで失敗してるんだから」

「だからそれは男を見る目がなかったからだって」

　うーん、と唸うなって真里は自分のコーヒーにミルクをふたつ追加した。ほぼ中身のないカップに入れたせいで、もはやコーヒーではなくミルクを飲むのと変わらない。

　コーヒー色のミルクをスプーンで混ぜながら、やがて真里は手を止める。

「本当、世話が焼ける。……よし、それならこうしなさい」

　びし、と真里がテーブル越しに私の胸もとを指で突く。

「今夜、新婚夫婦らしく『夜のお誘い』をするの」




　その夜、私はベッドの中で死にそうになっていた。

　――夜のお誘いって、なに！

　真里にはそのぐらいやってみせろと叱られたけれど、まともな経験のない私には方法がわからない。

『あんたが頑張ってみたら？』

　そう言った真里の言葉の正しさは理解している。でも、すぐに実行に移せるかと言われれば、それはまた話が別だった。

　彼女にはさすがに言えていないけれど、私たちは初夜を迎えていない。

　夫婦になった最初の夜、今と同じように和孝さんと同じベッドに潜り込んだ時のやり取りを昨日のことのように覚えている。

『別に無理しなくていい』

　好きになった人と夜を迎える緊張で硬直していた私は、和孝さんの言葉を聞いて頭が真っ白になってしまった。

　無理というのはなにに対しての発言なのだろう。自分でも気付かないうちに彼にそう言わせるだけの行為をしたのだろうか。それとも他に問題があったのか。

　混乱する私に、和孝さんは背を向けた。

『ここで寝るだけだから。おやすみ』

　どうして、という声も出なかった。

　私にわかったのは、和孝さんが初夜に妻を求めなかったという事実。

　そしてそんな夜はこの日だけに留とどまらず、何日も――今日に至るまで続いた。

　お見合いでの結婚であり、恋愛感情のないものだと言い切れる一番の理由がこれだ。

　私は妻として求められておらず、結婚してからもキスの経験さえない。それどころか、手を繋つないだことも。

　だからだろうか、和孝さんを一番近くに感じたのは初めて出会った瞬間だと思っている。

　転んだ私を支えてくれた温もりと、差し出された温かな手。あの思い出が私の中で今も消えずに残っているのは、彼との間に溝を感じない唯一のひと時だったからだ。

　――私はいらないのかな。

　拒まれた初夜のことを思い出すと泣きたくなる。心の繋がりも身体の繋がりも必要とされないとなると、私がこの家にいる理由がわからない。

　それなのに私は、好きな人との結婚生活を長引かせたくて、余計なことを言わないようおとなしい自分を演じ続ける。

　求められていなくても、そばにいられればいつかは報われるだろうという淡い期待。自分でも笑ってしまうけれど、これが恋なのかと思わずにはいられなかった。

　自分を作っていれば出会った時のように優しく扱ってもらえると知った以上、真里が言うように自分をさらけ出せるはずがない。

　好きだから嫌われたくない。たったそれだけの単純な理由。

　たとえ息苦しい日々であっても、いつかを望んでしまうのはやはり好きだから。

　和孝さんは私との会話を拒まないし、話しかければ応えてくれる。その日に起きたことを話して、ふたりで夕飯をとり、同じベッドで眠ってくれる。

　決定的に関係が壊れた夫婦というわけではない。

　だから私は今も期待し、どうすればいい夫婦になれるのか悩む。

　和孝さんは既にベッドの中で私に背を向けていた。

　同じベッドなのに距離があるのを見ると、うまくいっていない夫婦なのだということを思い知らされる。

　変えたいのなら自分で変えていくしかないのだと、真里に言われた言葉を思い出して勇気を振り絞った。

「あ、の。和孝さん」

　礼儀として声をかけたけれど、その声が想像していたより大きく響いたことに自分でぎょっとした。

　もう少し段階を踏むつもりだったのに、真っ白になった頭は勢いで動けと身体に指示を出してしまう。

　気付けば広い背中に抱き着いていた。

　――和孝さんの背中だ。初めて触った。なんかいい匂いがする。私と同じ石せっ鹸けんの匂い？　あったかい、気持ちいい、私もギュッてしてほしい。どうしよう。和孝さんが好き。

　怒ど涛とうの勢いで感情が湧き上がり、和孝さんへの想いでいっぱいにしていく。

　でも、腕の中の彼の反応ですっと冷静になった。

「紗枝さん？　どうした？」

　振り返った和孝さんは困った顔をしていた。

　その瞬間、恥ずかしいと思う前に全身が凍りつく。

「ご、めんなさい。なんでもないの」

　すぐに和孝さんから離れて、名残惜しい温もりを忘れようとする。

　困らせたいわけではなく、ただ、こんなふうに夫婦として夜をともにしてみたかっただけなのに、考えなしに行動したせいで迷惑をかけてしまった。

「……おやすみなさい」

　そそくさと背を向けて毛布をかぶったのは、これ以上彼の反応を知るのが怖かったからだ。名前を呼ぶ声が聞こえた気はしたけれど、寝たふりをしてごまかそうとする。

　シーツの衣きぬ擦ずれが聞こえ、和孝さんがこちらを振り返る気配を感じた。思わず身を縮こまらせると、一瞬だけ肩に触れた手が離れていく。

　触れていてほしくて咄とっ嗟さに振り返ると、ちょうど和孝さんが再び背を向けたところだった。

　このすれ違いが、私たちの関係を如実に表しているようで切なくなる。

　悲しいことに、腕にはまだ和孝さんの感触があった。

　私も彼に――好きな人に抱きしめてもらいたいのに、望んでも叶わない距離がある。

　表面上はうまくいっている夫婦を装っても、ここに恋愛感情はないのだ。

　多くは望まないから、せめて普通の夫婦になって彼と一生を生きていきたい。

　やわらかなシーツを握りしめて目を閉じる。

　なぜ、和孝さんは私との結婚を受け入れたのだろう。

　夫となった人の気持ちは、結婚して三カ月が経たった今でもわからない。

　夜は相変わらず寒かった。










もどかしいデート




　その日も私は仕事に勤しんでいた。

　式場に飾るブーケの手配をしに、提携しているフラワーショップへと足を進める。

　駅へ向かう大通りの途中にあるそのフラワーショップでは、時々店主自身もブーケを作るなど協力してくれている。

「お世話になっております。ＭＡＲＲＹの皆崎です」

　店内に入り、奥へ向かって声をかけると、五秒も経たないうちに朗らかな笑みを浮かべた女性が顔を出した。店主の矢や坂さか絵え美みさんだ。

「ああ！　誰かと思っちゃった。もっちーさん、お疲れ様です」

「もうもっちーじゃないですよ？　結婚しちゃいましたから」

「私の中でもっちーさんはもっちーさんなの」

　ほんわかした空気に私まで飲み込まれそうになる。

　絵美さんのこの独特な空気感のおかげで、いつもここに来ると癒やされた。私とそう年齢が変わらないと聞いているけれど、どんな人生を送ればこの穏やかさを手に入れられるのか不思議でならない。

「あれ、また新しいお花が入荷したんですね」

「プロテアって言うの。なかなか店舗で取り扱いづらい花でね。でも、ドライフラワーなんかにすると綺麗なのよ」

「へえ……。素敵です。こんな花があるんですね」

「もっちーさんの結婚式で必要になったら、たくさん揃えてあげる」

「いえ、結婚はもうしてしまったので。式の予定は未定ですけどね」

　和孝さんと私は結婚式をしていない。

　うまくふたりの予定が合わなかったというのが一番大きかった。

　私は別のスタッフの補佐として本来ひとりにつきひと組のご夫婦を担当するところをふた組対応することになっており、和孝さんは和孝さんで副社長としての仕事が忙しかった。現社長のお義父さんが引退を考えていることもあって、これまで以上にやることが多いらしい。

「私が言ってるのは、もっちーさんの理想をいっぱい詰め込んだ式のこと。前に話してたでしょ？」

「ああ、なるほど」

　絵美さんの言う『理想の結婚式』というのは、誰かのための最高の結婚式ではなく、正真正銘自分のための、大好きなアンティークを存分に味わえるような結婚式だ。

　全力で趣味に走っているため、まず、そういった個性を尖とがらせた式に抵抗のない相手と結婚しなければならないこと、そして願望ゆえに予算度外視で考えていることから、現実的ではない。でも、考えるだけでわくわくして、結婚式への夢がふくらむ。

「あ、でもクラシカルな式にするなら、カスミソウや白バラがいいかしら。大きな白ユリでもいいかもしれないわね。でももっちーさんにはジャスミンもいいかも。いい匂いもするし」

「アンティークアジサイだと扱いづらいですか？」

「ううん、大丈夫よ。そっか、クラシカルっていうよりはアンティークな雰囲気がいいんだっけ」

「そうなんです。――あ、先に用事をお伝えしますね」

　会社から持ってきた資料には発注したい花の種類が書いてあった。今回はフラワースタンドを希望したご夫婦もいるため、かなりの量になっている。

「うん。……うん、わかった。見積書を作るわね」

「はい、お願いします」

「せっかくなら奥でお茶にしましょ」

　他に客がいないからか、絵美さんは私を手招きする。

　彼女がこうして美味しいお茶をご馳ち走そうしてくれるから、ＭＡＲＲＹに勤めている人間は率先してここに来たがるのだ。

　店の奥の部屋にはドアがついていない。客が来た時にすぐわかるようにするためだろう。

　水場が近いために一段高くなっており、室内もこぢんまりとしていた。真ん中にはテーブルがひとつ。なぜか畳というちょっと変わったスペースだ。

「さっきの発注書を見たけど」

　絵美さんがお茶を淹れながら言う。

「もっちーさん好みの式をすることになりそうね。それこそ理想の式みたいな」

「わかりますか？」

「このお仕事も長いもの」

　ふわりとお茶の甘い香りが漂い、意識がそちらに向く。

　絵美さん自家製のお茶は花を加工して作られたもので、ハーブティーに近い。複数のハーブと花と、季節によって乾燥したイチゴやオレンジが含まれたこのお茶は、店頭でも数量限定で売られている。

「いいわね、理想の式があるなんて。いつも羨ましくなっちゃう」

「あくまで理想ですよ。予算なんかまったく考えない、好きなものだけ詰め込んだ式です」

「好きなものが、アンティーク？」

「はい」

　結婚式のインテリアに限った話ではなく、アンティーク風のものならどんなものでも好きだ。

　歴史を感じさせる格調高い雰囲気。古臭いとも言われがちな落ち着いた色合い。なかなかお値段が張ることもあって、本格的なものには手を出せない。必然的に購入するものは〝アンティーク風〟ばかりになるけれど、それでも常に財布との相談が必要だった。

　だからこそ、時々カタログを見ては自分の理想はなにかを考える。

　随分前からあれこれと考えているのは結婚式だった。

「別に本気でやるつもりはないんです。想像するのが楽しいというか」

「そうなの？　もったいない」

「考えているだけでストレス発散になるんです。悩んでることも忘れられますし」

　特にお風呂に入っている時にイメージすることが多く、頭の中で完璧な式場にアンティークのインテリアを並べてはいい気分になっている。

「そんなに好きなんだ？」

「時々アンティーク市に行ったりもしますよ」

　情報収集のため、専用のＳＮＳアカウントも作ってあった。アンティーク全般の情報を流す公式アカウントのみと繋がっているため、他人とのやり取りは一切ない。私自身も誰かとの会話ツールとして使うのではなく、自分の好きなものを載せて満足するために使用している。備忘録と呼ぶのが近いかもしれない。

　ただ、最近はまったく更新をしていなかった。私自身の結婚や仕事での目まぐるしい忙しさで、投稿する余裕がなかったためだ。

「あれ？　アンティーク市って、この間誰かに聞いた気がする」

　その時に聞いた話を絵美さんが聞かせてくれる。どうやらＭＡＲＲＹのフラワーコーディネーターが話した内容を覚えていたらしい。

「もっちーさんも月末に行くのかなって言ってたの」

「え？　月末？」

　今日はもう最終週になる。イベントが行われるのは明後日の土曜からだろう。

「もしかして知らなかった？」

「はい、すっかり……」

　ＳＮＳから離れていたせいで、まったく情報を追えていなかった。絵美さんが教えてくれたおかげで、イベントが終わってから知る羽目にならずに済んだ。

「これで今週末の予定が決まりそうです」

「いい花瓶があったらおみやげにしてね」

「わかりました。アンティークなのでお値段は張ると思いますけど」

　イベントには本格的なものから、あくまで雰囲気を楽しむためのお手頃なものまで様々なアンティークが揃っている。

　花瓶も探せばあるだろうと知りながら、敢えて絵美さんに言うと、にっこりと微笑みかけられる。

「んー……そこはプレゼントで」

「じゃあ、いつかお誕生日にでも」

　私も笑って答えると、絵美さんはうれしそうに頷いてくれた。

　そんなふうに話しながらお茶を口に運び、ふと思い出す。

　結婚してから休みの日に予定を入れるのは、今回が初めてかもしれない。普段仕事かなにかで外出するとはいえ、和孝さんにも出かける旨をひと言伝えておいた方がよさそうだ。

　それとも、と淡い期待を抱く。

　次の週末に和孝さんを誘ってみるのだ。一緒にアンティーク市を見にいってみないか、と。

　頭の中には以前、真里に言われた言葉が残っていた。

　――向こうから動いてもらうことを考えないで、あんたが頑張ってみたら？

　真里が想定していたお誘いは、こんな学生デートのような内容ではない。でも、だからこそ私にもちゃんと誘えるような気がする。

　自分でハードルを下げつつ、今度はどう誘えばいいかを考えた。




　その夜、さっそく私は話を切り出すことにした。

　夕飯をテーブルに並べて席に着くと、お茶とグラスを持ってきてくれた和孝さんも向かい側に座った。

　少しの緊張を胸に、逸はやる気持ちを抑えて口を開く。

「土曜日に出かけてこようと思うの」

　特になにもなければ私の休みは一般的な休日と同じ土日になる。ただ、どうしても結婚式の打ち合わせは土日に行われることが多い。そういう時は事前に別の日へ休日を振り替えていた。

「土曜？　明後日か？」

「うん」

　いただきます、と同時に手を合わせて食事を始める。今日のおかずは魚の煮付けときんぴらごぼうだった。

「珍しいな。友達と？」

　聞かれるかもしれない質問だとは思っていたし、それに対してどう答えるかも事前に用意していた。それなのに一気に緊張が高まり、心臓が早鐘を打ち始める。

「ううん、ひとり。和孝さんはその日、暇？」

　自分の鼓動がうるさくて返事が聞こえないのではと不安になる。

　和孝さんが考える時間は一瞬だったのに、一時間も経ったように思えてしまった。

「悪い。その日は予定があるんだ」

　和孝さんは少し申し訳なさそうにしながら、望んでいなかった答えを口にした。

　期待していた分、落胆する気持ちが大きくて切なくなる。

　持っていた箸を取り落としそうになり、指に力を入れてこらえる。すぐに声を出すのが難しくて、ゆっくりと深呼吸した。

「急な話だもんね」

「ごめん」

「ううん、私も……ごめんなさい」

　こんな結果なら、なけなしの勇気なんて最初から振り絞らない方がよかったのかもしれない。これをきっかけに付き合い方を変えていきたかったのもあり、残念すぎて向き合っている和孝さんの顔を見ることができなくなった。

　結婚前のようにＳＮＳをチェックしていれば、彼の予定が入る前に誘えただろうと思うと、自分のミスに舌打ちしたくなる。

「でも、あれだな。ひとりで行くことになるんだろ」

「そうだね。だけど危ない場所じゃないから」

「どこへ行くつもりか聞いてもいい？」

　また気を遣われている、と思った。

　妻が休日に出かける先を気にするのは、夫として当然だ。それをわざわざ「聞いてもいいか」とワンクッション挟んでくれることをうれしく思う気持ちはある。

　けれど、それが逆に和孝さんとの間に引かれた線を強調させるようでもあった。

「都内でアンティーク市っていうのがあって」

「え？」

「説明が難しいんだけど……アンティークの家具とか、雑貨がいろいろ……」

　声がだんだん小さくなっていって、自分でもなにを言うべきかわからなくなる。

　たったひと言、アンティークやアンティーク風のインテリアが好きなんだと伝えれば話は早いのに、その言葉は喉の奥に引っかかって出てこない。

　学生時代の元恋人たちは、私の趣味を地味だと否定した。メジャーな趣味でないことはわかっていたけれど、想像以上にバカにされて衝撃を受けたのを覚えている。

　そんな経験があるから、和孝さんの反応が気になってしまった。

　――もし、彼にも微妙な趣味だと思われたらどうしよう？

　考えた末、絵美さんを絡めて話すことにした。

「お世話になっているフラワーショップのスタッフさんが教えてくれたんだ。おもしろそうだと思って」

　最近出かけていなかったから。デートをしてみたかったから。自分の趣味を知ってほしかったから。楽しさを共有したかったから。それが私の好きなことだから。

　おとなしい自分でいようと思っていなければ、いくつも理由を付け加えていた。

　だけど、これを言ってしまったら、今日まで彼の前で作っていた自分のイメージが崩れる。クールっぽく落ち着いたところがいいと思っていたのに、好きなものになるとそんなにもはしゃぐのかと呆れられたらつらい。

　和孝さんと一緒には行けなくても、せめて普段より長く続いている会話を伸ばしたいと願いながら反応を待っていると、予想外の返答があった。

「それなら一緒に行けるな」

「えっ？」

　頭の中で準備していた答えが全部無駄になり、思考が停止する。

「一緒に？　行ける？」

「出かけようと思ってたところがそこだったんだよ」

　そんな偶然があるのだろうかと、一度萎しぼんだ気持ちが再び期待にふくらむ。

「じゃあ、その日は……」

「うん、一緒に行こう」

　その場で叫び出さなかったのは、私が彼の前で本来の自分を出すまいと決めているからだ。本当はガッツポーズでも決めながら、飛んで跳ねて喜びの舞でも踊りたい。

　頭の中でパーティーを開き始めたもうひとりの自分を押さえつけ、なぜ和孝さんもそこへ行こうとしたのかを推測する。

　アンティーク市には雑貨以外に家具がある。そして和孝さんは大手家具屋の副社長だ。となると理由はひとつしかないだろう。

「仕事で行く予定だったの？」

「ああ、うん。そんな感じかな」

「それなら邪魔にならないようにするね」

　いつも気遣ってくれる彼を思って言ったつもりが、なんとなく嫌味に聞こえたかもしれないと不安になる。

　すぐに言い直すのも余計に意識しているようでためらっていると、和孝さんは気にした様子なく話を続けた。

「紗枝さんは知り合いに勧められたから、だっけ」

「うん」

　頷きながら、頭をフル回転させる。

　彼が仕事で行くなら、好きだから行きたいとはますます言いづらくなる。趣味の人間と仕事の人間では、見たいものも行動の仕方も変わってくるからだ。

　そうなるとどちらかが相手に合わせることになるが、どんなに私が遠慮しようと、間違いなく和孝さんが気を遣うだろう。

　それならば最初から、あくまでおもしろそうだから見てみたい程度の熱量に抑えておくべきだ。その方が彼も気を遣わず自分の仕事に専念できる。

　自分の方針を定め、そこまで興味はありませんよ、という表情を作ってみる。

「特に見たいものがあるわけじゃないんだけどね。予定もないし、そういうイベントって気分転換になるでしょ」

　先ほどと同じく、妙に嫌味っぽい言い方に思えてしまう。

　仕事として携わっている和孝さんを悪く言いたいわけではないのだと、どうにかして伝えたい気持ちはあったけれど、彼は少し笑っただけだった。

「俺に付き合わせるようで申し訳ないな」

　違う！とテーブルに手をついて否定した――つもりになった。

　それをしない代わりに、なるべく早口にならないよう、すぐフォローを入れる。

「大丈夫だよ。普段どういうふうに仕事をしているか、興味もあったし……」

「え、そうだったのか」

　和孝さんが目を丸くして言う。なにに対して驚いているのかさっぱりわからず、自分の言葉を振り返った。

　仕事に興味があるというのはおかしかっただろうか。仕事に限らず、和孝さんについてならどんなことでも興味を惹かれるのだが。

　次の週末の目的地が一緒で、しかもふたりで行くかもしれないという怒涛の展開にもともとパンク気味だった頭が、ここにきて完全にフリーズする。

　彼に嫌われたくないなら余計なことを言わなければいい。つまり、口を閉ざしておけばいいのだ。

　話したくないわけではないですよ、という気持ちを込めて口元に笑みを作っておく。

　沈黙の後、和孝さんは困惑を顔に浮かべながら言った。

「まあ……とりあえず、土曜はよろしく」

「こちらこそよろしくね」

　当日は、どんなに楽しくてもはしゃがないようにしなければならない。以前アンティーク市に行った時のように、ブースの人間に話しかけるのもやめておく。

　仕事に勤しむ和孝さんの邪魔にならないよう、彼の後ろをついて歩けば「落ち着いたデートをできる人なんだな」と思われて、次のデートを彼の方から誘ってくれる展開になるかもしれない。

　少しでも彼に好かれるために私ができるのは、嫌われないための努力だった。

　いつも通りの気まずい沈黙に包まれた食卓で、これまでとは違う気持ちを胸にそっと祈る。

　――これが普通の夫婦になるための第一歩になりますように。




　そして土曜日がやって来た。

　出かけるのにぴったりな快晴は、ただでさえ弾んでいた私の心をますます興奮させたけれど、そんな自分の気持ちを今日も押し殺す。

　会場に着いても、受付でチケットを購入しても、私は徹底的におとなしくしていた。

　でも今の心の中の声を口に出すとしたら「わー、わー、すごいすごい！」である。

　数万を超える来場者を誇るイベントというだけあって、会場もかなり広い。既にかなりの人間が中へ入っており、その流れに背中を押される形で私たちも足を進める。

「今回は多いな」

　隣にいた和孝さんが呟つぶやく。

「前回も来たの？」

「うん」

　頷いただけの彼ともっと話を続けたくて、だけどそれを抑えなければならないとわかっていたから、心の中だけで答えておく。

　――私も行ったよ！　西棟でやってたミニオークションはすごかったよね！　貯金に余裕があったら参加してたけど、さすがに個人には厳しい値段ばっかりで……。でも、こういうのは目の保養になるから大好き！

　ここまでひと息だ。本当に声に出していたら、間違いなく引かれる。

　自分を振り返り、思っているよりもおしゃべりなのかもしれないと考える。そしてそんなことを頭の中でやっているから、今日もまた和孝さんとの会話が続かない。

　明らかに仕事をしているとわかる時以外は、それなりに話しかけた方がいいのだろうか。悩んでいると、和孝さんの方から話しかけてきた。

「向こうから見てもいいかな」

「あ、うん」

　和孝さんが示したのは、大型家具の多いエリアだった。

　会場は東と西に分かれていて、そこからさらに細かくエリア分けされている。企業の出店もあれば、個人の店もあった。その中から家具や雑貨、アクセサリーに区分けされる。

　前回あったミニオークションのようなイベントは、主に西棟で行われる。他には個人でもできるアンティーク品の手入れ方法や、修復方法、アンティーク風雑貨の制作方法を教えるエリアがあった。

　大型家具を主に置いたエリアは、企業の出店が最も多い。おそらく和孝さんは同業他社の動向を確認したり、どういった家具に客が興味を惹かれているかを見たりするつもりなのだ。

　副社長自らこういったイベントに出向いてリサーチするのは、どちらかというと珍しい気がする。和孝さんの普段の気遣いや真面目な言動を見ていると、彼ならばやりそうだと納得する気持ちはあったけれど。

　人混みを抜けて目的のエリアへ移動する。

　前回見た時よりも、企業の出店が増えているようだった。ずらりと並んだ魅力的な家具の数々に目を奪われる。

　右を見ればかわいすぎる鏡台が、左を見れば思わずため息が出るほど美しい精巧な作りのテーブルがある。あのテーブルにグリーンの花瓶を置いて、絵美さんに見繕ってもらった花を飾ったらさぞ素敵だろう。

　ジッとしなければと思うのに、ついつい目があちこちを向いた。気を付けなければふらふらと好みの品に吸い寄せられる。

　足を止めそうになっては正気に戻り、また和孝さんの後をついていくと見せかけて、置かれた家具から目が離せなくなるというのを繰り返した。

　どう見ても挙動不審になっている自覚がある。気付かれていないだろうかと和孝さんを見上げたつもりが、隣にいたのは見知らぬ男性だった。

　ぎょっとして本来いるべき彼の姿を探すと、いつの間に離れていたのか、少し先にいた。難しい顔で濃い色合いの衣装棚の前に立っている。

　まるで吟味するかのような真剣な表情にときめいて胸が疼いた。

　邪魔にならないようそっと隣に立ち、さっきよりも近い位置で素敵な横顔を観察させてもらう。彼は私が隣で見とれていることにも気付かないまま、しばらくその場に立ち尽くしていた。

　やがてハッと思い出したように私へ目を向ける。

「悪い。つい……」

「大丈夫だよ」

　まったく悪いことをされていないどころか、しばらく思い出してにっこりできる最高の横顔を見せてくれてありがとうと言いたいくらいだ。

「紗枝さんがいることを忘れてるわけじゃないんだ」

「気にしないで。仕事なのに無理についてきたのは私だし」

　それでも和孝さんは申し訳なさそうにしていた。

　彼が私を忘れて仕事に集中するのは、別におかしなことではない。

　もしかしたらここで仕入れを行うのかもしれないし、企業とやり取りをしてのちの仕事に繋げるかもしれない。

　ミナサキ家具がアンティーク調の家具を取り扱うようになるなら、私だってうれしい。また実家に新しい家具を揃えたくなる。

　結婚するまではひとり暮らしの家に並べていた家具たちは、今、実家にすべて送りつけてある。最初は呆れていた両親も、使える家具が増えたからいいかともう文句を言わない。

　聞いても大丈夫か少し不安に思いつつ、和孝さんの力になりたい気持ちもあって尋ねてみる。

「どういうものを探してるの？」

「特にこれといったものは決めてない。その場で目に付いたものを見る感じだな」

「そういうものなんだ？」

　よくわからないけれど、画商のようなものだろうかと思った。展示されている絵を見てよさそうなものを目利きするあの感じを、今の和孝さんからも受ける。

　彼はその後も定期的に立ち止まり、ブースの人間に話しかけるわけでも、私に声をかけるわけでもなく、ジッと家具を観察して回った。

　私はというと、家具の隣に並んだ雑貨をゆっくり見たい気持ちを押し隠し、和孝さんの後をおとなしくついていった。

　会場に着いてから一時間ほど経過した頃、和孝さんは時計を確認して来た道を振り返る。

「そろそろ帰るか」

　さっと全身の血の気が引いたように感じられたのは、もう終わりなのかという絶望のせいだ。まだ私のアンティーク欲は百万分の一も満たされていない。

「もう帰るの？」

　押し殺してきた気持ちが多すぎたせいで、こらえ切れなかった本音があふれてしまう。

「結構長くいたし、いい加減飽きただろ？」

　彼はまた申し訳なさそうにしていた。眉尻を下げ、私を気遣うように見つめている。

　でも、こちらから言わせてもらうと、飽きるまでにはあと十時間ほど必要だった。たった一時間では見たうちに入らない。

　和孝さんの表情と発言から察するに、どうも気を遣ってくれているようだ。

「和孝さんは仕事で来てるんだから、私のことは気にしなくていいよ。いろいろなものを見るのは楽しいから」

　私が見ているのは家具と雑貨と、そして和孝さんである。深く思案する横顔はアンティークと同じくらい何時間でも見られそうだった。

　一応、見つめすぎて気味が悪いと思われかねないことから、なるべく盗み見るようにしている。

「別に無理しなくていい」

　その言葉が胸に刺さる。私と和孝さんの結婚に明確な線を引いた、あの夜のひと言と同じだった。

　嫌味でもなんでもなく、純粋に私を気遣って言ってくれているとわかっていても、じくじくと傷が広がっていく。

「無理なんて……してないよ」

「でも、疲れただろ」

「ううん、まだ大丈夫。本当に大丈夫だから」

　見上げた先で和孝さんは困った顔をしていた。それがまた、いたたまれない思いにさせてくる。

「せっかく来たんだし、西棟も見てみたい」

「そこまで言うなら……行こうか？」

「うん」

　ホッとすると同時に、わがままを言ったかもしれないと不安が込み上げる。西棟に向かって歩き出した和孝さんの横顔が渋く、戸惑いのようなものを感じたからだ。

　素直に彼の言葉を受け入れて、ここで終わりにした方がよかったのだろうか。

　それが今の結婚生活と重なっているような気がして切なくなる。

　和孝さんが結婚生活を続けていきたいと思ってくれるよう、本当の自分を押し殺して過ごしていた。これからもそのつもりだったのに、今、私は彼に望まない希望を押し通したのではないだろうか。

　もう少し好きなものを見たい。和孝さんと一緒に。

　そんな子どもじみた自分本位なところも、かつての恋人たちに嫌がられる原因だったというのに、彼との時間が楽しくて、うれしくて、すっかり抜け落ちていた。

　五分前まで楽しかった気持ちが失態のせいでしゅんと萎む。

　今度こそ気を付けなければと心に誓い、和孝さんの後に続いて西棟へ向かった。

　西棟は東棟に比べて賑にぎやかだった。カランとベルのようなものが鳴り響いて、その直後にわっと人の声が続く。

「すごい盛り上がりようだな。見にいってもいい？」

「うん」

　毎回聞いてくれることをうれしく思いながら、声のする方へ歩き出す。

　端のエリアはここだけでひとつの会場のようになっていた。四方を高い壁で囲み、雰囲気を出すためか暗幕がかけられている。

　人の出入りは自由に行われているようで、私たちも中へと入る。

　前方はステージになっていて、まるで劇場のようだった。それを客席から見る形になっている。既に客席部分は埋まっており、私たちも含めて何人も立ち見している人がいた。

「では、次の作品に移ります」

　ステージの奥から暗幕をめくって現れたのは、いかにも職人気質といった雰囲気の初老の男性だった。続いて台座にのせて運ばれてきたものを見て、思わず声が出そうになる。

　なんてかわいいのだろう。

　それは手のひらより少し大きいサイズの箱だった。

　離れていても、くすんだ金で彩られた細かな装飾が目を惹く。

「こちらはオルゴールになります。制作者はこちらの――」

　作品の説明は司会者と制作者の男性の両方からされた。ここにはアンティークそのものだけでなく、アンティーク風の個人制作物もあり、彼の作品は後者のようだ。

　もう言われなくてもわかる。ここはミニオークション会場だ。

「すごいな。アンティーク風どころか、本当に過去から持ってきたような作品だ」

「うん、すごいね」

　本当はいろいろ言いたいけれど、当たり障りない返答をする。

　このオークションでは、毎イベント参加するような人気の制作者も登場する。その時は会場も爆発的な盛り上がりを見せ、最初に提示された金額の二十倍を軽く超えて競り落とされたこともあった。

　また、個人制作物はもちろん、純粋なアンティーク品も流れる。集まったコレクターたちはその瞬間を今か今かと待ちわびており、いざ現れると目の色を変えて金額を吊つり上げるのだ。

　今回のオルゴールは提示された金額の三倍の値段で落ち着いた。私でもギリギリ手を出せそうな値段だったことに唇を噛む。

　ひとりで来ていたら、後先考えずに参加していた可能性がある。

「紗枝さんはああいうの、好き？」

「うん。オルゴールって綺麗だよね」

「買えばよかったかな」

　残念そうに言うのが聞こえて、ギュッと心臓を鷲わし掴づかみにされる。

　私が好きだと言ったものを、買えばよかったと思ってくれた。その気持ちだけで今日、ここに来た甲か斐いがあったというものだ。

　まだなにをしたわけでもないけれど、これは普通の夫婦としてかなりいいやり取りではないだろうか。

　愛のない結婚だとしても、嫌われてはいない。少なくとも好みだとするものを贈ってもいいと思ってもらえる程度の好意は抱かれている。

　また始まったオークションを見つめる和孝さんから目が離せない。

　とりあえずは妻として横にいられることがうれしかった。

「ああいう食器棚は？　好きか？」

　オルゴールの時と同じように質問されて頷く。

「素敵だね。でも、家で使うのは怖いかも。汚したり傷付けたりしそうで」

「それもそうだな。飾るにはいいけど、実用的じゃないか」

　食器棚はあっさり落札された。手に入れた女性が満面の笑みを浮かべて、出品者と握手をしている。

「これも仕事に生かすの？」

「そうなったらいいな」

　そんな話をしながらいくつものオークションを見送る。

　会話はいつもと違って途切れずに続いていた。この調子なら、家であの気まずい沈黙を味わわずに済みそうだ。

　だんだん初期に提示される金額が上がっていくと、ちらほら席を立つ人が増え始めた。ここから先はよほどの富豪か、一点狙いでクレジットカードを握りしめている人かでなければ、手を出せない値段になる。

　こうなると十万や二十万は平気で動く。いつも私はこれ以降も見学を続けていた。目の保養になるからだ。

「そろそろ行こうか。他の人も出ていくみたいだし」

「あ……うん、そうだね」

　この先は主にアクセサリーがオークションの品として並ぶ。家具を見たい和孝さんにとっては、興味のない時間になるだろう。もう少し見たい気持ちはあったものの、この辺りが潮時だ。

　外へ出ていく人たちに合わせ、私たちも出ようとする。たまたまそのタイミングで人が集中したらしく、一気に出入口が混雑した。

「っ……」

　人と人とに挟まれて押し潰されそうになる。

　――顔がぺちゃんこになったらどうするの！

　運の悪いことに、私を両隣から押しているのは体格のいい男性だった。前方にいるはずの和孝さんが見えなくなっていく。

　顔だけでなく身体も挟まれ、きつく押し込まれて目に涙が滲む。痛いし苦しいし動けないしで必死に前に向かって手を伸ばした。

　――助けて、和孝さん……。

　身体がちぎれそうだと唇を噛んだその時、手を前から力強く引っ張られた。

「あっ」

　滑るように人の間を抜け、今度は別の人に勢いよくぶつかる。

「ごめんなさ――」

「平気？」

　私を人のいないところまで引っ張り出してくれたのは和孝さんだった。

　しかも今、私はその腕の中にいる。

「あ……え、と」

　どう見ても抱きしめられている体勢だ。そう意識した瞬間、さっきは挟まれて痛かった頬が急速に火照り出した。

「あんまり平気じゃなさそうだな。赤くなってる」

　覗き込んできた和孝さんの手が、私の顔を気遣うように触る。

　今の気持ちを口に出すなら「うわああああ！」だ。心臓が止まりそうというよりも、既に止まっている。そのぐらい、頭が真っ白でなにも考えられない。

　そんな私を現実に引き留めているのは、皮肉にもこんなに胸を高鳴らせる原因の和孝さんの手だった。

　擦こすれた頬を指がくすぐるようになで、やわらかさを確かめるように軽くつまむ。かと思えば、手のひらで両頬を包み込まれた。

　完全に硬直する私を見つめたまま、彼は私の頬に自分の熱を分け与える。もっとも、和孝さんの大きな手のひらから温もりをもらわなくても、とっくに熱くなっていたけれど。

「そ――そんなに赤い、ですか」

　すすす、と和孝さんの手から逃れるように後ずさる。私の中のキャパシティがいっぱいいっぱいだったこともあって、敬語になってしまった。

「うん、赤い。鼻も赤くなってるのは俺のせいかな。悪い、強く引っ張りすぎた」

「大丈夫です、大丈夫……」

　もはや自分がなにを返答しているかまで気が回らない。

「手は？　そっちも掴まれて痛かったとか」

「ううん……」

「遠慮なく言っていいんだからな？」

「うん、ありがとう。ごめんね」

　今の私に言えるのはそれが精いっぱいだった。

　身を引いて、和孝さんの手を感じないところまで逃げようとする。

　深呼吸するも和孝さんに触れられた場所がもとの温度を取り戻す様子はなかった。それどころか、自分の手で同じところをなぞっただけで、先ほどの感触を思い出し、また顔が熱くなる。

「なれなれしかったな、ごめん」

「えっ」

「あのままだと本当に潰されそうだったから……。もうしないよ」

　予想もしていない反応に、今度は違う意味で混乱する。

　なにやら誤解が生じているらしいが、どうして助けてくれた和孝さんが申し訳なさそうにしているのかわからず、返答に困ってしまう。

「別に、あの、気にしてないけど」

　慌てて言った声は、ここへ来る際に聞こえたカランというベルの音に紛れてしまった。また新しいオークションが始まったらしく、背後でわあっと声がする。

「和孝さん」

「今度こそ帰ろうか」

　もう一度、ちゃんと誤解を訂正しようとしたタイミングで和孝さんも口を開いた。

　そのひと言が私の声を封じる。

　言わなくていいよという意味なのか、それとも偶然かぶっただけなのか。和孝さんの性格を考えると、前者の考えを捨てきれない。

　また気を遣わせたのだろうか。触れられて馴れ馴れしいと思うはずがない。むしろ、初めてそうして触れてくれたことをうれしく思ったぐらいだったというのに。

　今もまだ、思い出して胸が騒ぐ。

「私、本当に気にしてないよ」

「うん、ありがとう」

　和孝さんはそう言ってくれたけれど、どこまで私の本心として受け取ってくれたのかは疑問だった。




　帰宅してからの雰囲気は、お世辞にもいいものだと言えなかった。

　ふたりきりのリビングには重い空気が漂っている。

　彼が自室に向かわないだけ関係が改善していると考えようとして、ポジティブすぎる自分に呆れた。

　今更、外出先でのやり取りは誤解だったのだと言ったところで遅いだろうか。

　和孝さんが誤解してしまった原因は、おそらく私が彼の手から逃げたせいだ。

　あれは純粋に恥ずかしくなって距離を取っただけで、他意はまったくない。でも見方によっては触れられるのが嫌で拒絶したようにも思える。

　その後、自分の頬を触ったのもよくなかったのかもしれなかった。触れてもらえたのがうれしかったから感触を確かめていただけだったけれど、手が触れた場所を拭っているだとか、そういう見方をすることもできなくはない。

　ポジティブな自分に呆れた反動か、ネガティブなことが頭に浮かんでは消える。

　気遣ってくれた和孝さんへの答えも悪かったかもしれない。「大丈夫」「気にしないで」という言葉は便利な分、線を引かれたようにも感じられる。

　どこから、なにが失敗だったのか。

　大変なことでも「大丈夫だよ」と言えるような余裕のある妻なら、少なくとも和孝さんからの印象は下がらないと思っていた。

　――これまでの生活もあるし、これで離婚を決意されたらどうしよう。

　ついたため息は思いがけず大きく響いた。

　しまったと思った時には、こちらを見た和孝さんと目が合う。

　彼はひどくショックを受けたように悲しげな顔をしていた。

「ちょっと外に出てくるよ。先に寝てていいから」

「ま、待って。今のは……」

　止める間もなく和孝さんは家を出ていってしまった。

　どう考えても今のは誤解されている。

　違うと言いたくてももう本人はここにおらず、頭を抱えてもどうにもならない。完全なやらかしだった。

　ソファの上で膝を抱え、せめてメッセージでも送ろうかとスマホの画面を見つめる。

　一応、夫婦として和孝さんと連絡先は交換していた。帰宅時間が遅れるといった内容の連絡ぐらいでしかやり取りをしたことはないけれど。

　――【誤解させてごめんなさい】……ううん、これだと『こっちにその気はないのに、なんで誤解したの？』って嫌味に聞こえるかな？　それとも考えすぎ？

　文章を打ち込んでは消し、消しては打ち込む。

　刻々と時間だけが過ぎていった。

　何十回目かの文章を打ち込んでから消した時、持っていたスマホが突然鳴った。

「ふあっ」

　驚いて落としかけたスマホを慌てて拾うと、通知が届いていた。

　もしかして和孝さんからだろうかと思ったけれど、残念ながら登録しているＳＮＳアカウントからのパスワード変更を勧めるメッセージだった。なにもこんなタイミングで来なくてもいいだろう。

　苦笑いしながら、通知を消すためにメッセージ画面を開く。行き詰まっていたこともあり、そのままＳＮＳも開いた。

　自分が過去に投稿したものを適当に見ると、最新のものは三カ月以上前になっていた。フリーマーケットで見つけたアンティーク風の雑貨を喜ぶ内容だ。

　この時の私は、まさか自分が結婚するなんて思ってもいなかった。ましてや、うまくいかない〝すれ違い婚〟だとは。

　複雑な気持ちになりながら、自身の投稿を流し見て少しでも気分を変えようとする。誤解を解く手段も思いつかず、最終的には今日の出来事を投稿して切り替えようとした。

【今回の企業エリアは、前回より大きな家具が多かった気がする。もう少し小物じゃないと手を出しづらいけど、あれだけ並んでると圧巻】

【オークションは相変わらずすごかった。あのオルゴール、もし自分が落札していたら毎日鳴らしてるだろうな】

【何回目の参加になったか覚えてないけど、来るたびに来場者数が増えているような。この調子でもっとアンティークのよさが広まるといい】

　和孝さんへのメッセージの文言は思いつかないのに、ＳＮＳへの投稿内容はするすると出てくる自分に呆れる。

　何度か和孝さんとのことを書こうとしたけれど、結局やめてしまった。

　人と繋がっていないとはいえ、誰からも見られない状態にしているわけではない。そんな状態であまりプライベートなことをさらすのは抵抗がある。

　かといって、完全に自分しか見られないようにするつもりはなかった。

　誰かが見ているかもしれないし、見ていないかもしれない。そんな空気感が好きで、こつこつ投稿していたからだ。

　最後に会場の入口でこっそり撮ったイベントポスターの写真を載せ、ＳＮＳを閉じる。

　そこそこの時間を使ったにもかかわらず、和孝さんに送るメッセージの文面は出てこないままだった。










ぴったりな相談相手




「お疲れ様ですー」

　後日、私は絵美さんのフラワーショップを訪れていた。もちろん今日も仕事である。

「また発注書を届けに来たので、確認してもらってもいいですか？」

「はーい」

　なにかの枝らしきものを両手いっぱいに抱えた絵美さんがやってくる。それをどさりとレジの真横に置いてから、こちらに向けて手招きした。

「もっちーさんのこと、待ってたの」

「え？　なにかあったんですか？」

「なんにもないけど、あったの」

　不思議な言い回しに首を傾かしげつつ、誘いに乗っていつもの部屋へお邪魔させてもらう。

　今日は部屋も店も独特な香りがした。

　いつもと違うことと言えば、先ほど運んでいた大量の枝くらいだから、あれがなにか関係しているのかもしれない。

「はい、今日のお茶」

「いただきます」

　淹れたてのお茶を味わうと、以前飲んだものより薬に近い味がした。草の匂いも強い。また新しいブレンドを試したのだろう。

　タイミングによっては、こんなふうに新作の実験台にされることがある。それを知っていたから、素直に感想を述べておくことにした。

「このお茶、なんだか葉っぱの香りが強いですね。薬っぽいというか」

「いろいろハーブの配分を変えてみたんだけど、やっぱり違う？」

「これはこれでいいと思いますが、私はいつものお茶の方が甘くて好きです」

「そっかぁ。もっちーさんは甘いのが好き、ね。覚えとくわ」

　もうひと口お茶を含む。いつもなら感じる果物の香りがなくて少し寂しいけれど、美味しいことに変わりはない。

　ほう、と息を吐いて目を閉じた。結婚生活がうまくいっていないことも、先日から続く和孝さんとの微妙な空気も、お茶の香りに集中していると考えずに済む。

　鼻に抜ける薬っぽさを堪能してから、本題に移る。

「さっき、私を待ってたって言ってましたよね。どうしたんですか？」

「ああ、うん。あのね。これ見て」

　絵美さんがエプロンのポケットからスマホを取り出す。なにやら操作してから差し出されたそこに、見慣れたＳＮＳの画面があった。

「このアカウントの人、もっちーさんと気が合いそうだなーって」

　それは知らない人のアカウントだった。

　見てみると、どうやらこの人も先日のアンティーク市に行っていたらしく、それに関する投稿がいくつか載っている。

　過去に投稿された他の内容も見る限り、確かに話が合いそうだ。

「どこで見つけたんですか？　この人、公式のアカウントとしか繋がってないみたいですけど」

「本当に偶然なの。木の名前で検索したらたまたま引っかかって。ほら、これ」

　指で示された画像とコメントは随分前のものだった。絵美さんが検索したらしい木の名前が、アンティーク棚の材料として挙げられている。

「最初はもっちーさんの裏アカでも見つけちゃったかと思ってわくわくしてたんだけど」

「……わくわくしないでくださいよ」

　にこやかになんてことを言うのだろう。でも、絵美さんは意外とそういう腹黒い一面がある。こういう姿を見せてくれるから、こちらも心を許してしまうのだ。

「だっておもしろいじゃない？　でもね、これを見て違うなって思ったの」

　再び絵美さんが画面をタップし、古びた鏡台の映った写真を示す。アカウントの主はその時間に鏡台と出会い、造形の素晴らしさに興奮していたようだ。文章自体は淡々としているのに、かなり熱のある長文になっている。

「この時間って、うちに来てたでしょ？　だからアリバイがあるのよ」

「アリバイって……犯罪者ですか、私は」

　絵美さんがくすくす笑う。自分で言ったことが気に入ったようだった。

「お友達になれそうな人を見つけたんだから許して？」

「私、ＳＮＳでの交流は求めてないですよ。こういうのって怖いじゃないですか」

　同性だと思って接していたら出会いが目的の異性だった。気を許して会ってみたら、やたらと高い絵を買わされそうになった。突然、身に覚えのない誹ひ謗ぼう中ちゅう傷しょうを受けた。個人情報を特定され、見知らぬ人々にばらまかれた。

　そんな話はインターネットが日常に馴な染じむにつれ、テレビや新聞で見かけるようになった。

「えー。じゃあ、私がＳＮＳを始めてもお友達になってくれないの？」

「その時に考えます。でも絵美さんなら顔も知っているし、ちゃんとＳＮＳでも友達として登録しますよ」

「本当？　約束ね。待ってて、賄賂を持ってくるから」

　先ほどのアリバイ発言といい、サスペンスドラマにでもはまっているのだろうか。

「賄賂……いつものお菓子ですよね」

「賄賂よ、賄賂」

　絵美さんはスマホを持ってお菓子を取りにいく。

　なにげないやり取りではあったけれど、私は彼女の狙い通りアカウントの人物に興味を惹かれていた。

　少し見ただけでもわかる、アンティークへの造詣の深さ。長文の投稿から感じる熱量と、好きだという強い思い。

　私と同じように公式のアカウントとしか繋がっておらず、純粋に自分の世界で楽しんでいるところも、親近感を覚えた。

　気にならないと言えば嘘になる。

　これまで身近にいなかった、私と同じ趣味を持つ人。いったいどんな人で、なぜアンティークを好きになるに至ったのだろう。

『サキ』さんというアカウントの主から、先日のアンティーク市の感想を聞いてみたくなった。




　その夜、私は偶然駅で真里と遭遇した。

　もともと近い場所で働いていることは知っていたけれど、こうして帰宅時間が噛み合うのは初めてのことである。

　帰りのラッシュに巻き込まれながらも、なんとか電車の中、並んで座る。

「真里は今日、残業なかったの？」

「課長に投げてきた。いい加減、私に押しつけるのはやめなさいって」

「苦労させられてるって言ってたね……」

　私と違い、真里はアパレル企業で営業職をしている。これまで恨みつらみを語っていた上司に、とうとう反撃したようだ。

「そっちは？　旦那さんとどうなのよ」

「現状維持。……よりはちょっとよくないかも」

「なによ、話しなさい」

　たとえ悪い方向でも変化があったのなら、聞きたがるのは当然だ。

　カリカリしている彼女へ失敗を話すことに抵抗を感じつつ、どうせいつか話すのだからと、デートの始まりから終わりまでをすべて話す。今は誤解を生んだせいでこじれ、ただでさえ少なかった会話がますます減っていることも。

　予想していた通り、聞き終えた真里は大袈裟に呆れてくれた。

「その流れからそうなる？　初デートで距離が縮まってハッピーエンドじゃないの？」

「現実はうまくいかないってことだね」

「バカ。いい加減うまくいきなさいよ」

　それを一番望んでいるのは、他でもない私だ。

　そう言ったところで、真里は「他人事みたいに言うんじゃない」と怒るに違いない。

「でもね、いいこともあったんだよ」

　つい声を弾ませると、彼女の顔がぱっと明るくなる。

「それよ、それ。そういうのを聞きたかったの。なに？」

「趣味が合いそうな人をＳＮＳで見つけたの」

「却下。私のときめきを返しなさい」

　白けたように鼻を鳴らされる。そんなに萎えなくてもいいではないか。

「ええ……？　なんでときめいたの……？」

「夫婦ののろけが聞けると思ったのよ」

「今の流れで？　ないない」

　首を横に振ると、わざとらしくため息をつかれた。

「あんたに期待したのが間違ってた」

　真里の苛立ちを表す様にガタンと電車が揺れる。

「で、どんな人？」

「サキさんって言うんだけど……この人」

　スマホを操作し、ＳＮＳの画面を見せる。

　真里は私が趣味用のアカウントを持っていることを知っていた。それが今見せたアカウントの投稿と似た内容であることも、もちろん知っている。

「ふーん。この人もアンティークバカなんだ」

「ちょっと。知らない人に失礼だよ。っていうかこの人〝も〟ってなに」

　私の突っ込みは黙殺された。

　真里は勝手にスマホをひったくると、そのアカウントの投稿を見始める。

「うわ。すごく細かいことまで書いてる」

「でしょ？　そこの装飾を気にかけるような人、私以外にいると思ってなかったの。それにその人が載せてる写真も見て。センスいいと思わない？」

「この世の中に変人がふたりもいるわけね。いいんじゃない？　友達になっちゃえば」

　にんまりと頬を緩めた真里が指を不自然に動かす。投稿を見るだけなら、そんなふうに操作しなくていいはずだ。

「真里、なにしてるの？」

　嫌な予感を覚えてスマホを取り戻そうとする。

「ちょっと！」

「ふふん、送信っと」

　私の手を華麗に振り切ると、彼女はにっこりと悪い笑みを浮かべた。

「ダイレクトメッセージ送っちゃった」

「な、なにしてるの……!?」

「友達になったらおもしろいかと思って」

　慌てて取り上げたけれど、もうメッセージは送信された後だった。

「あのね……変な人だと思われたらどうするの」

「変な人だから大丈夫よ。それに、どうせ返事なんか来ないわよ。あんただっていきなりダイレクトメッセージが届いたら無視するでしょ？」

　突然、人のスマホで見知らぬ誰かにダイレクトメッセージを送るような人間が正論を語らないでほしい。

「万が一返事があったとして、本当に趣味友になればいいじゃない？　いい気分転換になるかもよ？」

「他人事だと思って」

　スマホをバッグにしまい、椅子の背もたれに体重を預ける。

「旦那さんには言えないことも、その人になら言えるかも」

「真里に言ってるからもういいよ」

「私以外の意見も聞いてみたら？　サキちゃんならきっと力になってくれるって」

「それならいいけどね……」

　真里の行動力に呆れつつ、羨ましいとも思ってしまう。この行動力の半分でも私にあれば、今の夫婦生活を打開できるかもしれなかった。

　勇気を出した結果があのアンティーク市。デートだと思いたいのに、結果が悪すぎて救えない。

　――そもそも自分の素を隠しているような状態じゃ、本当の意味での夫婦なんて無理か。

　その時、ガタンと電車が止まる。表示された駅名を見た真里が立ち上がった。

「あ。私、ここだから降りるねー」

「あ、うん。お疲れ」

　やりたいだけやってすっきりした様子の真里に手を振り、また動き出した電車に揺られる。〝サキちゃん〟から返事が来ているかどうか、見たいような見たくないような気がしていた。
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　時計の針が二十時を回る頃、会社で机に向かっていた俺のもとに一通のメッセージが届いた。

　もしかして彼女だろうか？　一瞬期待して見るも、当ては外れた。

　個人からのメッセージではない。誰にも知られずに使っているＳＮＳの通知だった。どうやらダイレクトメッセージが届いたらしく、不思議に思う。

【初めまして。よろしければ友達になりませんか】と簡潔に内容が記されている。

　スパムにしては簡潔で目的がはっきりしない。他に連絡先も記載されておらず、本当にこの短い一文だけしかなかった。

　気になったものの、今は目の前の仕事が山積みだ。

　ひとまずスマホを横に置き、また仕事に向き合う。けれど、キーボードを打つ手は数分前ほど順調に動かない。集中力が切れたのかもしれなかった。

　椅子を立ち、誰もいない部屋で伸びをする。

　ここはミナサキ家具の副社長室だ。一般社員はそれぞれのフロアでまだ残業をしていることだろう。

　本来ならば俺ももう帰っていい。そうしたくてもできないのは、父であり社長でもある皆崎篤あつ史しに仕事を押しつけられているからだ。

　引退を考えている――などと言ってはいるが、それがどこまで本気なのか俺にはわかっていない。あの父のことも、ついでに母のこともよくわからないのだ。

　なにせ彼らは、突然連れてきた女性を勢いに任せて結婚相手にするような人たちだからである。

　旧姓、望月紗枝。今は皆崎紗枝となった妻とはこの三カ月、お世辞にもよい関係を築けているとは言えない。

　彼女はいつも、俺と接する時に一線を引いている。

「和孝」

　ノックもなくドアが開き、ずかずかと父が入ってきた。

　この遠慮のなさを半分でもいいから紗枝さんに分けてほしい。そうすれば彼女も俺に言いたいことを言ってくれるようになるかもしれない。

　父は勝手に近くの椅子を引っ張ってくると、目で俺にも座るよう促した。

　なにを言われるかわかっていたから、心の準備はできていた。相手をするのが面倒だと態度で示しつつ、渋々指示に従う。

「子どもなら、まだだからな」

　聞かれる前に先に言うと、予想通り尋ねようとしていたらしい父は虚をつかれたような顔をして、すぐ眉間に皺を寄せた。

「どうしてまだなんだ」

　まったく人の事情も気持ちも考慮しない質問を受けて頭を抱えたくなる。デリカシーという言葉の意味を辞書で引かせてみたい。

　母もどちらかと言えば父に近い。そんなふたりを見てきたからか、人一倍他人を気遣うようになった。

「どうしてって、こういうのは自分たちでどうにかなるものじゃないだろ。授かりものだと言うし」

「夫婦で過ごす時間が足りてないんじゃないか？」

「そう思うなら、引き継ぎの名目で仕事を押しつけないでくれよ」

「お前がさっさと終わらせないのが悪いんだ」

　デスクを挟んで向かい合い、先に目を逸そらす。

　父は自分勝手だ。だから相手をするのが難しいし、面倒である。

　――無理な結婚で彼女にどんな思いをさせているかも知らないくせに。

　喉まで出かかったものをギリギリのところで飲み込む。

「で、夫婦生活はどうなんだ？」

「どうもなにも普通だよ、普通」

　あれを普通だと俺も思っているわけではない。しかし、そう言う以外になにがあるのだろう。

「なら、孫の顔を見るのもすぐだな」

「一応言っておくけど、それは紗枝さんに言うなよ。義理の実家から言われたくない言葉だろうから」

　きっと彼女は気にするし、傷つく。これ以上俺のせいで悲しい顔はさせたくない。

「お前がいるんだから、お前にしか言わないさ」

「それはそれでどうなんだ？」

　父も母も、俺と紗枝さんの夫婦生活が非常に微妙な状態であることを知らない。

　時間が解決してくれるなんて思っていた俺が甘かった。彼女が心を開いてくれるまで待とうと様子を見た結果が今だ。

　俺の方から積極的に距離を詰めるべきだったのに、タイミングを失ったせいでもう取り返しがつかない。

　適当に父の話を聞きつつ、出会った時のことを思い出す。

　またお見合いなんて冗談じゃない、とその日は心底気が乗らなかった。
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　両親はひとり息子の嫁を早く見繕ってやらねばと思っており、随分前から嫌になるほど話を持ってきていた。

　そのすべてを断ってきたけれど、今回は騙だまされた形になる。

　会えと言われた相手は、ふたりが結婚して四十年目を祝う結婚式で世話になった相手だった。

『息子として礼を言うのが当然だろう』

　と言われてしまえば、拒むのは難しい。

　そうして当日を迎えると、明らかに礼を言うための場ではなかった、というわけだった。

　会って感謝するだけなのに、なぜ五つ星ホテルのレストランを予約する必要があるのか。仕事が忙しかったからと、父にすべて任せていたのが間違いだったのだ。

　両親に招待された女性には悪いが、それならそれで嫌われてしまえば、そもそも見合いの話にもならないだろうと思いついた。

　なにをするか考え、わざと遅刻をして時間も守れない男だと思われることにする。

　と、決めたのに悲しいかな、十五分前には到着してしまっていた。両親からは既に準備を終えたと連絡が来ている。

　それに合わせるつもりは毛頭なく、適当にエントランスホールで時間を潰すことにした。受付待ちの人々がいるおかげで、ずっとその場にいても目立つようなことにはならない。

　それにしても、と今日出会う予定の女性に思いを馳はせる。

　望月紗枝さんという女性は、ふたりに言わせると今まで結婚していないのがおかしいくらい気立てのいい人らしい。

　働き者で気が利いて、言いづらいこともきちんと指摘してくれるのが新鮮だったと父は言っていた。社長になってから長い父にとって、確かに他人から意見されることは物珍しかっただろう。

　そんな彼女にどう話を通したのかは知らないが、ミナサキ家具の副社長と結婚させてやるといった内容ではないことを願うばかりだ。

　結婚したがらない俺を落とすためなら、両親はそのぐらい平気でやってみせる。なぜ結婚をしたくないと考えているか、まずそこから解決するべきだろうに。

　理由は単純だった。俺は自分の仕事が好きで、数字を追うより現物を追いかける方を特に好んでいる。

　海外を飛び回り、買いつけをするのが楽しい。

　しかしそれは独身だから楽しめることであって、結婚すればそうはいかない。

　思い立った時に家具を見にいこうと海外へ行く夫を歓迎する妻はいない。むしろ、なぜ自分を置いてそんな真似ができるのかと不満を言うに決まっている。

　不満を言わなかったとしても、ついていきたいと言うかもしれない。でも俺が望んでいるのは楽しい海外旅行ではなく、ひたすら家具を見るだけの時間だ。

　どう考えても幸せにできないとわかっているのに、結婚するつもりはない。

　もっとも、両親に話したところで理解されるとは思えなかった。だから今もそれを話すことはないし、これからもきっと話さないだろう。

　もし今回会う望月さんとの話を進めようとするなら、改めて丁重に断るつもりだった。

　いっそ向こうの方から断ってくれれば楽だが、あの両親がおとなしくそうさせるとは思えない。

　いい加減両親の暴走をまず止めるところからかと思ったその時、子どもの泣き声が聞こえた。

　どうせ時間を潰すつもりだったことから、声のする方へ向かってみる。

「あの！」

　凛りんとしたよく通る声を聞いた瞬間、時間が止まったような気がした。

　強い意志を感じさせる目に、今まで感じたことのない胸の高鳴りを覚える。

　――綺麗な人だな。それに、カッコいい。

　転んだらしい子どもを庇いながら毅き然ぜんと男に立ち向かう彼女は、俺からすれば小柄に見えるのに一歩も引いていない。

　怒っているのか、頬が紅潮していた。

　しかし、感心すると同時に心配もする。相手の男はわかりやすく不快感を顔に表していて、彼女への苛立ちを隠そうともしない。

　見知らぬ相手だろうと間違いを指摘できるのは人として素晴らしいことかもしれないが、あんなにまっすぐ立ち向かってはその分反発も大きくなる。

　もし相手が逆上でもしたら、と考え、なにかあった時のためにすぐ割って入れる位置まで近付いた。他にも騒ぎを聞きつけたらしい人々が周りに集まっている。

　――彼女を助けるとしたら、自分がいい。

　なぜかそんなふうに感じて、周りより一歩先を行こうと身を乗り出す。

　が、思っていたような事態にはならなかった。

　一応は円満に解決したらしく、男は立ち去り、子どもの母親らしき女性が近付いていく。なにも起きなかったことを安心するべきなのに、彼女に自分の存在を示せず少し残念に思った。

　俺はこんな考え方をするような男だっただろうか？　純粋に助けたいと思うだけでなく、下心を抱いてしまうなんて。

　男にまっすぐ向き合っていた凛り々りしい横顔がまぶたから消えない。

　――彼女には悪いけど、いい家具を見つけた時に似てる。

　自分で考えてこっそり笑ってしまった。

　こういう時の勘は優れていると自負していることもあって、きっと彼女も印象以上の素晴らしい女性なのだろうと思う。

　見知らぬあの女性も、まさか自分が家具と同一視されているとは思わないに違いない。それを本人に聞く日は来ないけれど。

　トラブルがあったとはいえ、それほど珍しくもない日常のワンシーン。結局、彼女とは他人でしかないのだから、その先を見ることはできない。

　――と、思っていたのに予想外の展開になった。

　階段で転びかけた彼女を抱き留め、言葉を交わしたのだ。

　頬を染めながら恥じらい、何度も頭を下げてくる彼女は、見知らぬ男と向かい合っていた時と違ってかわいらしかった。

　もう少しだけ腕の中に閉じ込めていたいという危うい感情に焦りを覚えつつ、どうしてこんなにも心惹かれるのか混乱した。うれしいのに離れた方がいい気がして、でももっと話をしたくて戸惑った。

　予定があると言った彼女の背中をいつまでも見つめてしまったのは、接点が生まれたおかげでもっと距離を縮めたくなったからだ。

　お互いに用事がなければよかったのに、と気乗りしないまま迎えた顔合わせ、もといお見合い。そこに現れたのはその時の彼女だった。

　凛とした表情はなりを潜め、今は品のいい落ち着いた笑みを浮かべている。階段で転んだ時と同じだ。

　彼女は父と母が世話になった結婚式について、あれこれと話をしていた。

　それが耳に入らないのは、この偶然に驚いている自分がいるせい。

　彼女と――望月さんと結婚したら、どんな生活を送ることになるのか想像してしまう。

　あの凛とした表情を見た後だと、今はよそ行きの微笑みを作っているのだとわかった。もし彼女が俺に心を許して、素の笑顔を見せてくれたらどんな気持ちになるだろう。

　まだ見てもいない笑みを頭に思い浮かべ、胸がきゅんと疼いた。

　頬が緩みそうになってから、なぜ自分が結婚に対して前向きになっているのかと戸惑いを覚える。

　結婚なんてするつもりはないし、考えてもいなかったはずだ。したいことを制限されるくらいなら、ずっと独身でいたいと思っていたのに。

　その時、母としゃべっていた彼女がこちらへ目を向けた。

　時間にすればたった一秒にも満たなかっただろう。

　けれどその一瞬で彼女は軽く目を見張り、微かに唇を引き結んでぱっと目を逸らした。

　ほんの少し頬が赤くなったように見えたのは気のせいだろう。彼女も両親に騙される形でこの場に来たと知った今、結婚に対して前向きなわけではないのだから。

　それなのに、素が見えたように感じたわずかな瞬間が胸の奥に焼きついた。

　――俺はひと目惚れしたのかもしれない。

　今この瞬間か、最初に彼女の戦う姿を見た時か。

　どちらにせよ、偶然にもこの出会いを用意した両親に感謝したくなった。




＊＊＊




「どうした、和孝。ぼうっとして」

　父に声をかけられてハッとする。適当に話を流していたと気付かれたらしい。

「望月さんのことを考えてたんだろう」

「もう望月さんじゃないって」

「ああ、そうか。つい」

　父の用事は紗枝さんのことだけだろう。

　仕事が進むとも思えず、話を聞き続ける気にもならなかったことから、パソコンの電源を落として席を立つ。

「そろそろ帰るよ。紗枝さんも待ってるだろうし」

「うんうん、そうしなさい」

　両親は孫の誕生を心待ちにしている。実情をなにも知らないからだと思うと、また少し気が重くなった。

「そういえば、ずっと聞こうと思っていたことがあるんだ」

　帰り支度をする俺に父が話しかけてくる。

「あんなに嫌がっていたのに、どうして紗枝さんとの結婚は乗り気だったんだ？」

「父さんたちが強引に推し進めたんだろ」

「それでも、婚姻届に名前を書いたのはお前自身じゃないか」

　帰ると言っているのに、父は立ち上がろうとしない。

　それを横目にドアへ向かう。

「誰かと結婚する理由なんて、ひとつしかないだろ。好きだからだ」

　返答は待たずに外へ出た。

　廊下は室内に比べて涼しい。すぐにはエレベーターへ向かわず、立ち止まって天井を見上げる。

　――〝好き〟なんて言っても迷惑なだけだろうけどな。

　ひと目惚れした女性を手放したくなくて、都合のいい状況を利用した。

　両親のような遠慮のない人間にならないよう気を遣って生きてきたのに、初めて他人より自分の意思を押し通してしまった。

　戸惑い、断ろうとする彼女を、両親に前向きな態度を見せることで逃げられない道に追い込み、籍を入れさえすれば自分のものになるとばかりに婚姻届を書かせた。

　元顧客の両親を拒み続けるのは、真面目そうな彼女にとって難しかっただろう。

　俺は自分が結婚する姿勢を見せさえすれば、あとは父がどんな手を使ってでも彼女との縁を結ぶとわかっていた。

　そんな強引なやり方でもそばにいてほしくて、でも、そんなやり方だったからこそ、自分から彼女に踏み込めなくなった。

　いつか好きになってくれたらいい、受け入れてくれる日が来たらいい、と遠巻きに様子をうかがっているうち、そんな日は来ないのではないかと思うようになった。

　本当に好きなら、今すぐ離婚して彼女を解放するべきだ。同じ気持ちを抱いて結婚したわけではないのだから。

　紗枝さんが結婚してくれたのは、断り切れないでいるところに付け込んだせい。

　触れ合いのないふたりきりのベッドで、俺はいつも紗枝さんの寝顔を見つめている。

　いつか触れることを許されればいいと、今夜も願うのだろう。

　まっすぐ家へ帰り、緊張しながら玄関のドアを開く。今日も家の中はいい香りがした。

「ただいま」

　靴を脱ぎながら家の奥へ声をかけると、キッチンの方から「おかえり」という声が返ってくる。

　リビングへ向かった俺の鼻孔を夕飯の香りがさらに強く刺激した。

「今日はなに？」

「ぶりの照り焼きとポテトサラダ。あと、ほうれん草のおひたしとなめこのお味噌汁」

「豪華だな」

「そうでもないよ」

　もう少し会話を続けたいけれど、紗枝さんはキッチンに立ったまま振り返らない。

　目を合わせてくれなくてもマシだと思ってしまうのは、結婚したばかりの頃、これに加えて他人行儀な敬語を使われていたからだ。

　俺の方からやめてほしいとお願いしたところ、ためらいながら今のように話してくれるようになった。

　その時に少し照れた様子で敬語を取り払ってくれたのがかわいかった。と、俺が思っていたことを紗枝さんはもちろん知らない。

「手伝おうか？」

「ううん、大丈夫。もうできあがるから」

「なら、テーブルまで運ぶよ」

「ありがとう」

　短く返答すると、紗枝さんはカウンターにできたての料理を並べていく。それをテーブルへ運びながら、自分の下心に苦笑してしまった。

　こんな手伝いをしたくらいで、この結婚生活が改善されるわけではないし、彼女の気持ちが俺のものになるわけでもない。

　せめて気の利く夫だと好意を抱いてもらえればよかった。そんな打算的な目的があるとわかったら、やはり嫌われてしまうだろうけれど。

「ご飯はいつも通りの量で平気？」

「うん、ありがとう」

　お互いの間に流れる空気が張り詰めている。薄氷を踏んでいるようで、余計なことを言うのが恐ろしい。

　やがて食卓の準備が整った。いつものように紗枝さんと向かい合い、テーブルにつく。

「いただきます」

「召し上がれ」

　一緒に食事をとるこの瞬間、夫婦なのだということを実感できた。

「今日も美味しいよ」

「よかった」

「紗枝さんは料理上手だと思う」

「ありがとう」

　会話が終わってしまった。黙々と食事を口に運ぶだけの時間は味気ない。

　――もう少し紗枝さんのことを知れたらな。

　そう考え、先日の出来事を思い出す。

「そういえば、この間のアンティーク市はどうだった？」

「え？」

「また……ああいう催しがあったら誘ってもいいのかなと」

　微妙な反応が来たらどうしようと不安を覚えるも、今紗枝さんと話せるような内容はこのぐらいしか思いつかない。

　控えめな俺の言葉に彼女が顔を上げ、首を傾げた。

「お仕事なのにいいの？」

　そういう設定だったのを、言われるまですっかり忘れていた。なぜ嘘をついたのかというと、やはり彼女に引かれたくないという理由だ。

　俺はアンティーク家具には趣味とひと言で片付けられない程度の熱量があると自負している。これまで周囲の人間からはよく呆れられたり、微妙な反応をされたりしていた。

　紗枝さんにも素直に趣味でアンティーク市に行きたいと言えば、芳しくない反応をもらうのではと尻込みし、無難に仕事だと言ったわけだった。

「スタッフを連れていくわけじゃないから」

　嘘をつき通すと決めてそう答える。

「むしろスタッフを連れていった方がいいんじゃ……？」

　不思議そうに尋ねられ、遠回しに断られているのではないかと察する。

　やはり仕事としておいたのは正しかったらしい。思えば彼女はイベント会場にいる間、ずっとそわそわと落ち着きがなかった。早く帰りたかったからだと思うと、申し訳ない。

「次からはそうしてみるよ」

「えっ」

　なぜか驚かれ、こちらも反射的に聞き返す。

「ん？」

「あ、いえ、ううん、なんでも」

　うろたえたように目を泳がせた紗枝さんは、普段の作った表情よりも人間味があって魅力的に映った。

　もっと困った顔を見てみたいなどと言ったら、ただでさえうまくいっていない夫婦生活が本格的に機能しなくなる気がする。

　紗枝さんの素は、おそらく男に立ち向かった時のアレだろう。友人や気の置けない相手にはいろいろな表情を見せるに違いないが、今はまた、感情を隠した作り笑いに戻ってしまっている。

「もし和孝さんがいいなら、また誘ってほしいな」

「そっか。じゃあ、機会があったら」

　彼女はよく俺に対して気を遣う。夫婦ではあっても他人だからかもしれないし、彼女のもともとの性格によるものかもしれない。

　よくよく考えなくても、デートに誘うなら他にも場所がある。悲しいかな、どこへ誘えばいいかは思いつかないが。

　再び会話が途切れ、気まずい空気が流れる。

　この気まずさを感じているのも俺だけの可能性があった。話しかけないでほしいと彼女が思っているなら、沈黙はむしろ望むところだろう。

　そんなことを考えてしまうと、話を続けられなくなった。今日も紗枝さんといい関係を築くことができそうにない。

「ごちそうさま」

　先に食べ終えてしまい、食器をキッチンへ運ぶ。

「お粗末様でした。私、後で洗っておくけど……」

「いいよ。俺がやる」

「……うん」

　一緒に片付けるのはどうか、と提案してみたい気持ちは隠しておいた。彼女の困った顔は見たいけれど、困らせたいわけではない。

　ふたりで並んで同じことをできたら、それだけできっと楽しいしうれしい。

　せめて、普通の夫婦になりたかった。彼女が線を引こうと思わずに済むような。

　洗い物をしながらため息をつく。水の音に紛れたそのため息は、紗枝さんのいる方からも聞こえたような気がした。

　彼女がテレビを見ている時間は、自室にこもって邪魔にならないようにしておく。特に用事はない。俺がいると居心地が悪いだろうという配慮からだ。

　紗枝さんはいつもドラマを見ているようだった。どんなものを見ているのか、内容はよく知らない。ほかにはときどき海外の観光地の特集を見たり、録画したりしている。きっと旅行に興味があるのだろう。どこへ行きたいと思っているのか、なにをしたいと思っているのか、聞けないこの距離感がもどかしくて切なかった。

　ふとテーブルの上にあるスマホが視界に入る。

　そういえばメッセージが来ていたはずだ。時間を持て余していたこともあり、届いていたダイレクトメッセージを開いてみる。

『餅』さんという男か女かもわからない相手だ。特に続けて他のメッセージは入っておらず、ますます謎が深まる。

　そもそもどういう人物なのか、アカウントが投稿している内容を見にいってみると、想像とは違い機械的な投稿はひとつもなかった。

　投稿自体の頻度は高くないけれど、時々写真が上がったり、イベントごとのあった時は普段の倍ぐらいコメントが残されたりしている。

　その最新のコメントを見て、ほんの少しだけ心臓が高鳴った。

　先日のアンティーク市に関するものだ。企業エリアに並んでいた大型家具のことや、オークションでのこと、来場者数が増えているのを見てもっとアンティークのよさが広まればいいという内容だった。オークションで見たオルゴールについても書かれており、紗枝さんとの短い会話を思い出す。

　合わせて、アンティーク市のポスターの写真が載っている。

　純粋に同じ趣味を持った人間だと判断したからメッセージを送ってきたようだ。過去の投稿も俺と同じくアンティークに関する内容ばかりで、自分が書いたのかと錯覚しそうになるほど、目を奪われる場所が似ている。

　不思議なのは、公式アカウントとしか繋がりがないのに、わざわざメッセージを送ってきたところだ。

　――これはダイレクトメッセージだけでやり取りするタイプの人かな。とりあえずおかしなメッセージではなさそうだ。

　そう判断して、返事をするかどうか考える。

　俺の周りには、家具に興味がある人間はいてもピンポイントにアンティークが好きな人間はいない。

　俺の熱が入りすぎているというのはある。ミナサキ家具を継いだら現在扱っている一般向けの家具だけでなく、インテリアにこだわる人へ向けてアンティークを含めた家具を扱うつもりでいるぐらいなのだから。

　そういった需要があることも調べ済みで、趣味と実益を兼ねた楽しい仕事になるだろうと確信していた。

　よし、と心を決めて返事を打つ。おかしな相手だったら、それ以上やり取りをしなければいいだけだ。

【初めまして。あなたもアンティークが好きなんですね。よろしくお願いします】

　文章を送信したところで、気分が高揚していることに気付く。

　思えば、これまで共通の趣味を持つ友人も、好きなことを存分に語る相手もいなかった。

　好きなものにはゆっくり時間をかけたくて、個人行動を選んできたのを考えると、先日の紗枝さんとふたりで行ったアンティーク市はかなり特殊な例と言っていい。

　彼女との関係が改善するなにかのきっかけになればいいと一緒に行動してみたが、あの様子を見る限りは一度きりにしておくのが無難だろう。

　インターネットで知り合った相手なら気楽だ。ＳＮＳ上の関係とはいえ、せっかく同じ趣味を持っているなら餅さんとも仲良くなってみたい。

　そう思ったところで通知が来た。たった今メッセージを送ったばかりの相手から、もう返信が届いている。

【あまり周りで話せる人がいなくて声をかけてしまいました。ご迷惑だったでしょうか？】

　どうやら餅さんは礼儀正しい人のようだ。

　最初はなにかと疑っていたのに、今は楽しそうだと思う自分がいる。

【迷惑だなんて思っていませんよ。ずっと誰かと趣味の話をしてみたいと思っていたんです。むしろ、メッセージをありがとうございました。投稿していたのはこの間のアンティーク市ですか？　あれ、すごかったですね】

　すぐに打ち込んで送信する。

　きっと向こうもまだアカウントを見ているだろう。案の定、一分も経たずに返ってきた。

【本当にすごかったですね！　いつもよりオークションの規模も大きくなっていて、出品されるものの値段もなかなか……。いつか参加できたらいいなとは思っているんですが、やっぱり手が出ないです。サキさんも前回見に行っているんですよね。オークションに参加したことってありますか？】

　予想もしていなかった勢いに、メッセージの文章を三度読み直す。返事までに一分かけていないことから、かなり前のめり気味になっているのを感じ取る。本当に趣味の仲間が欲しくてメッセージを送ってきたのは間違いなさそうだった。

【いつも見るだけで済ませてしまっているんです。手を出したら、全部落札するまでやめなくなりそうな自分がいるので。今回出品されていたオルゴールも素晴らしかったですね】

　向こうの熱量につられてついついこちらも熱が入る。こんな経験は初めてだった。

　これが共通の趣味を持つ友人との会話なら、なかなか悪くない。

　早くも返信を心待ちにしながら、微かな胸の痛みに顔をしかめる。

　俺がこうして見知らぬ相手との会話を楽しんでいる間、紗枝さんはどんなふうに過ごし、なにを思っているのだろう。

　――趣味を好きに話せる相手が紗枝さんだったらよかったのに。

　願ってもどうしようもないことを望みながら、再度返ってきたメッセージに返事をする。

　そのやり取りは餅さんが就寝を告げるまで続いた。










気付かないふたり




　サキさんとＳＮＳ上でメッセージのやり取りをするようになってから、一週間が経とうとしていた。今日も私はＭＡＲＲＹで新しいご夫婦の要望をまとめ、手元のペーパーにメモを取っていく。

　いつも打ち合わせに使う白を基調とした部屋には、過去にＭＡＲＲＹで式を行った新郎新婦から事前に許可をもらって写真を飾っていた。新しくここを訪れるご夫婦へ幸せのおすそ分けをするのが目的だ。

　季節ごとに入れ替えが行われるドライフラワーのリースは、今は白とピンクをベースに作られていた。絵美さんが作ったものだ。

「では、お式はいただいたお日にちがご希望ということでよろしいですか？」

「はい、よろしくお願いします」

　いくつか出してもらった候補日を手帳に書き込んでいく。

　結婚式の日に選ばれがちなのはやはり大安だ。今回のご夫婦も希望している日にちは大安ばかりだった。

　――この日じゃなきゃダメ！ってパターンじゃなくてよかった。

　ご夫婦は私が内心、胸をなで下ろしているなど思ってもいないだろう。

　結婚式は一生に一度のもの。だから日にちにもこだわるご夫婦は多い。

　そうなると難しくなってくるのは、他との兼ね合いである。レンタルのドレスが貸し出されていたり、そもそも式場が埋まっていたり、すり合わせが難しい。

　頭の痛い思いをすることも少なくなかったけれど、目の前のふたりが重要視しているのは『式を無事に終えること』の一点のみだった。

「これからどうぞよろしくお願いします」

「こちらこそ、右も左もわからないことばかりですが……」

　神妙に頭を下げた旦那様を、くすくす笑いながら奥様がつつく。

「右も左もわかってたら困るわよ。初めての結婚式なのに」

「あっ、そっか」

　このご夫婦が籍を入れたのは二年前だそうだ。それなのにふたりのやり取りは新婚のようで微笑ましい。

　ふふ、と笑った私に気付き、ふたりが頬を赤らめる。

　少し前までは、こんなご夫婦を間近で応援できることに喜びを感じていたのに、今はなんだか胸がちくりと痛む。

　――いいなあ。

　祝福する気持ちのどこかに羨む気持ちが入り混じる。愛し合って結婚した夫婦と、そうでない夫婦の差をこんなにも思い知る職場はない。

　寂しさを顔に出さないよう、ふたりには笑顔を向ける。

「もしなにか質問などあれば、お伝えしたメールアドレスにご連絡ください。すぐに出られないかもしれませんが、それでもよろしければお電話でも構いません」

「ありがとうございます」

　説明のために用意した資料の端を揃え、ファイルにまとめてふたりに手渡す。

「それでは、本日のお打ち合わせはこのぐらいにいたしましょうか。また月末頃にご連絡いたしますので、その際に来月のご予定をお聞かせいただければと思います」

「それなら今すぐに出せますよ。土曜日でしたら来月はいつでも大丈夫――あっ、でも望月さんはお休みですよね……？」

「大丈夫ですよ。ご都合のいい日に合わせますので」

　手帳を開き、来月のスケジュールを確認する。まだ空いている土曜日があった。

「では……十六日はいかがでしょう？」

「十六日ですね、十六日……」

　旦那様が慌てて懐からペンを取り出し、自身のスケジュール帳に書き込む。

「私もメモしておくね。あなた、忘れっぽいから」

「さすがに結婚式の打ち合わせの日は忘れないよ……」

　そんなやり取りを私に見られたことが恥ずかしかったらしく、旦那様が照れたように頬をかく。

　また羨む気持ちが胸に芽生えた。私もこんな夫婦になりたい。

　きゅ、と手で握った胸の奥はじくじくと痛んでいる。

「それではまた来月の十六日に……同じ時間でよろしいですか？」

「はい！」

「変更があればお気軽にご連絡くださいね」

　ふたりが帰り支度を終えて席を立つ。その間も奥様は旦那様の忘れ物を指摘したり、旦那様が慌てたりと微笑ましいふたりだった。

　先にドアまで向かい、開けておく。外までお見送りをするまでが私の仕事だ。

　打ち合わせが終わった後は、別の部屋で昼食をとることにした。

　一般的なオフィスに近い、事務机と椅子が並んだフロアである。

　そこには私のデスクもあった。

　ずらりと並んだファイルのひとつを手に取り、パラパラと確認しながらパンを口に運ぶ。

『あまり大きくない式場で、可能なら海が見えるといい』

『ウエディングドレスを着て海辺で写真を撮れたらうれしい』

　幸せそうなふたりは、あくまで雑談ベースでそんな話をしていた。

　詳細はまた後日聞くことになるけれど、どんな希望があるか聞いた以上、事前にある程度情報を集めておきたい。

　ファイルの中にはあまりふたりの希望に合いそうな場所がなかった。海に近い式場は今度まとめておこうと思ったまま、手をつけられず今まで放置している。後回しにしていた仕事がこんな形で痛手を与えてくるとは思わなかった。

　次からは気を付けようと思いながら、隣のデスクへ呼びかける。

「世せ田たくん、海に近い式場のファイルとかあったりする？」

「ありますよー！」

　私のひとつ下の後輩が屈託のない笑みを浮かべて、赤いファイルをひらひらと振る。受け取って中を見てみると、思わず目を見張るくらい綺麗にまとめられていた。

「さっすが！」

「まあ僕、仕事ができる有能な後輩なんで」

　胸を張って言った世田くんに笑ってしまった。

「はいはい、そうだねー」

「その反応、全然うれしくないんですけど。僕ってかわいい後輩じゃないですか。褒めてくれてもいいんですよ？」

　彼は入社当時からずっとこういうキャラだ。この憎めない感じは確かに〝かわいい後輩〟かもしれない。

「自分で有能なんて言う後輩はかわいげがないから却下」

「えー。もっちー先輩って意地悪ですよねー」

　わざとらしく唇を尖らせたのを見て、私も意地悪心が芽生える。

「おやおや？　もしかして仕事が足りてないのかな？　そういうことなら手伝ってもらうものがたくさん……」

「あーっと！　僕もお昼行ってきまーす！」

　元気に逃げていく世田くんの背中を見送り、笑いながらまたファイルを確認する。借りもののファイルにメロンパンのくずが落ちないようにしつつ、いくつかの会場をピックアップした。

　簡単な作業が終わり、パンを食べ終えてからもまだ時間が残っていた。

　こんなことならコンビニでヨーグルトでも買っておけばよかった。なにをして過ごそうかと考えた時、ふと最近の日課を思い出す。

　デスクの上に置かれていたスマホへと手を伸ばし、メッセージを確認する。予想していた通り、ＳＮＳで友人になったサキさんからダイレクトメッセージが届いていた。

　サキさんは驚くほどアンティークの情報に詳しく、私の知らない雑貨や家具の店を教えてくれたり、アンティーク風の小物をネット販売する個人制作者を教えてくれたりした。先日のアンティーク市にも行ったらしい。

　最初こそ私も顔の見えない相手ということで警戒していたけれど、今では昼休みを迎えるたびにメッセージチェックをするくらいサキさんとのやり取りを楽しんでいる。

　新しくサキさんから届いたメッセージには、私が一度見てみたいと思っていた長椅子の写真が添付されていた。

　海外のオークションにて数百万の値がついたというレアものだ。名のある職人が手掛けたもので、界隈では非常に価値の高いものとされている。コレクターが目の色を変えて欲しがる代物であり、私もこれに座れたらうれしさで失神する自信があった。

【仕事で実物を見たことがあるんです。さすがにこれは写真に収めておかなきゃと思いまして。でも、下手に写真を撮ったせいで、見るたびにうずうずするんですよね。あの時座ってみるよう勧められたんですが、なんで遠慮したんだろう。もったいないことをしました】

　写真とともに送られたメッセージ。あの椅子を生で見たことへの羨ましさと、もったいない！というもどかしさとで、返信を打つ手に力がこもった。

【羨ましすぎます……！　自分だったら、勧められる前に座っていたかもしれません。そうしたらきっと、感動でひっくり返っていたと思いますが。それにしてもサキさんは本当にアンティークと出会う機会が多いんですね。その機会の半分でもいいから分けてほしいです】

　勢いのまま送って、にへらと笑う。

　最初はもう少し遠慮したメッセージを送っていたけれど、今はもう遠慮を捨てた。

　メッセージの文面からもサキさんが会話を楽しんでくれていることは伝わっていたし、私だってかつてないくらい楽しんでいる。興奮しているとさえ言ってもいい。

　仕事でこういったアンティーク家具に出会う機会が多いのは、きっとサキさんが優秀な人だからなのだろう。そういう場に行かせてもらえるだけの信頼と実績がある、カッコいいキャリアウーマンに違いない。

　ほう、と息を吐きながら、送られてきた写真を拡大してまじまじと見る。

　年代を感じさせるしっとりとした木の質感。全体的にこっくりと深みのあるキャラメルのような茶色をしており、肘置きに施された装飾の見事さをより際立たせている。深く掘られた蔦つた模様とそうでない部分と、光の当たり具合でくっきりと陰影がついている。まるで老貴婦人を思わせる見事な作品だった。

　私の理想の結婚式に置きたい椅子がまたひとつ増えてしまった。

　これまでもそうだったように、頭の中のリストへと写真の椅子を差し込む。もし私のこの脳内リスト通りにものを揃えて結婚式をしたら、まず椅子と机の数が多すぎて披露宴会場に人が入らなくなるだろう。

　別に現実の結婚式でなくてもいいのだ。好きなものをめいっぱい詰め込んだ夢を抱くだけで、毎日が楽しい。

　そういえば、サキさんにこの話をしたことはなかった。彼女だったらどんな結婚式にするのか気になって、それを質問する内容を追加で送っておく。

　こんなふうにメッセージを楽しんでいる間は、自分の夫婦生活の寂しさを考えずにいられた。あくまで外に出ている時の話であって、家にいる時は逆に切なさを強めるけれど。

　サキさんとの会話が盛り上がれば盛り上がるほど、和孝さんともこんなふうに好きなものについて話してみたり、聞いてみたりしたくなる。

　私たちの会話はいつも無難なもの。いまだ解けていない誤解のせいもあり、趣味にまで踏み込めない。

　このままではいけないという焦りもあって、なるべく自分から話しかけてみたり、会話を長引かせようとしたりするも、今のところ功を奏したようには思えない。

　その時、いつもなら夜まで返事のないサキさんから珍しくメッセージが送られてきた。

【自分の理想のアンティークで固めた結婚式なんて素敵ですね。でもどっちかというと、式より家で考えてみたいかもしれません。リビングや自分の部屋や、ありとあらゆる場所にアンティーク家具を置くとか。そうなったらマンションじゃなくて一軒家がいいな】

　想像しただけで座っているのが苦痛になるくらい興奮してしまった。

　サキさんは天才かもしれない。理想の家となると、結婚式に使いたいインテリアとはまた違うものが候補に入ってくる。これまでとは違う視野で見るアンティーク品は、もっと私の夢をふくらませてくれるだろう。

　そういうわけで、さっそく私は頭の中にもうひとつ〝新婚夫婦の理想の家に置くものリスト〟を作り出した。

　この発見は後で絵美さんにも話そうと決める。今日は午後一でフラワーショップに向かうことになっていた。

　楽しいな、と純粋に思う。仕事も充実しているし、友人もＭＡＲＲＹの仲間もいい人ばかりで助かっている。こうして趣味の友人までできて、満たされた毎日を送っている――はずなのに、肝心の結婚生活だけがうまくいかない。

　今夜も妙な緊張感の中で、彼と当たり障りない会話をするのだろう。

　真里いわくいい恋愛をしたことのない私には、どうやれば自分の好きな人が振り向いてくれるのか、その方法をいまだに思いつけていなかった。
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　昼の休憩中、テイクアウトしたハンバーガーを口にしながらスマホをチェックする。そんな俺を秘書の渡わた辺なべが不思議そうに見ていた。

　なにか言いたげなのに、なにも言ってこない。そんな視線が気にかかって、メッセージを送信した後に渡辺へと目を向ける。

「なんだ？」

「なんだ、とはなんでしょう？」

「ずっと俺を見ていただろ。気になることでもあるのか？」

　渡辺は俺のひとつ年下の有能な秘書だった。父の秘書であるもうひとりの渡辺――の息子である。ひと昔前ならば、親子揃って皆崎家に〝仕えている〟という言い方でもするのだろうか。

　それもあって関係は気安い。友人というより幼馴染に近いけれど、渡辺は仕事になると頑かたくなにそういった親しさを消し去る。

　公私混同をしないタイプだと知っていても、俺の態度は変わらない。普通に話しかけ、普通にやり取りをする。もともとそこまで徹底できるほど器用なタイプじゃない。

「気になることなら、ひとつだけ」

「ハンバーガーが食べたかったとか？　言ってくれたらお前の分も買ってきたのに」

「人を食いしん坊みたいに言わないでください」

　呆れたように返されて苦笑する。

「じゃあ、なんだ？」

「……最近、よくスマホを見ていますよね。特に連絡が来る予定はないのに」

　アイスコーヒーを飲もうと伸ばした手が止まる。

　言われてみれば、以前に比べてメッセージを確認する時間が増えたかもしれない。

「仕事に支障がないので黙っていましたが、昼休みになると必ずなによりも先にスマホを確認しています。なにかあったんですか？」

「あると言えばある。でも、ないと言えばない」

「と、言うと」

「別に大したことじゃないぞ」

　気安い関係でも、渡辺は俺の趣味のことを知らない。

　家具が好きらしい、という程度は把握していても、さらにアンティークが好きで、そのために海外までひとり旅に出ているということまでは間違いなく知らない。

　俺も渡辺の好むものを聞かれて答えられないのだから、おあいこだろう。興味がないわけではなく、遠慮なく他人に踏み込む両親のせいか、人と距離を詰めるのを苦手としているのが理由だ。渡辺も薄々察しているようで、そんな俺へ必要以上に歩み寄ろうとしない。この距離感はありがたかった。

「もしかして奥様ですか？」

　新婚の夫婦が仕事中にも相手を気にかけるというのは、実にありえそうな話である。というより、それが自然だろう。

　早く帰りたい、早く会いたいと思うのが新婚生活だ――と俺は思う。

　ただ、渡辺の質問には頷けない。

「メッセージ一本送るだけで、帰ってからの対応が変わりますからね。わかります」

　渡辺もまた既婚者だ。かなり気の強い女性と結婚したことで、なにかといえば愚痴めいたものを聞かされる。けれど、それがのろけであることには気付いていた。

　メッセージくらいで機嫌を取れるのなら、毎秒だって紗枝さんに送りたい。

　この微妙な夫婦関係については、両親はもちろん渡辺にも言っていなかった。結婚したのに好きな人ひとり幸せにできていないとは思われたくなくて。

「うちのなんて『帰ります』って毎日連絡しても返事をくれないんですよ。帰るコールをしてくれと言ったのは向こうなのに。その割に『今日は飲み会です』って送ったら『追加の小遣いは出さないからね』ですよ」

　唇を尖らせて言う姿にふっと笑ってしまった。尻に敷かれている渡辺を想像するのは難しくない。

　一気に言ったことでどうでもよくなったのか、渡辺が肩を竦めて近くの椅子に座る。休憩することにしたらしい。

「俺が頑張って稼いでるのに、なんで財布握られなくちゃならないんだ？　カズ、もっと給料上げてよ」

　秘書としての顔が消え、昔馴染みの表情に変わる。ふたりでいる時はいつもこうしていればいいのに、渡辺の線引きはよくわからない。

「俺は上げてもいいけどな。そこはほら、社長の意向があるから」

「社長の耳に入ったら、うちの親の耳にも入るだろ。その程度の仕事で昇給をねだるなんて、って鼻で笑われるか、死ぬほど怒られるかどっちかだよ」

　やれやれと肩を竦めて言われ、いいことを聞いたと頷いておく。

「怒られるお前を見たかったら、昇給の話をすればいいわけか」

「げ。絶対やめろよな」

　渡辺は勝手にポテトをつまむと、わざとらしいため息をついた。

「俺も新婚時代に戻りたいよ」

「それ、もう何回も聞いたぞ」

「だって一番幸せな時期だろ」

　ずき、と胸が痛んだ。

　新婚ではなくなった渡辺が吐く愚痴の内容でさえ、俺と紗枝さんには経験がなかった。メッセージのやり取りも電話のやり取りも、ひどく事務的だ。雑談やそういったもののためのツールとして使わず、報告、連絡をするためだけに利用しているせいだ。

　俺からすれば、渡辺の方がよほど羨ましい。

　張り詰めた空気と、夫婦らしさを演じるような薄い内容の会話。彼女と顔を合わせるたび、無理な結婚をして手に入れた人には愛してもらえないのだと思い知らされる。

　俺が見た、あの生き生きとした表情を見せないのは心を開く気がないからだろう。

　初めて会った日、紗枝さんに恋をした。だから結婚生活を続けたいと願うのに、そのためになにをするべきかがわからない。

　いい加減、プライドを捨てて人生の先輩に聞いてみるべきか。

　そう思った時にはもう、口を開いていた。

「なあ。もし奥さんと喧嘩したら、お前は誰にどう相談する？」
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　夕飯の支度をしていた私は、突然スマホが鳴り出したことに飛び上がった。この音は和孝さんから来る時に設定しているものだ。

　和孝さんが連絡をしてくるのは、十中八九仕事に関係する時だった。

　仕事が遅くなるせいで帰りが深夜になるとか、明日は朝早くに出ていくから朝食は必要ないとか。前者はともかく、後者は直接言ってくれればいいのにと何度思ったことだろう。

　そういう些さ細さいな連絡でさえ、メッセージを通さなければならないほど距離がある。私も和孝さんの立場だったら、同じようにメッセージで伝えていたかもしれない。

　届いたメッセージを見て首を傾げる。そこにはたったひと言。

【そろそろ帰るよ】

　普通だったらこれと言って気にする必要のない内容だけど、私にとっては違う。彼がこんな連絡をしてきたことは、今までに一度もなかったからだ。

　返事をする前に、まずなにがあったのだろうと不安になる。帰ると事前に伝えたのは私になんらかの心の準備をさせるためではないか。

　今日はお互いの誕生日でもないし、当然結婚記念日でもない。それなのになぜ和孝さんは私へ突然〝帰るコール〟をしてきたのか、まったく理由が思いつかなかった。

　普通の夫婦らしくていいなあ、なんて呑のん気きなことは考えられない。わざわざ連絡をしてくるからには、それなりの理由があるはずだ。

　だけどこの短い文面からでは、彼がなにを思っているのか読み取れない。

　そもそもこういったメッセージに返事をするべきなのだろうかと、文章を打ち込みながらはたと手を止めた。

　いやしかし無視をするのもそれはそれでどうなのだろう。せっかく送ったのにと和孝さんに嫌な思いをさせてしまったら？

　熟考した結果、私は【わかりました】とだけ返事をしておいた。こういう当たり障りのない返答しかしないから、普段の会話もうまくいかないのだ。

　時間にして数分。それなのにどっと疲れて息を吐く。

　――大事な話がある、なんて展開にならなきゃいい。

　微妙な均衡を保った夫婦関係は、どちらかが望めばすぐに破綻する。私がどんなに彼との結婚生活を続けたいと思っていても、離婚届を渡されたら応えるべきだろう。

　好きだから幸せになってほしい。私には幸せにできないけれど。

　胸が締めつけられるように痛んで、泣きたくなる。

　この気持ちから意識を逸らすために、目を軽く手で拭ってから途中だった夕飯の支度の続きをすることにした。

　今日の献立は生しょう姜が焼きに海藻のサラダ。ひじきと豆の煮物を作ったら、溶き卵を落とした中華風スープを温める。

　気持ちを切り替えて作業しようとしたそのタイミングで、またスマホが騒ぎ始めた。

　でも、今度は和孝さんから連絡が来た時の受信音ではない。

　届いた通知を見ると、サキさんからだった。

　彼女から送られてくる素敵な雑貨や家具の写真を見れば、帰ってきた彼と向き合うだけの心の余裕を得られるだろうと期待したのに、メッセージの内容はいつもと空気が違っていた。

【相談したいことがあるんです】

　和孝さんからのメッセージのように、いろいろなことを想像させる内容だった。相談と言うだけでそれ以上の内容はなく、ただただ私の不安を煽あおる。こんなふうに前置きするからには、夕飯のメニューに悩んでいるなどというようなぬるい相談ではないだろう。

　けれど、相談内容を思いつけるほど私はサキさんのことを知らない。

　サキという名前。アンティークがとても好きだということ。そして名前から察するにおそらくは女性だということ。そのぐらいしか情報がないのだ。

　ＳＮＳでよくあるトラブルを思い出し、もし彼女から怪しげなツボや絵の話をされたり、借金の返済を手伝ってほしいと言われたりしたらどうしようと考える。

　もしそんなメッセージが来たら、初めての趣味友だったのにとかなり落ち込むのは間違いない。

【どうかしましたか？】

　余計な言葉は付け加えず、それだけを送る。

　それと同時にサキさんからまたメッセージが届いた。入れ違いになったらしい。

【もし答えづらい内容だったら、流していただいて構いません】

　追撃のメッセージを見て、想像してしまったような悪いことではないと判断する。私に高価なツボを買わせるつもりなら、こんなふうに気を遣ってこないだろう。

　画面の上で指を彷徨さまよわせていると、また新着の通知が入った。

【あなたが恋人か、あるいは人生のパートナーに贈りものをするとしたら、どんなものを贈りますか？】

　どくん、とひときわ大きく心臓が跳ねた。

　和孝さんへの贈り物など考えたこともない。そんなやり取りをするような夫婦ではないからだ。

　メッセージはスクロールした先にも続いていた。文面を読んで唇を噛みしめる。

【特別な日というわけではないんですが、なにかしたいと思いまして。恥ずかしながら、関係がうまくいっていないんです。だからこれをきっかけに距離を縮められたらいいなと。周りからはいい夫婦だと思われていることもあって、誰にも相談できず……】

　私と同じ悩みを抱え、苦しんでいる人がいることをなぜこれまで思いつかなかったのだろう。もし彼女が目の前にいたら抱きしめて胸の内をさらけ出している。

　――距離を縮めたいのはサキさんが相手を好きだから。私が和孝さんを思うように。

　共感を覚え、彼女の力になりたいと強く願った。

【財布とか、時計はどうでしょう？　無難といえば無難ですが、間違いのない贈り物だと思いますよ】

　これまでいくつもの結婚式をバックアップしてきた私には、こういったプレゼントの相談経験も数多くある。男性に喜ばれるのは時計が多い。喫煙者ならシガレットケースも悪くないのを知っている。

【相手のお仕事に合わせるのもいいかもしれません。時計を普段身につけられない方もいますし、デスク回りの雑貨なども喜ばれたりしますよ。差し支えなければ、どんな仕事をしている方なのか聞いてもいいですか？】

　仕事っぽいメッセージになったなと思いながら、さらに続けて送信する。他人事とは思えず、ついつい自分と重ねて考えていた。

　彼女には友人であるという以上に、同じ悩みを持つ人間としてうまくいってほしい気持ちがあった。そうすれば私も勇気をもらえる気がして。

　今度の返事はすぐに来なかった。

　気持ちを落ち着けて料理の続きに着手しつつ、連絡を待つ。水で戻した海藻をレタスにのせ始めた頃、また通知が入った。

【結婚式の手伝いをしていると言っていました】

　驚きを感じながら、濡ぬれた手を軽くタオルで拭う。

　サキさんの旦那さんも私と似た仕事をしているらしい。

　結婚式の手伝いといっても、プランナーからフラワーコーディネーター、ドレスコーディネーターに司会、音響、カメラマンなどなど多岐にわたる。

　その中でどの仕事をしているかまで聞くのは、さすがに突っ込みすぎだろう。サキさんが返事に時間をかけたのも、どこまで細かく伝えるか悩んだからかもしれない。

　この仕事で使いやすいものといったらなんだろう。考えて、あ、と声をあげる。

【手帳がいいかもしれません。予定のメモを取ることが多いので、新しいものはいくらあっても足りないんですよ】

　私はなんとか一冊の手帳でまとめているけれど、中には年間の手帳を複数持っている人もいる。顧客によって使い分けるのだと言っていた。

　確かにそのやり方ならば、どれが誰の予定だったのかわからなくなることはない。私がそれを真似しないのは、単純に手帳を購入する予算をあまり用意できないからだ。

　大好きなアンティーク雑貨の購入。先日の市のようなイベントへの参加。さらに言うなら〝いつか海外に行って直接楽しもう貯金〟もある。

　次の返事を待っていると、サキさんからテンションの高い文面が届いた。

【ありがとうございます！　餅さんに相談してよかったです】

【うまくいくことを願っていますね】

　これで今日のやり取りは終わりになりそうだ。

　サキさんは手帳か、もしくはちょうどよさそうなプレゼントを用意し、旦那さんとの仲を修復する。そしてきっとそれを報告してくれる。

　どうなったのか報告をもらうまで、落ち着かない日々を過ごすことになりそうだ。

　――サキさんが頑張るなら私も頑張ろう。今日はいつもより会話をするのが目標ね。

　そういえば、と考える。私が今使っている手帳も、随分書き込みが増えて使いにくくなっていた。趣味に使う予算を少しは回すべきかもしれない。

　再び夕飯作りに戻り、時計を確認する。和孝さんからメッセージが届いたのは、もう三十分近く前だった。

　そろそろ着いてもよさそうな時間である。急いで夕飯の仕上げをしなければ、間に合わなくなるかもしれない。

　今夜の目標はいつもより会話をすること。こうして決めてみると、少し燃えてきた。

　それから十分ほどで玄関の鍵が開く音が聞こえた。ぎくりとしたのは隠しておく。

　――ただの帰るコールであって、大事な話があるわけじゃない。まだ離婚の話は来ない、まだ大丈夫……。

　祈るような思いで、キッチンから声をかける。

「おかえりなさい」

　玄関まで出迎えたい気持ちはあったけれど、和孝さんが望んでいるとは思えなくて我慢する。

　廊下を通る足音が近付いてきた。緊張が高まる中、スープをよそって深呼吸する。

「ただいま」

　ごそごそと背後で和孝さんが動く気配を感じる。

　彼が私になにを言うのか、考えるのが怖かった。いっそ先に話しかけてしまおうかとも思う。そうすれば聞きたくない話があったとしてもやり過ごせるんじゃないか、なんて。

　だから振り返って話しかけようとした。

「今日のおかずは――」

「ちょっといいかな」

　声を出さなかったのは不幸中の幸いだった。この切り出し方は間違いなく悪い話に違いない。

　もし離婚したくないと言ったら、和孝さんは聞き入れてくれるだろうか。

　近くの布巾で手を拭って和孝さんのもとへ向かう。小さい頃、いたずらを隠して親に呼び出された時でさえこんなに足は重くなかった。

「……なん、でしょう」

　この先へ進みたくなくて、息をするのも忘れてしまう。

「大したことじゃないんだけど。……これ」

　うつむいた私の視界の中で和孝さんの手が動いた。カバンから取り出されたものはピンクの紙で包装されている。

　――離婚届ではないみたい？

　厚みのあるそれをおそるおそる受け取ると、それは手のひらより少し大きい程度のサイズをしていた。

「開けてもいい……？」

「いいよ。そのために買ってきたわけだし」

　それはどういうことだろうと包装を震える手で開けながら考える。だって、和孝さんからものをもらう理由が見当たらない。

　ぺり、とテープを剥がして中を見てみる。

　革を模した表紙はライトグレー。改めてよく見なくても私はこれがなにかを知っている。

「手帳……？　でも、どうして」

「えーっと……たまたまよさそうなものを見つけたから。仕事で使いそうだと思ったんだけど……」

「うん、使うよ」

　違う、もっと他に言うことがあるだろうと自分自身を叱しっ咤たする。彼に伝えたいのは、そんなつまらない言葉ではない。

　私のために手帳をプレゼントしてくれた。よさそうなものを見つけた時に、私の顔を思い浮かべてくれたということだ。

　手帳を持った手が震え、唇を引き結んで泣きそうになるのをこらえる。

　本当にうれしくて、今すぐ彼に飛びついて感謝を伝えたい。今日から宝物になった手帳に頬ずりもしたいし、声が嗄かれるまでありがとうと言いたい。

　――特別な意味はないのかも。でも、本当にうれしい……！

　頭の中はお祭り騒ぎでも、顔には絶対出さない。こういう時に自分を演じないなら、いつ演じるというのか。

「ありがとう。そろそろ新しいものを買いにいこうと思ってたんだ」

「なら、よかった。色はそれでよかったかな。他に蛍光イエローなんかもあったんだよ」

「ううん、仕事で使うものだからこのぐらいがぴったり。本当にありがとう」

　お礼の言葉に〝大好き〟というひと言も付け加えたい。

　心が繋がっていなくても、好きな人からのプレゼントというのはこんなにもうれしいものらしい。

　これから私はこの手帳を見るたびに幸せな気持ちになるだろう。もったいなくて使えなくなってしまうかもしれない。

「喜んでくれたならよかった」

「大切に使うね」

　内心の興奮は必死に隠し、あくまで上品に笑ってみせる。

　突然とはいえ、プレゼントをくれたのだから嫌われてはいないに違いない。予想していた最悪の展開にならなかったばかりか、今の私たちにはいつもの緊張した空気がなかった。

　和孝さんのまとう雰囲気が張り詰めていないからだろうか。それとも、私がプレゼントを受け入れてひたすら喜んでいるからだろうか。

　わからないけれど、私の理想としている夫婦はきっとこんな空気で毎日を過ごしている。

「汚さないようにしまってくるね。置いてきたらご飯にしよう」

「準備しておくよ」

「ありがとう。スープはもうよそってあるから大丈夫だよ」

　和孝さんは少し笑ったようだった。きゅんと胸が疼いて、もっとその顔を見ていたくなる。

　どうやら私は、自分で思っているよりもずっと夫を愛しているようだ。

　彼のやわらかな表情に安あん堵どの色が見えて、騒いでいた胸がほんの少し落ち着いた。

　――和孝さんも手帳を渡すにあたり、緊張していたのかな。だとしたら、申し訳ない。

　ふたりの間にある微妙な空気を感じ取っていたのが私だけだとは思っていない。小さな罪悪感は跳び上がりたいほどうれしい気持ちに微かな影を落とした。

　――でも、これをきっかけにちゃんとした夫婦になっていけるよね？

　私の方からも頑張って歩み寄っていこうと決め、手帳を部屋にしまいにいった。










少しずつ噛み合って




「あんたそれ、浮気されてるんじゃないの？」

　後日、興奮を伝えようと声をかけた真里は、驚くほどばっさり私の喜びを切り捨てた。

　手に持っていたグラスを、思わずがしゃんとテーブルに置いてしまう。

「そ……そんなわけ……」

　声が震える。

　動揺が思い切り出てしまった。

「だって、浮気のうしろめたさからプレゼントするって古典的な手じゃない？　今までうまくいってなかったんでしょ？　なのに急にプレゼントなんておかしいでしょ」

「で、でも、よく考えてみてよ。本当に浮気のうしろめたさからプレゼントするなら、もっと豪華なものを用意すると思わない？　指輪とかネックレスとか、そういうあからさまな感じの」

　早口になったのは、真里の言葉を絶対に否定したいからだ。

「まあ、それもそっか」

「うん、そうだよ。間違いない」

　自分を納得させるための言葉は、彼女を納得させたようだった。

　和孝さんが浮気をしているとは思わないし思いたくもないけれど、考えるだけで胃がきりきりする。

「で、初めてのプレゼントがうれしすぎたから私を呼び出したと」

「そう！　色も悩んでくれたみたいなの。もうひとつ、蛍光イエローがあったらしくて」

「そっちを選ぶセンスの人じゃなくてよかったわね。っていうか普通それなら誰でもグレーを選ぶんじゃ……？」

　勝手に緩む頬を引きしめるために手を添えたものの、失敗する。プレゼントの件がうれしすぎて、最近はずっとこうだった。

「和孝さんはセンスある人だからね。家具だって全部すごくいいものばかり見繕ってくれたし」

　浮ついた私に呆れているのか、真里はふうっと息を吐いた。

「家具屋さんでしょ。本業じゃない」

「そうかもしれないけど！」

　ああ言えばこう言う真里に痺しびれを切らし、少し声が大きくなる。

　昼日中のカフェでそんな大声を出すのはおかしいと思い直し、すぐ自分を落ち着かせた。

「たまたま目についたプレゼントでもいいんだ。私にあげようって思ってくれたその気持ちがうれしい」

「喜ぶハードルが低すぎて涙が出てくるわ……。それで夫婦って言うんだから、かわいそすぎてＤＶでもされてるんじゃないかと思っちゃうくらい」

　和孝さんが他人に手をあげるところなんてまったく想像できず、勢いよく首を横に振って否定する。

「そんな！　人を殴るどころか、怒るところだって想像できないような人なのに」

「あんたと違って？」

　その言葉に頷く。

「私は……穏やかでおとなしい上品な奥さんを演じてるから」

「ってことは、プレゼントされた時もおとなしくにこにこしてたの？」

　再度頷くと、真里は目をすがめた。

「それ、本当はバレてるんじゃないの？　だってあんた、隠しきれてないわよ。うれしいですー幸せですーってにじみ出すぎて胸焼けしそう」

「多分バレてないと思う……。っていうか、バレたら困るし」

　まだ演技を続けているのかと言いたげに、真里は目を細めて私を見る。

「うれしかったなら、あんたらしく大はしゃぎして喜べばよかったじゃない」

「無理だよ。子どもっぽいでしょ？　ただでさえ年下なのに呆れられたくない」

　私と彼には六つも年齢差がある。和孝さんから見てかなり幼く見えるのではといつも不安に思っていた。

「年下の妻が大喜びしてたら、年上の旦那様としてはかわいいなって思うものなんじゃないの？」

「それは恋愛結婚した夫婦の場合。うちは当てはまらないよ。なにがきっかけで離婚になるかわからないし」

「なんか……しなくていい苦労をしてるわよね」

「それは私も思う」

　たまにこの頑張りは無駄なのではないかと思う時がある。自分を押し殺し、真実を知られないようギリギリまで線を引いた結果が今の夫婦生活だから、なおさらだ。

「でもねえ、本当変な話だと思うわ。あんたが離婚したくない理由はわかるけど、向こうが結婚を続ける理由ってなに？」

「だからそれはご両親を安心させるため、とか……」

　和孝さんのことだから、自分のためではない気がした。

「それだけで気まずい夫婦生活を送り続けられるとは思わないけどね。考えすぎなんじゃないかって気がする」

「私だってそうだったらいいなと思うよ」

「悪い方にばっかり考えるから、余計ドツボにはまってるんだったりして」

　追い打ちをかけるように言われ、頭を抱える。

「あ、そうだ」

　その話はもう飽きた、とでも言いたげに話を変えられた。真里が好奇心を覗かせながら身を乗り出してくる。

「例の趣味友はどうなったの？　ほら、ＳＮＳの」

「あ……うん。仲良くなったよ」

　プライベートにかかわることだろうから真里には言わないでおくけれど、サキさんも私と同じ悩みを抱え、相談をしてきたのだった。

　他人とは思えないと感動していたら、まさかのプレゼントのタイミングがかぶるという偶然。サキさんの旦那さんも私のように喜んでくれたのかどうか、早く彼女から聞きたくて、隙あらばスマホの通知を確認する。

　でもあれからメッセージは届いていなかった。

「私よりアンティークに詳しいの。珍しいものも結構見にいってるみたいで。羨ましいなぁ」

「そのうち直接会ってみたら？　お茶でもしたら盛り上がりそう」

「ね、楽しそう」

　やり取りから察するに、真里のような気の強いタイプではなさそうに思える。

　私のイメージしているサキさんは、おとなしくて、趣味のことになると目を輝かせるような女性だ。私が和孝さんの前でそうありたいと思う理想の女性像とでも言うべきか。

「まあ、サキちゃんもいいけど私とも仲良くしてくれないと拗すねるわよ？」

「真里は拗ねるっていうより怒りそうなんだけど」

　実際、彼女は怒りっぽい。前は遊びに行く時に雨が降っただけで怒っていた。

「あんたね、人のことなんだと思ってるの」

「言ったら怒られそうだから言わないでおく」

　あはは、と笑った私につられたように真里も笑った。




　夕方になって真里と別れ、帰路につく。

　駅から家までの間、信号で立ち止まるたびにスマホを開いた。

　相変わらずサキさんからの返信はない。以前までなら遅くても次の日には来ていた返事が、数日経っても届かないとなると、悪い想像をしてしまう。

　三度目の信号に引っかかり、足を止める。

　あまり話したくないと思っているかもしれないが、このままでは私も心配して仕事が手につかなくなりそうだ。意を決して文面を作り、メッセージを送った。

【この間はどうでしたか？　うまく喜んでもらえていたらいいんですが……。実は同じことで悩んでいたので、勝手に親近感を覚えてしまって。結婚生活って難しいですよね】

　また信号が青になり、スマホを懐にしまう。本当はずっと画面を見て歩きたいけれど、そんな危険な真似はできない。

　早く家でゆっくりメッセージを確認しようと、歩く速度を速める。

　和孝さんは私と同じ部屋で過ごさないから、家でどれだけスマホを触っていようと気にしない。もし逆の立場だったら、誰とそんなに連絡を取り合っているのか気になって家事どころではなくなりそうだ。

　どちらにせよ今日、彼は急な仕事が入って家にいない。会話もまともにできない夫婦だけど、いないと寂しさを感じた。

　切なさに胸をつかれて立ち止まった時、足を動かす前にスマホへ向けた目がメッセージの受信通知を捉えた。

　急いで届いた内容を確認してみたものの。

【報告が遅くなってすみません。うまくいったかはわからないんですが、一応受け取ってもらえました。餅さんも同じ悩みを抱えているなんて意外です】

　サキさんの返答からだけでは詳細がわかりづらい。もう少し突っ込んで聞いてみたいけれど、先に私の話をして距離を縮めてからの方がいいだろう。

　プレゼントの件には触れず、自分の話をしてみる。

【お見合いだったせいかもしれません。今も結婚してよかったのか悩んでいて】

　歩き出すべきか返事を待つか一瞬考えた。そうしている間にもう返事が来ている。

　最近ずっと連絡がなかったことを思うと、ちょっと驚いてしまった。サキさんもこうして話す相手に飢えていたのかもしれない。

【お見合いだったんですね。言い方が難しいんですが、お相手のことは好きじゃなかったんですか？　断れない結婚だったとか……】

【そんなことはないです。ひと目惚れだったので。むしろ断りづらかったのは向こうの方だったんじゃないでしょうか。家のことやご両親のことがありましたし……。向こうからすればいい迷惑だったんだろうなって】

【でも、お相手も好きじゃなかったら結婚を進めないんじゃないでしょうか？　すみません、詳しいことを知らないので憶測になってしまいますが……】

　申し訳なさそうな文面に苦笑いした。私の相談を傷つけないようにしながら聞いてくれるサキさんの優しさが、画面越しに伝わってくる。

【優しい人なんです。だからご両親のために無理をしたのかなと】

【そんなの優しい人じゃないですよ。餅さんを悩ませているんですよね？】

　以前、真里も同じことを言っていたのを思い出し、口元が緩む。類は友を呼ぶと言うけれど、私の友人になる人は似た考え方をするらしい。

【悩んでいることも知らないと思います。そういう関係なんです。ちょっと寂しいけど、仕方がないなとも思っていて】

【仕方がないなんてそんなことありません。結婚って相手を幸せにしたいと思ったからするものだと思うんです】

　サキさんが怒っているように感じられる。それがなぜか、無性にうれしい。

【サキさんもそうでしたか？】

【はい。今はうまくいっていないけれど、お相手の方を幸せにしたくて】

【それなのに悩んでいるなんて……本当に難しいですね、結婚って】

【餅さんと同じように、向こうの気持ちがわからないんです。好かれてはいないんだろうな、とは思うんですが。ずっと線を引かれているんですよね。気を遣われていて、一緒にいても楽しくないんだろうなと……】

【それ、わかります】

　共通することが多すぎて話が尽きない。サキさんはもうひとりの自分なのではないかとすら思ってしまう。

　道の端で立ち止まったまま、少しだけ唇を噛んだ。

【この間のプレゼントもどれだけ喜んでくれたのかわかりませんでした。ありがとうって笑って言ってくれたんですが、気を遣われているようにしか思えなくて】

　詳細を聞く前にサキさんの方から教えてくれる。なんとなく、胸に刺さるものがあった。

　和孝さんのプレゼントを心からうれしく思ったのは真実だ。でも、その喜びをどこまで彼本人に伝えられたか問われると、答えにくい。

　――自分を隠さないで、ちゃんとうれしかったって言うべきだったかな。

　あの時はうまく自分を出さずにいられたと安心していたけれど、それが間違いだった可能性に気付いて、後悔が押し寄せる。

【実は、同じタイミングで私も手帳をもらったんです。その時、主人にはうれしいって思っていることを隠してしまって】




◇◇◇




　返ってきたメッセージを見て何度か目を瞬かせる。

　――主人？

　ずっと相手を俺と同じ男だと思っていたのに、ここに来てまさかの事実を知る。

　思えば、別に餅さんが男だとはっきりするようなものはなにもなかった。

　丁寧な敬語と『餅』という性別不明のハンドルネーム。そして趣味の話になると長文を送ってくるような人。自分を基準に考えていたせいで、女性かもしれないという可能性をまったく考えていなかった。

　――これはどうするかな。話してる内容を考えるに、向こうも既婚者だ。お互い既婚で異性となると、こういうやり取りを続けるのはよくないと思う。

　仕事の合間にメッセージを送るほど盛り上がっていたこの関係も、他人におかしな勘繰りをされる前に終わらせるべきだ。

　かなり話の合う相手だと思っていただけに惜しい気持ちはある。

　けれど、これを紗枝さんに知られて誤解されることだけは避けたかった。先日のプレゼントで多少いい空気になったというのに、修復不可能なところまで行きかねない。

　恋愛感情がないのだから、そこまで深く考えずやり取りを続ければいいと言う人もいるだろうが、男女のことは気にしすぎるくらい潔癖でいたい。紗枝さんが悲しまなかったとしても、俺がつらいからだ。

　考えを巡らせていると、またメッセージが送られてくる。

【今、サキさんの話を聞いて失敗したなあと思いました。今からでもちゃんと伝えたいと思ったんですが、お返しを用意したら変に思われないでしょうか……？】

　区切りを考えていたのに、また長くなりそうな相談が来てしまう。

　――こっちも聞いてもらったんだし、この話で終わりにしよう。

　先日の相談は渡辺から聞いたことを参考にして、餅さんへ送っていた。

　やらかしたと思った時はプレゼントをすればいい。

　あっけらかんと言ったのを聞いてなるほどと思ったものの、じゃあなんのプレゼントをするか？というところで詰まってしまったのだ。

　渡辺に深く尋ねることで夫婦関係の悪化を勘繰られるのは避けたかったため、自然と餅さんが相談相手として浮上した。

　そこで話を聞いてもらったのだから、今度は俺が協力するべきだろう。

【喜ばれるんじゃないでしょうか？　いいと思いますよ】

【どういうものがいいか思いつかないんです。なにか案があったら教えてくれませんか？　いろいろ聞いてしまってごめんなさい】

　考える前になにげなく顔を上げる。仕事部屋の壁にかけられた時計は、そろそろ十九時を示そうとしていた。

　――餅さんが女性なら、相手は男か。だったら……。

【キーケースなんかはどうでしょう？】

【いいですね！　ハンカチかなーとか考えてたんですが、そっちの方が喜んでもらえそうです。さっそくよさそうなものを探してみますね。ありがとうございました！】

　話が落ち着いたら、同性だと勘違いしていたことも含め、お互い既婚者のようだから今後のやり取りは控えようと話すつもりだった。けれど、ちょうどいい区切りで会話が終わってしまう。

　俺のプレゼント作戦は紗枝さんの微妙な反応で終わったが、餅さんには成功してもらいたい。

　そう、こちらは失敗だったのだ。彼女は俺には見せられない感情を隠すように顔を引きつらせ、作りものの笑顔を張りつけていた。

　スマホをデスクに置くと、ちょうどいいタイミングで渡辺が部屋に入ってくる。

「そろそろお時間ですよ」

「うん、わかってる」

　有能な秘書の言葉に頷きながら、書類を手に立ち上がった。




　その夜、帰宅した俺は紗枝さんから渡されたものを見て戸惑っていた。

「この間のお礼にと思って……」

「あ……ああ、うん。ありがとう」

　それは革製のキーケースだった。

　今日でなければ深く考えずに喜んでいただろう。けれど、よりによって今日である。

　――おかしくないか？

　餅さんにキーケースを勧めたのはほんの数時間前のできごとだ。そして、餅さんも『先日、夫からプレゼントをもらった』と言っていなかったか。しかも渡されたのは手帳だ、と。

　――ただの偶然にしてはできすぎなんじゃ……？

　紗枝さんは俺の反応をうかがっていた。考えることが多すぎて、どう対応するべきか判断が遅れる。

「ありがとう。使わせてもらうよ」

　よそよそしい言い方になったと自分でも気付いた。

　紗枝さんはいつものように笑っていたけれど、その表情が少し強こわ張ばったように見える。他の言い方をするべきだったかと思うも、フォローを入れる余裕はなかった。

　――今までＳＮＳで楽しく会話してきた相手は紗枝さんかもしれない。

　どんな奇跡が起きれば、たまたまやり取りした相手が妻になるのか。それとも紗枝さんは俺だと知っていてメッセージを送ってきたのだろうか。

　先にメッセージを送ってきたのは紗枝さんだ。その可能性も十分ある。

　いや、と心の中で否定する。

　わかっていたのだとしたら、メッセージ上でのやり取りはごまかせても日常でボロが出るだろう。餅さんは趣味の話を純粋に楽しんでいた。そういう話をできる相手がいてうれしいと、文面から伝わるほど。

　その相手が俺だとわかっていたなら、メッセージで遠回しなやり取りなどせず、普通に対面で話せばいい。どういう反応が来るのか、既に知っているのだから。

　しかしそうはならなかった。それは紗枝さんが『サキ』と『夫』を同一人物だと知らないという事実に他ならない。

　――こんなことがありえるのか？

　驚きは隠して平静を装い、自分の気付きを伝えようとし――やめておいた。

　まだ本当に餅さんと紗枝さんが同一人物だと確定したわけではない。状況が限りなく似ているというだけで。

　冷静になりながらも、どこか興奮している自分を感じる。

　――もし本当に餅さんが紗枝さんなら、今の関係を変えるヒントを見つけられるかもしれない。










攻めに転じる日




　曇天に気分まで曇りそうなある日、フラワーショップから戻ってひと息つこうとした私のもとへ世田くんが駆け込んできた。

「先輩！　先輩の旦那さんって確か家具屋さんでしたよね……!?」

　勢いにぎょっとしながら、とりあえず頷く。

「なにかあったの？」

「ハープレさんからさっき連絡がありまして。使用する予定だったテーブルに傷が見つかったそうなんです」

「えっ、ハープレさんって……明後日披露宴の、だよね」

　はい、と世田くんが焦り顔で答える。

『ハートプレイス』、通称ハープレさんはうちと提携している披露宴会場だ。堅実な仕事と心温まる対応で顧客からの評判もよかったのに、ここに来てまさかのトラブルである。

「代わりのテーブルもちょうどいいサイズのものがなくて、今から新しいものを用意するには時間がないんです。だから先輩の旦那さんの伝つ手てを使えないかなと……。すみません、こんなお願いをするのはご迷惑だとわかっているんですが……！」

「わかったから落ち着いて」

　急な話に私も混乱してしまう。けれど、ここで私まで慌ててはそれこそどうしようもない。

　――和孝さんにお願いなんてしたら、図々しいと思われないかな。

　距離のある夫婦だという自覚を持っているだけに、そんな不安が芽生える。

　でも今回の件は世田くんだけでなく、ＭＡＲＲＹの評判にもかかわってくる問題だ。それに私だって、最高の結婚式を作り上げるプランナーのひとりとして、新たな門出を迎える夫婦のために手を尽くしたい。

「和孝さんに連絡してみる。でも明後日までって考えると相当難しいと思うの。だからもしかしたらいい結果にならないかもしれない。それだけは理解しておいて」

「はい。こっちでも引き続き当たれそうな場所を探してみます」

「もし進捗があったらすぐ連絡するから」

　世田くんは私にテーブルの写真を渡すと、スマホでどこかへ連絡しながら外へ出ていった。私も自分のスマホを手に、初めて和孝さんの番号へ電話をかける。

　時刻は正午を少し過ぎたあたり。副社長といっても昼休憩はあるはずだ。忙しい時分に重なっていないことを祈るばかりだった。

　どうか出て、と祈りながら繰り返されるコール音を聞く。このまま出ないかと思ったその時、和孝さんの声が聞こえた。

《もしもし？　紗枝さん？》

「ごめんなさい、今大丈夫ですか？」

　声が少しうわずったのは、和孝さんが応えてくれたからだった。もしかしたらという不安が心のどこかにあったのだろう。

《ちょうど昼入ったところだから。なにかあった？》

「実は……」

　世田くんから聞いた話を手短に伝える。

「急な話で本当にごめんなさい。もしすぐテーブルを用意できるような会社の心当たりがあればと……」

《どんなテーブルなんだ？　写真、送れるか？》

「あっ、うん」

　電話をした状態で世田くんから渡された写真を撮影し、和孝さんのアドレスに転送する。そうしながら、胸がちりちりした。

　――なんだか利用してるみたい。困った時だけ頼るなんて。

　どうしようもないとわかりながら、胸のもやつきを消し切れず彼に謝罪する。

「あの、本当にごめんなさい」

　メッセージを確認したらしい気配を電話の向こうから感じた。

《別にいい。紗枝さんの力になれてうれしいよ》

　私を安心させるような優しくて頼もしい声色に、目の前が滲む。

《一時間後にもう一回連絡する》

「ありがとうございま――」

《大丈夫だから、そんな泣きそうな声を出さないで》

　喉に言葉が詰まった。涙なんて流していないし、普段彼と接する時と同じように平静を装って話していたはずなのに、どうして泣きたくなっていることに気付いたのか。

《じゃあ、また後で》

　私がなにか言う前に和孝さんは電話を切った。しばらく、音のしなくなったスマホを見つめてしまう。

　――私が泣きそうになったのは、トラブルが発生して不安だったからじゃない。あなたが力になれてうれしいって言ってくれたことが、うれしかったの。

　本当に泣いてしまわないよう、ゆっくり深呼吸をする。それを何度か繰り返し、今度は世田くんの番号に電話をかけた。

《先輩、お疲れ様です！　どうでしたか？》

「一時間後にまた連絡してくれるって。だから――」

　身内がかかわることなのに、自分でこの先を言うのは気恥ずかしいようにも思えた。でも、一拍置いたのちに伝える。

「――絶対大丈夫だよ」




　夕方、私は披露宴会場のハートプレイスへ来ていた。

　そこには明後日の式を担当する世田くんと、ハートプレイスのスタッフ、それから和孝さんの姿がある。

　電話をかけた一時間後、和孝さんは約束通りにまた連絡を返してくれた。

　似たテーブルをいくつか見繕ってくれたこと、夕方頃には会場へ搬入できること。その際、テーブルを用意する会社への仲介は自分がすること。搬入に必要な人員も和孝さんが用意してくれた。

「世田と申します。このたびはご迷惑をおかけしまして、本当に申し訳ございません」

「改めまして、皆崎です。……いや、こういうトラブルもあるんですね。よさそうなものをすぐご用意できてよかったです」

　名刺を交換するふたりを他人事のように見守る。離れたところを、テーブルが複数卓運ばれていった。

『よく似たテーブルだと言っても、一卓だけ違うんじゃおかしいと思われるかもしれないだろ。使用するテーブルの半数とは言わないから、複数用意しておいた方がいい』

　と、和孝さんが提案したからだった。

　その提案は正しかった。写真とは違い、現物のテーブルはやや色が白く、代用にと用意されたのは少し黄味がかっていたからだ。

　ハープレの責任者と和孝さんが話している間、私はどんな立場でここにいればいいのかちょっとだけ悩む。テーブルを用意したミナサキ家具の副社長の妻か、あるいはＭＡＲＲＹの先輩スタッフとして立つべきか。

　そうしていると、世田くんが安心しきった表情で近付いてくる。

「先輩のおかげで本当に助かりました。ありがとうございます」

「ううん、和孝さんも言ってたけどよかったよ。これで当日は大丈夫そうだね」

　彼のホッとした顔を見て、本当にもう大丈夫なのだと私も肩の力を抜いた。

「はい。ハープレさんもこんなトラブルは初めてだったそうで、本来なら自分たちで対処するべきだったと謝られました」

「今回ばかりは泣きついてくれて助かったかも」

「もっとギリギリになってたら、本当にどうしようもなかったでしょうしね」

　そこにやってきた和孝さんが、ちらっと世田くんを見た。

「妻が、いつもお世話になっているそうですね」

　私の隣に立った和孝さんの距離が近い。しかもさりげなく腰に手を添えられた。それだけのことにドキッとする自分がいる。

「いえ、こちらこそ先輩にはいつもお世話になっています。今回も先輩のおかげでことなきをえたようなものです」

　世田くんがにこやかに挨拶したのを聞き、和孝さんは私に視線を向ける。

「紗枝さんは後輩思いなんだな」

「えっ、あ……はい、うん」

　背の高い和孝さんに見下ろされるのは初めてではないけれど、なんとなくその眼まな差ざしにまた胸が騒ぐ。

「そういえば家で仕事の話をしたことはなかったっけか。後で教えてくれ」

「うん、構わないけど……」

　どうして急にそんなことを言い出したのかわからず不思議に思うも、悪い話ではない。仕事の話をきっかけにすれば、和孝さんとまともな会話ができるだろう。

　私も彼を見つめ返し、口元に笑みを作った。

「和孝さん、私からもありがとう。忙しいのにわざわざ来てもらってごめんなさい」

「ううん、いいんだ。俺が紗枝さんを見にきたかっただけだから」

　さらりと髪に触れられて、なにをされたのか理解できなかった。

　――和孝さんが私に触ってる？

　それを言うなら既に腰を抱かれているが、顔に近い場所となるとまた違う。慌ただしい中で乱れた髪を整えてくれたのだろうと思いつつ、胸の高鳴りを抑えられない。

「もう少しおもしろいところを見せられればよかったんだけど……」

　電話した時よりも声がうわずっていた。どんな顔をすればいいのか、まったくわからない。

　――仲のいい夫婦だって思わせたくてやってる？　でも世田くんの前でする必要はないよね。お義父さんやお義母さんの前でならともかく。

　私が内心混乱しているとも知らず、和孝さんは優しい声で続ける。

「この後、どうするんだ？　まだ時間あるしＭＡＲＲＹまで送っていこうか？」

「えっ、そこまでさせられないよ。世田くんだっているし」

　私が断ろうとすると、世田くんが横で首を振っていた。

「まだハープレさんで確認することがあるんです。そのまま直帰するので、先輩は皆崎さんに送ってもらってください」

　それに、と世田くんは付け加えてにっこり笑う。そしてこっそり私にささやいた。

「夫婦の邪魔をするほどできの悪い後輩じゃないですよ」

「世田くんっ」

　後輩にからかわれるとは思わず、顔が熱くなった。ついいつもの調子で突っ込もうとしてしまい、和孝さんの前だと思い出して背筋を伸ばす。

「世田くんもこう言ってるし、お言葉に甘えさせてもらうね」

　とは言ったものの、私はすっかり失念していた。

　送ってもらうとなれば、和孝さんの運転する車で行くことになる。ハープレさんからＭＡＲＲＹまでは電車を乗り継いで三十分強。車ではそれよりも時間がかかった。

　当然、その間は和孝さんとふたりきりだ。

　気まずくなりたくないと必死に頭を巡らせながら、和孝さんとともに車へ向かう。助手席のドアを開ける紳士的な対応に胸を騒がせつつ、さてこれからどうするかと小さく呻いた。

　ここで打開策を思いつくようなら、そもそも普段から悩んでなどいない。

　おかげで車に乗ってから五分が過ぎようとしても、私たちは静かなままだった。

　まずは会話のネタを探さなければならないのに、時々和孝さんの横顔を盗み見て、運転する姿も素敵だとときめきを覚える。沈黙が気まずくさえなければ、ずっと見ていたい。

　そういえばさっき仕事の話について触れられていた。だったらそこに逃げようかと思った時、先に和孝さんが口を開く。

「さっきの後輩とは長いのか？」

「え？　うん、もう三年くらいの付き合いだよ」

　世田くんに興味を持たれた理由に疑問を抱く。

「世田くんとなにかあったの？」

「挨拶した時、紗枝さんの話ばかりしていたから。かなり仲がいいのかと思って」

　仕事の話がなければ、ふたりの共通点は私ぐらいだろう。別におかしなことではないように思える。

「仲はいい方だと思うよ。ＭＡＲＲＹに入った時の教育係も私だったし」

「今回、俺を頼ってくれたのも……後輩のため？」

「そうだね。私の問題だったら和孝さんを頼れなかったと思う」

「……そっか」

　妙な間の後に会話を終わらせると、和孝さんはそれきり話すのをやめてしまった。再び沈黙が広がり、家で感じるものよりも重い空気が流れる。

　このままではＭＡＲＲＹに到着するまで、精神的にかなり削られてしまいそうだと判断し、思いついたことを口にする。

「テーブルはどうやって見つけたの？　一時間で見つけてくるなんて、驚いたよ」

「部下を使って検索させただけだよ。ああいったデザインならそんなに珍しいものでもないし、難しくはなかったかな」

　難しくはなくても、和孝さんは時間と人員を私のために割いてくれたのだ。改めて感謝の気持ちが込み上げる。

「助けてくれてありがとう」

「紗枝さんに言われたんじゃなかったら、ここまでしてないよ」

　ちら、とこちらを見た和孝さんと目が合ってしまった。

　どくんと心臓が音を立て、全身の血が沸騰したかのように顔が火照る。

　胸に手を当てて、気付かれないようゆっくり深呼吸すると、そんなに暑い日でもないのに汗が背中を伝っていった。

　――ちょっと落ち着こう。

　自分に言い聞かせた私の視界に、見慣れたフラワーショップが映る。

「あ」

「ん？」

　和孝さんが遅れて反応した。その頃にはもう通り過ぎてしまっている。

「今、交差点の前にフラワーショップがあったのを見た？　いつもお世話になってるんだよ」

　絵美さんの店について説明し、お茶をご馳走してくれることや、話し相手になってくれることを伝える。

「結婚式のスタッフをしているのは知ってたけど、フラワーショップともかかわるのか？」

「うん、かなり。ブーケの用意や会場に飾る花をお願いするの」

「そういうのは完全に外部の人間がやるんだと思ってた」

　感心したように言う和孝さんの言葉に、首を横に振って応える。

「他にもカメラマンとか、ドレスの手配をする人もいるよ。みんな提携してるんだ」

　その流れで、私が普段やっている仕事についてもかいつまんで話す。

　彼は興味深そうに真剣な顔で聞きながら、時々相あい槌づちを打ったり、質問をしたりしてくれた。

　私もまた、和孝さんが副社長としてどんな仕事をしているのか質問した。

　想像していたよりもずっと人とのかかわりが大切で、分刻みのスケジュールに追われているらしい。

　そんなに忙しい中で手を貸してくれたのかと、今回の件で助けてくれたことを改めて感謝しながら、いつもより長く続く会話に感動した。

　やがて、義両親の結婚式の話になった。

「あの人たちの相手は大変だったんじゃないか？」

「いろいろ提案できて楽しかったよ」

「本当にそれだけ？」

　そう言った彼の口調が少しいたずらっぽく聞こえて、私も楽しくなる。

「ちょっとだけ大変だった。内緒にしてね」

　軽口に和孝さんも笑ってくれたのがうれしい。その顔をやっぱり好きだと思った。

「大変だなって思うお客さんは少なくないんだ。残業もたくさんあるし、休日返上も当たり前だし、仕事自体も忙しくて」

　義両親へのフォローをすると、和孝さんは微かに眉根を寄せた。

「仕事を辞めようと思わないのか？」

「えっ、どうして？」

「結婚したんだから、専業主婦になってもいいだろ」

　彼が続けた言葉を聞いて、楽しくなった気持ちがすっと引っ込む。

　目の覚める思い、とはこういうことを言うのだろう。今、こうして言われるまでそういう選択があったことをまったく考えていなかった。

　同時に、これは答え方に気を付けなければならないと言葉を選ぶ。

「今の仕事は楽しいし、やり甲斐を感じてる。けど……和孝さんは専業主婦の方がうれしい？」

「どうだろう、わからないな」

　ここからどう話を続けていいかわからなくなってしまい、さっきまで順調だった会話が途切れる。赤信号のせいで車が止まり、エンジン音だけがむなしく響いた。

　――もしかして専業主婦になりたいって言った方がよかった？　でも仕事を辞める気はないし、嘘になる……。

　それきり会話はもう始まらなかった。

　微妙な空気の中、ようやくＭＡＲＲＹの前に到着する。

「着いたよ」

「あ、うん。ありがとう」

　ふたりきりの時間をあんなに意識していたのに、逃げたい気持ちもある。

　それが前のめりに態度で出てしまい、車が止まると同時に外へ出ていこうとしたけれど。

「紗枝さん！」

　ぐ、と後ろから腕を引かれてひっくり返りそうになる。

　一気に縮み上がった心臓をそのままに振り返ると、和孝さんが私を見つめていた。

「言うかどうか迷ったけど言っておく。ちょっとだけ君の後輩に嫉妬した。すごく仲がよさそうに見えたから」

　なにを言われたか理解できず、まっすぐ彼を見つめ返す。

「ごめん。それだけ。残りの仕事も頑張れよ」

　いつ腕を離されたのか。そしていつ車を出たのか。

　自分でもわからないまま、目の前のドアが閉じて車が走り去っていく。車体が見えなくなっても私はその場に立ち尽くしていた。

　――どういうこと？

　和孝さんは嫉妬という言葉を使った。私の知っている言葉と同じなら、なおさら意味がわからない。

　どうして和孝さんは世田くんに嫉妬したのか。

　でも、彼がそう言ったことでパズルのピースが綺麗にはまっていく。

　突然、本物の夫婦のように腰を抱いてきたこと。

　今まで距離を取っていたのに触れてきたこと。

　車の中で最初にした会話が世田くんの話だったこと。

　――嫉妬した相手がいるから、仕事を辞めて専業主婦になってほしかったとか？

　へたり込みそうになって、ＭＡＲＲＹの外壁に手をつく。

　いやいやいやいや、とすぐ否定するけれど、否定しきれない。肯定したい自分が邪魔をする。いつも大袈裟に荒ぶる自分の感情は、珍しく困惑のせいで控えめに落ち着いていた。

　もしここに鏡があったら、自分がどれだけ真っ赤になっているかに気付けただろう。




【また相談してもいいですか？】

　私は帰宅してからサキさんにダイレクトメッセージを送っていた。

　真里に相談するかどうか悩んでサキさんにしたのは、顔が見えない友人という安心感もあったのかもしれない。

　しばらくしてサキさんから返事が来る。

【なにかあったんですか？】

　どこから話すべきか悩んで、詳細部分をふんわり濁しながら伝える。

　会社で起きたことではなく友人関係として、今日の出来事を話した。

　たまたま友人といたところに夫が来ることになり、ふたりきりになった時に『嫉妬した』と言われた。これはどういう意味だろう、と。

　長文を読み返し、どこからどう見てものろけにしか見えず苦笑する。

　他にどう伝えるか思いつかなかったこともあって、そのまま送信してしまった。

　サキさんの返事はいつもよりずっと速い。

【それは素直に受け取っていいと思いますよ】

　彼女なら「違う意味があるかもしれません」とでも言ってくれるかと思ったけれど、そんなことはなかった。

　私だって同じ相談を受けたら「そのままの意味でしょ」以外に返す言葉が思いつかない。

【でも、こんなことを言われるのは初めてなんです。おかしいと思いませんか？】

　浮気という単語がちらついたのは、多分真里のせいだ。

　サキさんはどう思うだろうか。こんなメッセージを送ってくるなんて、面倒な人だと思われていないだろうか。

　再びすぐに通知が来て画面を見る。

【餅さんは嫉妬したって言われてどう思ったんですか？】

　私がどう思ったかなんて、今サキさんに指摘されるまで考えもしなかった。自分の気持ちを振り返り、返信を打つ。

【うれしかったと思います。そういうのを感じてくれるくらいには、私に思うことがあるんだなって。でも素直に喜ぶのは多分、怖くて】

　そこまで打って手が止まる。彼女によって引き出された本心を、自分が思うままつづった。

【彼を好きだから好意的に受け取ろうとしているだけなのかも。だからうれしいことがあると、悪い方に考えた方が安心するんです】

　まとまりのない文章だとわかっていたけれど、全部消してしまうとそれはそれで私の言いたいことが伝わらない気もした。

　送って、ソファの背もたれから背後を見ると、視線の先には浴室があった。そこには入浴中の和孝さんがいる。

　私は彼と、これからどんな顔をして向き合えばいいのだろう？
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〝好き〟という文字が見えた瞬間、動揺しすぎてスマホを風呂の中に落としそうになった。

　――餅さんは紗枝さんで、紗枝さんは〝夫〟を好き？

　のぼせたわけでもないのに、全身が熱くてかっかと顔に血が上る。心臓の鼓動も信じられないほど速くなっていた。

　同一人物だと発覚するまでもう少し時間がかかるかと思っていたのに、紗枝さんが今日の出来事を俺――もといサキに相談したことで確定した。

　細かい部分はぼかしていたものの、嫉妬したという発言には覚えがある。

　俺は彼女が後輩と仲良くしているのを知って、少しどころかかなりもやもやした。彼には俺に見せない笑顔や、素の表情を見せているのだと思うとたまらなくて、嫌がられるかもしれないとわかっていながら、腰を抱いたり彼女の夫は自分だとさりげなくアピールをしてみたりした。

　車の中での帰り道、そればかり考えすぎて心の余裕がなくなっていたのはある。紗枝さんとゆっくり話をするチャンスだったのに頭が真っ白で、結局これといった楽しい話ひとつできなかった。

　彼女に頼られた時、うれしすぎて会議を抜け出しかけたのは言えない。渡辺に無理を言って今日の予定を調整してもらったことも、使える人員を総動員して必要なテーブルを探しにあたらせたことも。

　紗枝さんがかかわると、いつも下心だけで行動してしまう気がする。今回も彼女の好感度が少しでも上がればいいと願っての協力だった。もちろん、困っているのを助けたいという気持ちもあったけれど。

　どう思ってくれただろうか？と気になりすぎて今夜は眠れないかと思っていたのに、ここに来て紗枝さんからの〝好き〟発言だ。

　今すぐ浴室を出て彼女を抱きしめにいくべきか、今夜本心を聞き出すために攻めてみるべきか。

　悶もん々もんとしながら、スマホを浴槽の蓋の上に置いて顔にお湯をかける。頭が少しも冷えないのは、お湯のせいばかりではないだろう。

　本当に攻めて平気か、もっとよく考えてみる必要がある。俺は彼女が餅さんだと知っているが、紗枝さんの中で俺とサキは結びついていない。

　一方的に気持ちを知った状態で勝手に暴走して、彼女を傷つけてしまわないだろうか。まずはＳＮＳでやり取りをする相手が誰なのかを伝え、これまでのことを含めて話し合うべきでは。

　そう思う理性的な俺と、好きな女性からの好意を知ったのだから我慢するなとささやく本能に忠実な俺がいる。

　と、そこに再び紗枝さんからのメッセージが届いた。

【どんな顔をして話せばいいかわからなくて】

　文面から彼女の不安や怯えを感じて申し訳なくなる。好きだと言えない原因は紗枝さんではなく俺にあるだろう。

　明らかに距離を感じさせる、あの作られた笑顔。どうして彼女が自分を偽ろうと決めたかは知らないが、俺に問題がなければ普通に素を出せるはずだ。

　不安を拭ってあげたくて、急いでメッセージに返信をする。

【どんな顔で話そうと考えるより、餅さんの感情のまま、思ったことをさらけ出すのがいいんじゃないでしょうか】

　素を見せてほしいという思いが彼女に伝わればいい。

　祈るような思いで返事を待つと、またすぐに通知が入る。

【絶対子どもっぽいって思われます。ただでさえ年下なのに、幻滅されたくないんです。嫌われるぐらいなら今のままでいいと思うのは間違っているんでしょうか？】

　間違っているとここから叫んでしまいたい。

　嫌うどころか、しっかりして見える紗枝さんの子どもっぽいところを見たらもっと好きになる自信がある。こんなにかわいい一面を隠していたのかと一周回って怒るかもしれない。

【ひと目惚れって厄介ですね】

　ぽつりと追撃するように送られたメッセージに、またスマホを取り落としそうになった。

　どうして彼女が俺との結婚を承諾し、今も続けているのかずっと疑問だった。

　顧客だった両親からの圧を拒めず、俺も反対しないせいで流され、半ば無理矢理婚姻届を書かされた状態だと思っていた。

　でも、違ったのだ。彼女は結婚前にひと目惚れしてくれたから結婚を受け入れ、今日まで夫婦でいてくれたらしい。

　――いつひと目惚れしたんですかって聞きたい。

　階段で転びそうだったところを助けた時だろうか。それとも両親と一緒に顔を合わせた時だろうか。

　胸を騒がせた相手が両親の勧める女性と同じだと知って、俺が奇跡や運命を信じたように、彼女も喜んだのだろうか。

　勢いのままスマホに打ち込んでいた文章は【俺はあなたが子どもを庇って男性に立ち向かう姿を見て惚れました】だった。慌てて消して、再びスマホを浴槽の蓋に置く。

　――俺が夫婦として寄り添いたいのはＳＮＳにいる餅さんじゃない。現実の紗枝さんだ。

　メッセージの返信は【間違っていませんよ、大丈夫です】と簡潔にしておいた。

　スマホを浴槽の外に置いてから、熱いシャワーをかぶり、心を決める。

　彼女に必要なのはＳＮＳの相談相手から送られてくるメッセージではない。

　悩みごとの種である夫からの、わかりやすい愛情だ。
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　ベッドの中で私はパニックに陥っていた。

　――いったいなにが起きてるの!?

　長風呂を終えた和孝さんは、私が悶々としていることも知らず、普通に話しかけてきた。

　いつものように他愛ない話で、会話自体は今回もそこまで長続きしない。

　でも、それだけでは終わらなかった。

『もう遅いな。一緒に寝よう』

　和孝さんはそう言って私を誘ったのだ。

　同じベッドに寝るのは結婚したその日から変わらないけれど、一緒に寝ようと言われたことは一度もなかった。

　心の中でサキさんに助けを求める。彼女は「思ったことをさらけ出せばいい」と言っていた。こんなことになるなら、具体的にどうすればいいかまで聞いておけばよかった。

　そして今、私は和孝さんの腕の中にいる。

　昨日までは背を向けていたのに、今日は向き合っている。それどころか和孝さんは私を抱きしめていた。

　ここまで近付くと彼の少し速い鼓動が伝わってくる。私の鼓動はというと、全力疾走した後よりもひどいことになっていた。

　入浴後だからか、和孝さんの胸はとても温かくていい香りがした。思い切り顔を押しつけて匂いを吸い込みたいという衝動をこらえるのがつらい。

　それにしても、この後はどうなるのだろう。初夜を迎えていない私たちに、ついにその時が来たというのだろうか。でも、なぜ急に？

　――こんなことなら、もっとかわいい下着にすればよかった！

　完全に油断していたせいで、身につけているのは着古したつまらない下着だ。せめて上下を揃えておくのだったと舌打ちしたくなる。

　こうなるとわかっていたなら下着はもちろん、風呂上がりにいい匂いのオイルを塗ったりパウダーをはたいたり、もっと入念に自分を磨いていた。

　普段から手を抜かないことが大切なのだと、脳内の真里が鼻で笑っている。

　恋愛から遠ざかっていた私をひと目惚れさせるほど魅力的な和孝さんなら、それこそ恋愛の経験だって豊富だろう。

　その辺りを深く考えると過去の女性関係を想像することになる。歯ぎしりしそうになるため、余計なことは考えないようにしておいた。

　ともかく、経験豊富に違いない和孝さんに呆れられないためには私も経験豊富で魅力のある女性を演じなければならない――のだが。

「紗枝さん、もう寝た？」

　んひぇ、と思わず漏れそうになった謎の声を飲み込む。声と吐息が近すぎてめまいがした。

「起きて……ます」

「なんで敬語？」

　笑ったようだったけれど、その顔を見る心の余裕はとっくになくしている。余裕のある女を演じるはずが、こんなことで乱されるとは情けない。

「ちょっと……緊張してしまって……」

「夫婦なのに？」

　和孝さんが身じろぎして、少し身体を起こした。私の顔の真横に手をつき、覗き込むように見下ろしてくる。

　こんな体勢だと、彼の腕に閉じ込められているようだ。目を逸らせなくて、カラカラになった喉を潤そうとするようにごくりと息を呑む。

「紗枝さんっていい匂いがするな」

　包み込むような穏やかな優しい声が、今だけは意地悪に響いて私の耳をくすぐる。あっと声をあげる前に、そこへ甘い感触が落ちた。

　突然のことに理解が追いつかず、声が離れた後も痺れる耳を手で触る。

「今、あの、なにを」

「キス。しない方がよかった？」

　低い声が私の理性を激しく揺さぶった。

「して平気、です」

　また敬語になってしまった私を、彼が楽しそうに笑う。

　こんな近距離で魅力的な笑みを浮かべないでほしい。ただでさえ壊れそうなほど高鳴っている心臓が、本格的に弾はじけてしまいそうだ。

「もっと身体の力を抜いていいよ、紗枝さん」

　和孝さんが片手を私の髪に滑らせ、甘やかすようになでてきた。

　どうして犬や猫が人になでられようと頭を寄せてくるのか、その気持ちがわかる。これは気持ちいいし、胸がときめきすぎてたまらない。

　今、私の身体はとても奇妙なことになっていた。緊張で強張っているのに、和孝さんの手でとろけてシーツと一体化しかけている。

　髪をなでていた手がゆっくりと下へ降り、さっき口づけを落とした耳を指でくすぐった。

「んっ」

　思わず濡れた声がこぼれて、咄嗟に口を覆う。やっぱり和孝さんは笑った。

「こういう時くらい、紗枝って呼び捨てにした方がいいかな」

　ときめきの供給が多すぎて目の前がぐるぐると渦巻く。

「絶対ダメ……」

　息も絶え絶えになりながら、本当に呼ばれる前に彼を止めた。こんな甘い声で呼び捨てにされたらその場で失神する。

　理由はわからないが、和孝さんは明らかに私との線を越えようとしていた。声も触れる手も穏やかで優しいのに、私を捉える瞳には火が灯ともっている。

「どうしてダメなんだ？」

　指が私の心の鍵を外すかのように耳をいじり、全身に淡い刺激を走らせる。

「だって私たち……あの……こういうこと、なかった……から……」

　途切れ途切れに返しながら、縮こまる私に顔を寄せる和孝さんへ質問する。

「なにをしようとしてるの？」

「今までできなかった、夫婦らしいこと」

　手が耳を離れて私の手を捕まえる。指を絡めて手のひらを重ねるように握りしめられた。

「紗枝さんがしたいようにしたいな」

　私のしたいことは、このまま和孝さんに身を委ねて好きなように奪ってもらうことだ。正直に言ったら、引かれるに違いない。

「どうして、急に」

　和孝さんの方を見ないようにしながら、目の前のシャツに向かって話しかける。

　彼が服を着てくれていてよかった。そうでなければ目のやり場に困って意識を飛ばしていたところだ。

「……嫌だったか？」

　嫌じゃないと心の中で全力で否定してから、ようやくサキさんからのメッセージを思い出す。私が思うまま、感情をさらけ出して彼を受け入れる。それが今できる最善の行動ではないだろうか。

　勇気を振り絞って手を動かし、おそるおそる和孝さんの背中に回した。

「嫌じゃ、ない」

　シーツの衣擦れよりも小さな声だった。でも、自分の気持ちをようやく伝えることができた。

　一瞬、和孝さんが息を呑んだ気配がして私の中の緊張も高まる。

「無理しなくてもいいんだからな」

「無理なんて……」

　握っている手に力を込められて、心臓まで掴まれている気持ちになる。

「じゃあ、いい？」

　そのたったひと言に彼の欲求が見え隠れしていた。

　もどかしく動いた膝が私の両足を割って、閉じられないよう優しく追い詰める。

「ごめん、優しくしてあげられないかもしれない」

　余裕のない声が私の胸を撃ち抜いた。いつも年上らしくおおらかな雰囲気を漂わせていた彼の、限界を感じた顔を見てみたくなる。見たら失神しそうだと思いながらも、かけらほどの勇気をかき集めて視線の位置をずらした。

　和孝さんと目が合って、周囲の音が完全に聞こえなくなる。それどころかふっと目の前が暗転し、瞬まばたきの間だけ意識が飛んだ。

　――危なかった。ドキドキしすぎて本当に気絶するところだった。

　緊張が極限状態にあるせいで、なにをしても危ない。

　和孝さんは私を見つめていた。優しくて温かな、胸がきゅんとするような眼差しだった。

「焦りすぎたかな？」

「なにが……？」

「いや、そんな顔をしてると思わなくて」

　大きな手が私の頬に触れ、愛おしげに指を滑らせる。

　――好き。和孝さんが好き……。

　唇からこぼれたと思った言葉は、声にならず吐息になって溶けた。

「もっと紗枝さんのそういう顔を見たいな。ベッドの上以外でも」

　ひい、とひきつった声を出さずに済んだのは、これまであれこれと我慢してきた経験のおかげに違いない。

「そんなことを言われても……。私、自分がどんな顔をしているかわからないよ」

　精いっぱいの抵抗のつもりで、余裕をアピールしようと言ってみる。彼はやわらかい微笑を浮かべると、私の頬から唇へ指をなぞらせ、表面を軽くつついた。

「かわいい顔をしてる」

　至近距離でささやかれた声は、私の中で張り詰めていた糸を簡単に断ち切ってしまった。すっと自分の中からなにかが抜け出て、今度こそ意識が飛ぶ。

　半ば冗談で気絶しそうだと思っていたのに、本当にそうなってしまうなんて思ってもいなかった。










真実と溺れる愛情




　ＭＡＲＲＹのオフィスで、まったく仕事に集中できず呻き声を漏らす。

　担当しているご夫婦とのやり取りが一段落したことから、今はブライダルフェアの内容を考えているところだった。

　なのに、どんなフェアにするかまったく思い浮かばない。気を抜けば水が染み出すように後悔と羞恥がにじんでくる。

　――なんであの日、気絶しちゃったんだろう！

　思いがけず距離を詰めたあの夜、私は和孝さんの腕の中で意識を失った。

　ときめきの供給過多に限界を迎えたのか、緊張しすぎて自分を保っていられなかったのか、理由はわからないけれど、頭の血管が切れなかっただけマシだろう。

　和孝さんは朝になって意識を取り戻した私にずっと謝り続けていた。

　焦りすぎたと何度も言っていたけれど、本来ならば私ももっと焦るべきだったのだ。

　相手の様子をうかがいながら嫌われないようにしようと、無駄な時間をだらだらと過ごしてきたせいで、関係を進展させられていなかったのだから。

　せっかく和孝さんも同じ考えだと知れたのに、あんな失態を演じてしまうとは情けない。

　デスクの上に並んだ過去のフェアのパンフレットをぼんやり目に映す。頭にはまったく入ってこなかった。

　――嫌われてないってことだよね？

　この件については引き続きサキさんに相談し続けていた。

　今までは私の話を聞いて答えるばかりだったのに、最近はサキさんからの提案が多い。その内容は大抵、素をさらけ出してみたらどうか、というものに帰結した。

　私もそれが一番問題になる部分だとわかっているから、頭を抱える羽目になっている。

　あの日以来、和孝さんはよく私に話しかけてくるようになった。リビングでテレビを見ていると、隣に座って髪を触ってきたり、肩を寄せてきたり、放っておくと手を握ってきたりもする。先日のようにベッドの中で私を抱きしめて眠ろうとすることも増えた。

　後は私がそれに応えればいいだけなのに、ここまで来ると自分を隠すことに慣れすぎて素直に反応ができない。

　私も大好き！と抱きしめ返せたらいいが、和孝さんが距離を詰めようとしている相手は〝演技をしている私〟だ。つまり「わーい」なんていう素の反応は求められていない。

　もう何度目になるかわからないため息をつき、自分の頬を軽く手で叩たたく。大事な仕事に影響を及ぼすような真似はしたくなくて、席を立った。

「ちょっと早めにお昼出てくる」

　向かいのデスクで同じくフェアの内容を考えていた美香に言う。

「行ってらっしゃーい。コンビニ行くならチョコ買ってきてー」

「いいよ」

　私にも今は甘いものが必要かもしれない。

　そうして少し早めの休憩へと向かった。

　コンビニでアイスコーヒーとお昼ご飯と、それからちょっとしたお菓子を買う。美香に頼まれていたチョコレートもいくつかの種類を購入しておいた。

　少し強い日差しを避けるように木陰へ入り、ベンチに座る。スマホを見ると、いつの間にかサキさんから通知が来ていた。

【週末の雑貨展に行きませんか？】

　彼女の言う雑貨展がなんのことかはすぐにぴんときた。

　今週末、以前行ったアンティーク市のようにいろいろな雑貨を集めた展示会が行われる。

　アンティーク風の雑貨も多く出るということで興味はあったけれど、こちらは残念ながら一般人が行けるものではない。入場にはチケットが必要で、そのチケットを手に入れるためには出展者になるか、あるいは展示会に招待された人物に同行するか、どちらかしかないからだ。

　そういえばサキさんは仕事でアンティーク家具に接する機会が多い。もしかしたらチケットを持っているのかと、ドキドキしながら返事をする。

【行きたいのはやまやまですが、チケットを持っていなくて】

【大丈夫です。招待枠があるので、待ち合わせましょう】

【同行してもいいんですか？　うれしいです！】

　心のままに返事をしてから、これがサキさんと会う初めての機会になると気付いた。

　これまでなにかと相談に乗ってもらい、お世話になっていたことから、お礼の品でも用意した方がよさそうだと考える。

　思いがけず楽しい予定ができて気分が上がったからか、目の前が開けたような気になった。その場で大きく伸びをし、胸いっぱいに空気を吸い込む。

　――うん、今ならいいフェアの内容を思いつきそう。

　目の前に広がる木漏れ日がやけにきらきらして見えたのは、気持ちがすっきりしたからだろう。さっそく、こんな緑をアピールするようなガーデンでのブライダルフェアをひとつ思いついた。




　週末、私はうきうきした気分でサキさんとの待ち合わせ場所に到着した。会場の入口から受付に向かうまでの途中で待機し、壁際に寄る。

　展示会の会場はアンティーク市よりも小さかった。ホールをひとつ分貸し切っており、客層も明らかに業界人だろうという人しかいない。私のようなお祭り気分で来ている客は稀まれだろう。

　皆、ここには買いつけや商談を行うために来ている。

　誘ってくれたサキさんには感謝しなければならなかった。お楽しみの予定をくれたのもそうだし、おかげで仕事も順調だからだ。

　あの時思いついたガーデンウエディングのフェア案はかなり好評だった。数組の顧客を受け持っている状態ではあるけれど、フェアの責任者として深くかかわることになっている。

　今日出かけることは和孝さんに言ってあった。家を出る際に苦笑いなのか、それとも違うのか、そんな微妙な顔で見送られたのを思い出す。

　最近、彼はああいうどう捉えればいいかわからない表情をよく見せる。今までもそうだったか思い出せないことに気付いて、意外と顔を見ていなかったのかもしれないと思った。

　ちゃんと向き合っていなかったのだろうと、自分で反省する。

　一応今日まで、私も和孝さんの反応を見つつちょっとだけ近付いてみたり、話を振ってみたりした。以前に比べればかなりいい関係になっているものの、まだ自分の素は見せられていない。

　素を隠していても和孝さんは大切に扱ってくれる。だからこのままでもいいのではないかと思っていた。

　腕時計を確認すると、そろそろ待ち合わせの時間が近付いている。緊張しながら、きょろきょろと辺りを見回した。

　そこでハッとする。私はサキさんがどんな服装でこの場に現れるのかを知らない。

　こちらから聞くよりも、自分の格好を伝えて見つけてもらった方が早そうだと判断し、着てきた服を確認する。

　ライトベージュのワンピースに白のカーディガン。斜めがけバッグの色は茶色で、サイズは小さめ。髪の長さは肩より少し長く、緩く巻いている。

　それをそのままメッセージに打ち込んで送ろうとした時だった。

　少し離れた場所で同じように待ち合わせていたらしい女性が、通りかかった男性と勢いよく激突する。

　ぶつかられた、という方が正しいかもしれない。

　どさっという音がして倒れ込んだ女性の手からスマホが転がり、私の足元で止まる。

「大丈夫ですか？」

　慌てて拾い上げ、すぐ手を貸した。

「すみません、ありがとうございます」

　助け起こしてから拾ったスマホを渡そうとした手が止まる。画面に大きなヒビが入っていた。

「もしかして今の衝撃で……？」

「私がぼうっとしていたのが悪いんです。すみません」

　スマホを受け取った女性がそう言うのは聞こえていたけれど、私はぶつかった男性を探すのに夢中だった。

　――人のものを壊しておきながら、ひと言もなく立ち去るなんて。

　まず、普通はぶつかった時点で謝罪をするものだろう。

　決定的な瞬間を見ていたこともあり、すぐに目的の男性の後ろ姿を発見する。女性をその場に残し、彼に向かって駆け寄った。

「すみません」

「なんですか？」

　振り返った男性は不審者を見るような目つきをしていた。

「今、あそこの女性にぶつかりましたよね。そのせいでスマホが壊れてしまったんです」

「それ、僕のせいだっていう証拠はあるんですか？」

　とげのある言い方に微かな苛立ちを覚えるも、あくまで冷静に対応する。

「私が見ていました。スマホにヒビが入っているところも」

「だからそれ、今起きたことが原因だって証拠はあるのかって話なんですけど」

　明らかに面倒だと顔に書いてあった。怒りが込み上げて顔が熱くなる。

「スマホはあなたのせいじゃないかもしれません。でも、あの人にぶつかったのは確かですよね」

「あなたに関係ありませんよね。それでは」

　関係はなくても、見過ごせないからこうして声をかけているのだ。もし彼女が怪我をしていたらこの人はどうするつもりなのか。

　常識を知らない男性に耐え兼ねて、声を張り上げる。

「待ってください！　まだ話は――」

　けれど、伸ばした腕が彼の肩へ触れる前に思い切り突き飛ばされた。

「しつこいな！」

　その勢いのまま、男性が私に向かって手を振り上げる。

　思わず目を閉じ、訪れるであろう痛みに備えて自分を庇った。ギュッと唇を噛んでその瞬間を覚悟したけれど、いつまで経っても衝撃が来ない。

　それどころか、背中を包み込むように抱き寄せられる。

「人の妻になにをしているんですか」

　どっと冷たい汗が背筋を伝ったのは、聞こえた声がここにいるはずのない人のものだったからだ。振り返らなくても、私は毎日その声を誰よりも近い場所で聞いている。

「な……」

　私に手を上げようとした男性が後ずさった。その人よりも――和孝さんの方が背が高い。

「私の妻になにをしようとしたんですか」

「あ……いや、その……」

　うろたえた男性が目を泳がせる。

「これ以上まだなにかあるなら、私が代わりに聞きますが」

「……っ、別に用なんてありませんよ」

　吐き捨てるように言った男性が足早にその場を立ち去った。

「あ……待って――」

「紗枝さん」

　伸ばしかけた手を和孝さんに掴まれた。くるりと腕の中で反転させられ、向かい合う形になる。

「どうして君はいつもこういうことに首を突っ込むんだ」

「だって人にぶつかっておいて謝りもしないんだよ。スマホだって壊して……」

　結局、あの男は女性に謝りもせず逃げ去っている。スマホの画面だって壊れたまま、弁償してもらえない。

「紗枝さんが出しゃばることじゃない。そういうのは本人たちが解決すればいいんだ」

「でも……」

「でもじゃない」

　ぴしゃりと言い切った声からは明らかに怒りが感じられた。他人を怒るところが想像できなかった人だからこそ、叱られたことに衝撃を受ける。ついさっきまで熱くなっていた頭はすっかり冷めていた。

「ごめんなさい」

「二度とするなよ。こっちの寿命が縮みそうだ」

　ぽん、と和孝さんの手が私の頭にのった。そのまま滑って後頭部へ下りたかと思うと、ぐっと引き寄せられる。

　額が広い胸に当たり、背中をなでられた。思考停止する私の耳を安堵の吐息がかすめていく。

「怪我をしなくてよかった。誰彼構わず噛みつくんじゃない、まったく」

「う、うん……」

　状況をまったく理解できないでいると、ゆっくり腕が離れた。場所が場所だけに仕方ないとはいえ、もう少し抱きしめられたいと思った自分が恨めしい。

　でも、一拍後に凍りつく。

　――もしかして今のやり取りを全部見られてた？

　今日までずっとこういう自分を隠してきた。それがすべて無駄になってしまう。

「あ、あの、今のは……その……」

「もう隠さなくていい。知ってるんだ、全部」

「え……」

　言われてから、和孝さんが発した言葉を反はん芻すうする。

　彼はさっき、どうして〝いつも〟こういうことに首を突っ込むのかと言わなかったか。

　絶句した私に向かって、和孝さんは眉根を寄せたままスマホの画面を見せてきた。そこに映し出されているＳＮＳのアカウントには、嫌というほど覚えがある。

〝サキ〟と書かれたそのアカウントと、和孝さんとを交互に見た。

「君が今日、ここで待ち合わせていた相手は俺なんだよ」

　まったく理解できなかったから、自分の感情をそのまま口にする。

「う、そ……」

「嘘じゃない。メッセージのやり取りも全部俺がしてた」

「そんな、どうして。ううん、いつから……」

　どこからなにを聞けばいいのかもわからず、質問がまとまらない。

「最初から。誰かのアカウントを借りてるわけじゃない。もともと俺のアカウントなんだよ、これは」

「嘘」

「だから嘘じゃないって」

　アカウントを映し出した画面と和孝さんとをもう一度順番に見てから、あ、と思わず声をあげた。

「サキって……皆崎のサキ……？」

「ああ」

　今、この瞬間を迎えるまで完全に女性だと思っていた。一度もそうだと言っていなかったのに、男性の可能性を考えず会う約束をしたなんて軽率だった。その相手がまさか夫だとは予想できないけれど。

「餅って名前は望月からか？」

「うん」

「やっぱり。そうなんじゃないかと思ったんだ」

　勝手に納得されているけれど、まだ私の頭は追いついていない。

　頭を抱えていると、やんわり腕を掴まれた。

「とりあえず場所を変えよう」




　展示会の会場を出てすぐ外のベンチに腰を下ろす。

　気持ちのいい天気だからか、同じように外で談笑している人々が目に入った。中には芝生に直接座っている人までいる。

「はい、お茶」

「えっと、ありがとう」

　自販機からお茶を買ってきてくれた和孝さんが隣に座った。ペットボトルを受け取り、冷たいお茶で喉を潤す。

「全然意味がわからないんだけど、どういうこと？」

「俺も最初はわからなかったよ。というか、餅さんが紗枝さんだと思ってなかった。プレゼントのやり取りで気付いたんだ」

　確かに気付かない方がおかしい。相談内容と現実での出来事がリンクしたのだから、私だってもっと早くサキさんの正体を知れたはずだ。

　他にあれこれと考えていたせいもあって、完全に偶然だと思い込んでいた。こんなに都合のいい偶然があるはずないと今なら思う。

　がっくりと肩を落とすと、少しだけ和孝さんが笑った。

「いつ言おうかと思ってたけど、どうせなら会って説明した方が早いかなって」

「家で言ってくれればよかったのに」

「そういうの、家だとあんまり言える空気じゃなかっただろ」

　静かな言葉が胸に刺さる。彼は私をジッと見ていた。

「当たり障りない話以外はしにくかったし、してこなかった。タイミングも見失ってたから、このまま言わない選択もなくはなかったよ。でもそれはちょっと卑ひ怯きょうだろ」

「ちょっとじゃなくてすごく卑怯だよ。私だけ知らないなんて……」

「うん。そこに関しては悪かった。俺は現実で紗枝さんに触れて、ＳＮＳで本当の反応を探ってたから。そこは申し開きできない」

　文句を言おうとして、首を横に振る。

「ううん。私がそうさせたんだよね」

　和孝さんは口を噤つぐんだだけで、そうだともそうではないとも言わなかった。

「もう気付いてると思うから言うけど、ずっと和孝さんの前ではキャラを作ってたの」

「本当の紗枝さんが、さっきの紗枝さんだな」

　知られてしまった今、取り繕う必要はない。

　深く頷いてお茶をひと口飲む。喉を潤してから、自分の足のつま先を見つめた。

「私は和孝さんに似合うようなおとなしい女じゃないの。後先考えずに行動することも多くて、子どもっぽいってよく言われてた」

「後先考えずに行動するのは知ってる。さっきもそうだったし」

「どこで知ったの？　ＳＮＳでは言わなかったと思うけど……」

「お見合いの日に見た」

　あの日に彼と出会ったのは、義両親の前と階段で助けられた時だけだ。

「子どもにぶつかった男に詰め寄ってただろ。目が離せなかった」

　苦笑いしながら言った和孝さんを前に、息が止まった。

「初めて会ったのは階段の時だと思ったのに……」

「その前から見てたんだよ」

　そう言ってから、彼は照れくさそうに頬を緩めた。

「危なっかしいけど、強くてカッコいい人だなと思った」

　あれを見られていたのだとしたら、今日までの演技はいったいなんだったのだろう。

「紗枝さんが自分を隠すのは、俺に心を許してないからだと思ってた。断りきれる結婚じゃなかったし、夫婦としてやっていきたくないって意味かと」

「ううん、私は……」

　誤解を解かなければと勢いづいて立ち上がりかけた私を、和孝さんがそっと押さえる。

「もう知ってるよ。全部相談してくれただろ」

　そう、私はすべてサキさんに明かしている。あの日、和孝さんにひと目惚れしたことも、好きだから嫌われたくなくて自分を偽っていたこともすべて。

「ず……ずるい」

　振り絞るように出た声がそれだった。

「私は和孝さんの気持ちを知る方法がなかったのに……！」

「伝えるのが遅かったしな、うん」

　くっと唇を噛むと、膝にのせていた手を包み込まれた。

「俺も最初は紗枝さんの気持ちがわからなくて遠慮してた。強引に結婚した自覚はあったから、どうして夫婦でいてくれてるのかも理解できなくて」

　和孝さんの指が私の手に絡んでくる。

「でも大丈夫だってわかってからはかなり遠慮しなくなったと思うんだけど、気付かなかったか？」

「たくさん話しかけてくれるようになったと思う」

　うん、と頷かれて、恥ずかしく思いながらさらに続ける。

「あと、触ってくるようになったよね」

「また気絶されたらどうしようかと思ってちょっとドキドキしてたけどな」

「あれは……！」

　かあっと熱くなった顔を上げると、私を見つめる和孝さんと目が合った。

「どこまでしても平気なのか、今度はそっちを探るのに必死だったよ。キスは平気なのか、とか」

　彼の唇から〝キス〟という言葉がこぼれると心臓に悪すぎて、頭が真っ白になる。

　硬直した私には構わず、和孝さんはちょっとだけ意地悪な笑みを浮かべて顔を寄せてきた。

「平気そう？」

　このままキスされてしまいそうな距離に、思わず身を引いてしまった。和孝さんは困ったように眉尻を下げると、キスの代わりに頬を軽くつついてきた。

「まだ時間がかかりそうかな」

「あ……う……」

　喉の奥が震える。でも、誤解されないために伝えなければならなかった。

　和孝さんの袖を掴み、うつむく。

「私……和孝さんが好きだよ」

　それだけでは足りないのか、彼は黙って私の話を聞いている。

「好きすぎて、ちょっと緊張しすぎるだけなの」

　まだ、なにも言ってくれない。続きを促されているように感じ、頭の中で言葉を選んで自分の想いを理解してもらおうとする。

「嫌いだから逃げるわけじゃなくて……」

「意識しすぎて逃げちゃう？」

　こく、と頷く。そんな子どもっぽいことをしてしまった私の頭を、彼の手がなでた。

「なら、ゆっくり慣れていこうな」

「……うん」

　返事をしたつもりが、蚊の鳴くような声しか出なかった。

「とりあえず、今日は紗枝さんの素をもっと見せてほしいな。俺は怒ってるところしか見たことがないから」

　そう言って和孝さんが立ち上がる。

　今日、なぜここに来たのかをすっかり忘れていた。

「紗枝さん、予定通りデートしよう。好きなんだろ、アンティーク」

「うん」

「俺も好きなんだ。普通の人になら引かれるくらい」

「知ってる。ＳＮＳを見てたから……」

　私も立ち上がり、少し悩んでから和孝さんの腕に自分の腕を絡めてみた。

　これまでのことを考えれば随分大胆な行為だったけれど、ずっとこんなふうにしてみたかった。

「あんまりくっついたら邪魔？　かな？」

「いいよ。でも、人前でくっつきすぎるのはやめてほしいな。キスしたくなってもすぐにできないから。そういうのは家でやろう」

　いろいろと聞き逃せないワードが耳に入ってきた気がする。とりあえず、腕を組んでいるとキスしたくなってしまうらしいと学んで、少しだけほどいておいた。

　キスはされたいけれど、万全の状態がいい。また気絶しかねないのを考えると、和孝さんの言うように家で挑戦するのがよさそうだ。

　このデートが終わっても、まだ私たちの時間は続く。

　新しい関係へ踏み出したからこそ、余計にそれを意識してしまった。




　初めてと言えるデートは大成功に終わった。

　最初こそ緊張していたけれど、すぐに私は自分を隠さなくてもいい時間に慣れて興奮をさらけ出し、和孝さんはそんな私を受け入れてくれた。それどころかむしろ、私がそうしていることを喜んでくれたようだった。

　でも、問題は今、帰宅してから発生している。

「そんなに緊張するか？」

「う、うん」

　リビングのソファの上で、私たちは向き合っていた。寛いだ様子の和孝さんとは違い、私は正座をしている。

　そっと触れてくる和孝さんの指の動きをいちいち意識しては反応し、今は顔を寄せられて目をつぶってしまっていた。

「誰かに見られてるわけでもないんだし、もう少しリラックスしても」

「和孝さんとふたりきりってだけでリラックスできないよ。ドキドキして緊張する」

「それは喜んでいいのか悪いのか悩むところだな」

　顔の前に落ちた後れ毛を和孝さんの指がすくい取る。耳にかけてくれる些細な動きにびくりと反応したけれど、温もりは離れていかなかった。

「紗枝さん」

「は、はい」

「そのまま目を閉じていていいから、逃げないでくれ」

「が、頑張る」

　くすくす笑う声が聞こえて羞恥に頬が熱くなるのを感じた。目を閉じているせいで和孝さんの手の動きに敏感になる。

　後頭部へ滑った手が髪を絡め、私の首の後ろを軽く引き寄せた。

　その瞬間、引き結んだ唇になにか触れる。一瞬すぎて気のせいかと思ったけれど、それはやわらかくて温かかった。

「気絶しないよな」

　心配そうに声をかけられておそるおそる目を開ける。超がつくほど好みの顔が至近距離にあった。

「ひ……」

「奇声を発するくらい嫌だった？」

　喉奥から声にならない奇妙な音が漏れて、ぱくぱくと口を開け閉めさせる。和孝さんの肩をゆっくり押しのけ、いつの間にか止まっていた息を一気に吐き出した。

「息ってどうやってするんだっけ……」

「えっ、俺のせいか？」

　この人のせいでなければ、誰のせいだと言うのか。私は多分、悪くない。

「すごく申し訳ないんだけど、あんまり顔を近付けないでほしいの。好きすぎてまた気絶しそうだから」

「それだとキスできな――」

「待って！　意識すると無理だから言わないで！」

　慌てて和孝さんの口を両手で塞ぐ。そのせいで手に温もりが触れて、ますます意識する羽目になった。墓穴を掘るとはこういうことを言うのだろう。

　こうなってしまったのは、きっとこれまで過ごしてきた時間のせいだ。

　こらえてきたものが多すぎて供給に心が耐えられなくなっている。気持ちが爆発してしまっていると言えばいいのだろうか。

「触られただけでおかしくなりそう……」

「紗枝さんの気持ちが落ち着くまで待ちたいけど、俺もおあずけ状態だってことは覚えててほしいな」

　それを聞いて勢いよく後ろに下がってしまった。

「逃げないでって言ったのに」

「勝手に身体が動くの……！」

　必死に言い訳する私を見て、和孝さんは困った顔をする。

「俺は本当に嫌われてないんだよな？」

「それは絶対大丈夫だから安心して」

「いや、この状況で安心しろと言われても」

　せっかく取った距離を再び詰められ、包み込むように抱きしめられた。

「今から三十分このままで」

「無理」

　即答した私を和孝さんが笑う。

「無理じゃない」

「トイレに行ってきてもいい……？」

「逃げても三十分耐久には挑戦するからな」

　なんとなく察していたけれど、彼は意外と意地悪だ。

　身体に腕を回すだけならともかく、こんなにしっかり抱きしめられて、しかも時々甘やかすように背中をなでられたら、慣れる慣れないどころの騒ぎではない。

「俺はずっと我慢してたんだよ」

　よりによってなぜ、耳もとでそんなことをささやくのか。本人にその気はなかったとしても、たちが悪い。

「毎晩、紗枝さんを抱きしめないように必死だった。なんで夫婦なのにダメなんだろうって何度も思ってた」

「で、も……」

　落ち着かないながらも、聞き逃せなくて言葉を紡ぐ。

「最初の夜に私を拒んだのは和孝さんだよ」

「え？」

「無理しなくていい、ここで寝るだけだからって」

　ずっと、私の胸にその夜のことはしこりとして残っていた。

「そう言われたから、この結婚は改めて恋愛結婚じゃないって思ったの。和孝さんにとってはご両親のためか、会社のためか……少なくとも私を好きでした結婚じゃないって」

「いや、だってあんな状態の紗枝さんを抱けるわけないだろ」

　直球で飛び出した単語に意識を飛ばしかけたけれど、ぎりぎり耐えた。

「暗がりでもわかるくらい震えて、顔も真っ白で。無理矢理結婚したせいでこんな顔をさせてるんだと思ったら、手なんて出せるわけない」

「じゃあ、次の日からもなにもなかったのは……？」

「君がいいって言うまではなにもしないって決めてた。これ以上俺から迫るのは申し訳なさすぎて」

　そんなふうに思われていたとは知らず、おそるおそる質問する。

「私に魅力がなかったとかじゃなく？」

「魅力のない人と結婚なんかしないよ。最初から好きだった」

　顔を上げそうになって慌てて和孝さんの胸に埋める。それはそれで頭がパンクしそうだったけれど、顔を直視するよりはマシだ。

「緊張しすぎてただけなの」

「うん」

「無理矢理されるかもって怖かったわけじゃない……」

「それがわかってよかったよ」

　ずっと言えなかったことを伝えられてホッとする。私が不安を感じていたように、和孝さんも気にしていたなんて考えもしなかった。

「一回だけ、ベッドの中で抱き着いてきたよな。おかしくなりそうだったよ」

　その時の葛藤を伝えるように、私を抱きしめる腕の力が強くなる。

「もういいんじゃないか、夫婦なんだからってそそのかそうとする自分と、修復不可能な関係になるだろって落ち着こうとする自分といて」

「あれは……友達に言われたの。関係を改善させたいなら、私が……えっと……夜のお誘いをしろって」

　和孝さんが目を丸くしてから平然と言う。

「あのまま続けてくれればよかったのに」

「だって困った顔をしてたよ」

「そりゃあ困るよ。なにも言われずにあんなことをされたんだから。なにかの間違いなのか、それとも俺を求めてくれたのか判断がつかなかった」

　それまで交流のなかった妻から突然あんな真似をされたら、確かにそうもなる。あの時の私は自分のことでいっぱいいっぱいだったから気付けなかった。

「私、失敗したんだと思ってた。困らせちゃったって」

「したい、って言ってくれたら喜んで襲ってたと思うよ」

「襲っ……!?」

　絶句し、和孝さんの顔を穴が開くほど見つめた。

「今の言い方はあんまり紳士的じゃなかったな」

　失言だったというように彼が自分の口元を押さえる。うっかり顔を上げて見たその表情は、間違いなく照れている顔だった。

「昨日までの和孝さんだったら絶対言ってないよね」

「そうだな」

「私も……襲ってほしかったって言わないと思う」

　和孝さんはしばらく沈黙した。気まずそうに身じろぎして、苦笑する。

「この状況で言う？」

「うん」

　抱きしめられてからまだ三十分経っていない。だけどもう時間は必要なかった。

　腕をほどいた和孝さんが私を抱き上げる。

「あ、危ないよ。重いでしょ？」

「最初に会った時だって紗枝さんを支えたのに？」

　そういえばそうだった。階段で転びそうになった私を抱き留めてくれた温もりと、今、私を包み込むそれはまったく同じものだ。

「もっと時間をかけるつもりだったけど、もう無理だ」

　私を抱いたまま歩き出したその先には、寝室があった。

「普通の夫婦みたいなことをしたかったし、されたかった。……紗枝さんは？」

　寝室のドアを開く前に聞いてくれる優しさが染み入る。

　――こんな時でも気遣ってくれるんだ。

　第一印象がよかった以上に、女性扱いされたことがうれしくて和孝さんに惹かれた。どんな私でもそうしてくれることを知って、また恋に落ちる。

「私も。……したいし、されたい」

　和孝さんの首に手を回し、顔を埋める。

「ずるいよ、紗枝さん」

　ドアを開く前に唇を塞がれ、彼の吐息で舌先をくすぐられる。

　不安定な体勢が嫌で自分から足を下ろすと、改めて和孝さんの背中に腕を回して背伸びをした。

　熱っぽいキスに溺れそうになりながら、必死に彼を求めて受け止める。少し荒っぽく背中をドアに押しつけられ、奪うように何度も舌を絡めてのキスを繰り返された。

　普段、あんなに優しくて穏やかなのに、口づけをする時の和孝さんは強引だった。呼吸をさせまいとするかのように深く唇を重ねられて、息苦しさに肩口を掴んで抗議しようとする。その前に彼の手が私の手首を絡め取って、ドアに縫い留めてしまった。

　押さえつけられた状態で、彼が求めるまま激しく甘く奪われる。

「っ……は……和孝さん……っ……」

「君が誘うせいで、我慢できなくなった」

　瞳にはっきりと欲を滲ませた和孝さんが、私を押さえつけているのとは別の手を服の中に差し入れる。

「や、やっぱりダメ」

「どうして？」

「勝負下着じゃないから」

　消え入りそうな声で訴えると、ふっと笑われた。

「どうせ脱がすんだから関係ないよ」

　とんでもない爆弾発言のせいでなにも言えなくなった。

　和孝さんなら待ってくれるか、百歩譲っても「なにを着ててもかわいいよ」くらい言うかと思ったのに、とんだ誤算だ。

「どんな下着でも嫌いにならないでね」

　やわらかな笑みが近付いて、鼻先にキスを落としていく。

　返答の代わりとでもいうように数え切れないくらいの口づけをしながら、和孝さんは寝室のドアをゆっくりと開いた。










新しい始まり




　翌朝、私は昨日までと同じように目を覚まし、キッチンに立っていた。今日はオムレツを作ろうとフライパンを温めてから卵を割り――。

「おはよう、紗枝さん」

「ぎゃっ」

「ええ……？」

　不意打ちで後ろから抱きしめられ、咄嗟に奇妙な声をあげてしまった。和孝さんの困惑したような笑い声が聞こえる。

「そんな声を出すってことは、昨日よくなかったんだな」

「そそそそんなことはぜぜん」

「ぜぜん？」

「全然！」

　既に遅いけれど、なんでもない振りをしようと器に入れた卵を菜箸でかき混ぜる。勢いが強すぎて器から少しこぼれてしまった。

「何回もしてごめんな」

「わかったからあっちに行ってて！」

　濃厚な夜は私にとって刺激が強すぎた。思い出すだけで恥ずかしくて手が震える。

「やっぱり怒ってる？」

「ご飯作れなくなっちゃうから！」

　和孝さんの腕を逃れてフライパンに溶き卵を落とすと、じゅっと小気味いい音がした。その際、うっかり振り返って後悔する。

「どうして服を着てないの……!?」

「下は穿はいてるけど」

「上！」

　和孝さんは上半身になにも身につけていなかった。昨夜はまじまじと見る余裕なんてなかったけれど、今、しっかり目に焼きつけてしまう。

　悲しいかな、身体つきまで私好みだった。細身に見えるのにがっしりしていて、いかにも男性的と言える。仕事帰りに時々ジムへ行っているらしく、かなり引きしまった体形だった。

　視覚的な情報が一気に流れ込んできたからか、昨夜うっすらと割れた腹筋を触らせてもらい、普段感じていた印象よりずっと分厚い胸板に縋すがったことを思い出してしまう。

　ついでに、頭の中まで溶かすような甘い声で名前を呼ばれ、息ができなくなるくらいキスでかき乱され、シーツの海に溺れるほど愛されたことも――。

「シャツを着ない人に食べさせるご飯はないです！」

　言い切って顔を背ける。これ以上見ていると目が離せなくなって、オムレツの代わりに焦げた物体を食べさせる羽目になるだろう。

「着替えてきたら食べさせてもらえるんだな」

「それなら……うん」

「紗枝さんのことは？　食べてもいい？」

「なに言ってるの！」

　跳び上がった私を、和孝さんはおもしろい生き物を見るような目で見る。

「やっぱり今の紗枝さんの方がいいな。賑やかで」

「子どもっぽいって思ってるでしょ。だから隠しておきたかったのに……」

「かわいいよ。もっと怒らせたい」

　もしかしてわざと恥ずかしい言い方をして私を翻弄するのは、そのためだろうか。

「怒らせたら口をきかないからね」

「紗枝さんの方が我慢できなくなって話しかけてきそうだ」

　――バレている。

　これまでずっと隠してきた意味があるのかと思うほど、昨日からの短時間で私という人間を把握されている。

　いろんな意味で気まずい気持ちになりながら、またくっついてこようとした和孝さんを押しのけた。手を掴まれて、離してもらおうと抵抗して。手遊びのようなそれを繰り返し、最終的にぱしぱしと胸もとを叩く。

　彼はずっと楽しそうにしていた。昨夜もそんなふうに笑っていた気がするけれど、思い出そうとすると余計なことまで頭に浮かぶためやめておく。

「意地悪しないで！」

「って言われるといじめたくなるんだ」

　そう言った和孝さんが、本当に夜の間ずっと私をいじめたのは記憶に新しい。身体中に刻まれた彼の愛が熱となってよみがえり、また頬が火照り出す。

「嫌いになるよ」

「昨日の夜も言ってたな」

　油断した隙に引き寄せられ、ちゅっと口づけられてしまった。塞がった唇の隙間から舌が入り込んでくる。昨日も散々絡んできたそれが今日もまた私を翻弄して、意識を奪おうとした。

　この人の意地悪で少し強引なキスには、魔法がかかっている。そうでなければもっとしてほしいとこんなにも渇望しないだろう。

　背中に縋りかけて、ハッと大切なことに気付く。フライパンに火をつけたままだ。

　和孝さんの腕を逃れ、急いで火を止める。

　卵はすっかり固まってしまっていた。フライパンの上に広がって、元溶き卵のじゅうたんになっている。これをオムレツとは呼べない。

「和孝さんが邪魔するから失敗したんだけど」

「じゃあお詫わびに」

　いたずらっぽい笑顔が近付いたかと思った時にはもう唇が重なっている。

「これじゃお詫びにならないか」

「ならない！」

　菜箸を持ったまま再び和孝さんの胸を押しのけて、ぶんぶん首を振る。朝から本当に心臓に悪い。

「こういうのって、もっとゆっくり時間をかけるものなんじゃないの？　なのに……」

「思ってたより紗枝さんをからかうのがおもしろくて」

「そんなに意地悪な人だと思わなかった」

「いつの間にか俺も自分を隠していたのかな」

　くすくす笑いながら和孝さんが私を抱きしめる。

「昨日慣らしたおかげで気絶はしなくなったな」

　抱きしめられただけで上がった体温が、ささやかれて余計に上がる。頭まで熱くなったからか、めまいがした。

　彼の言う通り、散々温もりを刻まれたせいで気絶はしなくなった。だからといって頭が真っ白になっているこの状態をまともだとするのは、おかしいと思う。

　和孝さんはなにも言えなくなった私にもう一度だけキスをすると、着替えのためか部屋へ戻っていった。

　甘くささやく低い声が耳から消えない。鼓膜に染み付いてしまったかのようだ。

　私の知っている和孝さんは、人を気遣う優しく穏やかな男性だ。だけど実際は私をからかうことに全力を尽くす意地悪な旦那様で、意外と強引に自分の欲求を押し通す一面がある。さらに言えば振り切ると遠慮という言葉を忘れるタイプだった。

　その場にへたり込んで顔を覆う。

　結婚してから知る夫の新しい一面は、平坦な夫婦生活を長く送り続けたせいであまりにも魅力的に映る。

　――また、恋をした。

　頭の中は昨夜のことと和孝さんのことで埋め尽くされている。このままでは仕事に影響が出てしまうだろう。

　考えないようにと思えば思うほど意識して、何度も奇声をこらえる羽目になった。幸せすぎて怖いという言葉を聞いたことはあったけれど、もしかしてこういう意味なのか。

　その後も和孝さんは私になにかとちょっかいをかけてきた。いきなり抱きしめてきたり、耳を甘噛みしてきたり、昨夜を思わせるようなことをささやいてきたりと好き放題だ。

　仕事へ行くぎりぎりまで普通の夫婦以上の時間を過ごした結果、私はひそかに願っていた〝行ってらっしゃいのキス〟を果たしたのだった。




　夫婦として歩み出してからは、忙しい仕事も捗はかどっていた。

　フェアで行う内容をまとめ、同じチームの子にアポを取ってもらいたい企業のリストを渡す。ひと通りの作業が済んで一段落すると、向かいの席にいた美香が不思議そうに尋ねてきた。

「今日は全然スマホ見ないね」

「え？　そう？」

「最近よく見てたじゃん？　なんだろうなーって思ってたんだよね」

　指摘されてから確かにと納得する。

「ちょっといろいろあってね」

「え、そのいろいろが気になるんだけど。旦那さん絡み？　そういえば全然もっちーから旦那さんの話を聞かないね」

　これまでだったら、興味津々なその態度に対する返答を悩んでいた。そもそも話す内容などなかったけれど、もう違う。

「聞きたい？　純度百パーセントののろけしかないけど」

「うわー。胸焼けしそう」

　美香が自分の耳を手で塞いで拒むのを、肩を竦めながら笑う。

「聞きたがったのはそっちでしょ？」

「のろけはお客様からだけで充分。私に良縁を持ってきてくれるなら聞くけどね！」

「現金だなぁ」

　ちらりとスマホに視線を向けるも、通知は来ていなかった。もうサキさんに相談することはないし、向こうから来ることもない。

　ＳＮＳがきっかけで距離を縮めたと言ったら、きっと百人が百人とも驚くに違いない。それが付き合う以前の男女ならともかく、夫婦なのだから。

　和孝さんは私が悩んでいる間も同じように悩んで、相手が私だと知るなり行動に移してくれた。

　今となってはあの日々を笑い話に変えられる。知らないところでお互いに思い合っていたなんて、こんなおかしな話があるだろうか。

「もっちー？　なんかにやけてますけど？」

「ごめん、夫が好きすぎて」

「え、なになに？　皆崎さんの話ですか？」

　横から世田くんまで会話に割り込んでくる。

「もう。ふたりとも仕事は？」

　呆れて突っ込むと、美香がデスクに置いてあるチョコを口にして満面の笑みを浮かべる。

「ちょっとだけ休憩ー」

「右に同じくです」

　世田くんも彼女からチョコをひと粒もらって口に放り込んだ。

「そんなに聞きたいなら聞かせてあげるけどね」

　まだ夫婦として歩みだした時間は短い。でもその短い時間で得られたものは大きかった。

「まずは馴なれ初そめから話してあげる。私たち、どっちもひと目惚れだったんだよ」

　幸せだ、と笑顔で話せるのがうれしい。

　私ののろけ話は短い休憩だけで足りず、ランチタイムにまで及び、ふたりにお腹いっぱいだと言われるまですることになった。




　夕方、私が仕事を終えて外に出た時だった。なにやらＭＡＲＲＹの入口でスタッフたちがざわついている。

　集まっている人々を抜けて道路側へ出ると、見覚えのある車があった。そのそばでなぜか和孝さんがうちのスタッフに話しかけられている。

　どうやら名刺の交換をしているようだ。疑問に思いながら近付くと、私が声をかけるよりも早く気付いてくれる。

「お疲れ、紗枝さん」

「ここでなにをしてるの？」

　名刺を交換していた女性スタッフたちが驚いた顔で引いていく。同じ会社でも、これまでかかわったことのない人たちだ。

「迎えに来た。今日は早く終わったから」

「いつもはもっと遅いのに……」

「新婚だし、ちょっと努力してみた」

　今までも本当はこんなふうに迎えに来たかったのかも、と思うぐらい、彼は妙に満足げだった。

「ありがとう、うれしい」

「うん。俺も」

「和孝さんも？　どうして？」

「喜んでくれたから」

　私が喜ぶとどうして彼もうれしいのか、不思議な気持ちになる。変な人だなあと思うけれど、私も喜ぶ和孝さんを見てうれしく感じたからどっちもどっちだろう。

「おいで」

　和孝さんに導かれて車に乗り、物珍しげに見るスタッフたちへ目を向ける。シートベルトを締めながらキーを回した和孝さんに、先ほどのことを聞いてみることにした。

「どうして名刺交換なんてしてたの？」

「頼まれたから？」

　平然と返されたそれに疑問を覚え、思ったまま口に出した。

「普通、会社の前にいる人にいきなり名刺交換なんて頼まないと思うけど」

「そこそこ顔が知られてるからじゃないのか？」

「あ、そっか」

　すっかり忘れていたが、私の夫は誰もが知る家具屋の副社長なのだった。ホームページを見れば写真が載っているし、何度か雑誌やテレビの取材も受けたことがある。

　私がそれを知っているのは本人に聞いたからではなく、実際に自分で調べたからだ。

　と、ここまで考えて首をひねる。

　――それにしては、女性スタッフばかりに囲まれていたような。

　和孝さんが車を走らせた後も、胸のもやつきが消えず話を続ける。

「うち、結婚式のプランニングをする会社でしょ。なのにどうして家具屋の副社長と名刺交換するの」

「この間みたいなこともあるし、繋がりを作っておくのは別におかしくないんじゃ？」

　和孝さんが言っているのは、世田くんの要請を受けたあの時のことだろう。

「それはそうかもしれないけど、ちょっともやもやする」

　以前なら言えずに呑み込んでいた気持ちを口にすると、和孝さんが微笑んだ。

「そういうことも全部言ってくれてうれしいよ」

「もうなんにも隠さないって決めたからね」

「意外と顔に出るしな」

「えっ？　私、そんなにわかりやすい？」

　どこに考えていることが出てしまうか確かめようと自分の顔に手を当てる。

「胡う散さん臭くさい作り笑いじゃない時はわかりやすいよ。照れるとすぐ真っ赤になるし」

「胡散臭いってなに、胡散臭いって」

「そのままの意味。普通に笑ったらかわいいのに」

　不意打ちの褒め言葉のせいで、心臓が小さく音を立てる。

「かわいいって言うの、禁止にしない？」

　こういう時ならまだ平静を保てるからいいとして、ベッドの上ではいただけない。ただでさえ余裕がないのに、耳もとで繰り返されるあの甘い声ときたら、思い出すだけで彼の顔を見られなくなる。

「俺も自分の気持ちを隠さないって決めたから」

「そうやって言って、おもしろがってるだけでしょ」

「そう言われるってことは、俺もわかりやすいのかな」

　笑っているけれど、私にとっては笑いごとじゃない。

　頬を両手で押さえると熱くなっていた。今もかわいいと言われて恥ずかしく思ったのを見抜かれているのだろう。

「そういえば」

　ふと和孝さんが声のトーンを変える。

「なに？」

「紗枝さんの働いてるとこでは、身内の結婚式もプランニングしてくれるのか？」

「するよ。もう退職しちゃったけど、前に先輩がしてた」

「じゃあ、依頼しようか」

　一秒、二秒、と思考停止する。

「それってもしかして、私たちの？」

「うん。してないだろ」

　今度は五秒考えて、首を横に振った。

「他の場所がいい」

「え、ダメ？」

「ダメじゃないけど……お客さんになるのは恥ずかしいよ。サプライズもやりにくいし」

「サプライズ？」

　聞き返した和孝さんに向かって頷く。

「どうせやるならなにかしたいでしょ？」

「紗枝さんが俺に？」

「和孝さんがしたいなら、それはそれでうれしいけどね」

　ずっと前から考えていた理想の結婚式について思いを馳せる。

　どんなアンティークを飾るかばかりで、実際になにをするかまではちゃんと考えたことがなかった。

「一生に一度のことだし、やっぱりうれしい驚きが欲しいなーって。私も当日まで考えておくから、もし和孝さんもしてくれるなら言わないでね」

「ハードルが上がるな」

　真面目に言った和孝さんが考え込んだのを見て、ふっと笑う。

「無理してやらなくても平気だよ？」

「ここまで言われてやらない選択肢はないだろ。喜ばせてあげたいし」

　自然とそういう台詞を言えるところがこの人のすごいところだった。おかげで私の胸はすぐ疼いてしまう。

「やるからには全力でやるよ。楽しみにしておいて」

「うん、和孝さんもね」

　先にサプライズをすると宣言するのもおかしな話だが、これはこれで私たちらしくていい。隠しごとのない夫婦になれたのだとうれしくなった。

「新婚旅行の休みも取らないとな」

　その言葉にサプライズが頭から吹き飛ぶ。

「ヨーロッパがいい！　前からいつか行こうって貯金してたの」

　和孝さんの希望も聞かないまま、まず自分の要求を伝えてしまう。慌てて口を閉ざした私を、彼はおもしろいものを見るような目でちらりと見た。

「貯金は知らなかったけど、行きたいだろうなとは思ってた」

「どうしてわかったの？」

「よく旅行雑誌を見てるし、テレビでもヨーロッパの特集をよく録画してるだろ？」

　意外と細かくチェックされていたらしい。そういうところがあの気遣いに繋がっているのだろう。

「マーケットを見て回ろうな。もちろんアンティークの」

　大きく頷いたところで車が止まる。

　道路の向こうを見てみると、開かずの踏切と名高い場所に引っかかったようだった。

　和孝さんがハンドルに寄りかかって私へと顔を向ける。

「嫌がられなくてよかった。結婚したくなかったのはそういうのもあってさ」

「どういうこと？」

「旅行ってひとりが一番気楽でいいと思ってたんだよ。見たいものを見るならそれが一番だから。でも、結婚したらそうはいかないだろ」

　確かに私も貯金ができたらひとりで旅行するつもりでいた。海外にいる間、じっくり趣味の時間に浸りたいからだ。

「そこは心配しないでね。アンティークなら何時間だって付き合えるよ」

「もっと早く言っておけばよかったな。あのアンティーク市も見足りなかった」

「私も。次は一日中見ようね」

「だな」

　自分の子どもっぽい部分を隠さなくてもいい相手が、同じ趣味まで持ってくれている。しかも夫として愛してくれている。

　こんな幸せなことがあっていいのか今も信じられない気持ちでいるけれど、事実そうなのだから現実とは不思議なものだった。

　まだ車は進まない。

　それをいいことに近付いてきた唇を、今日は逃げずに受け止めた。




　季節が変わり、いつの間にか想いを通じ合わせてからの日数が、すれ違っていた頃の日々を超えていた。和孝さんとの結婚生活も半年を過ぎ、かつてとは違う順風満帆な毎日を送っている。

　彼は本格的に会社を継ぐための準備を始めたらしく、最近とても忙しそうだった。

　私はというと、企画したフェアも抱えていた式のプランも一段落して、今は中途で入ってきた後輩スタッフの補佐をやっている。

「及おい川かわさん、絵美さんのところに連絡は入れた？」

「あっ、はい！　昨日入れておきました！」

　にこにこしながら明るく返事をした及川さんは期待の新人である。前職はブラック企業だったとかで、ずっと憧れていたウエディング業界に来たという。

　ほんわかした雰囲気の女性だったこともあり、意外と激務なこの業界への転職に、最初は誰もが心配していた。だけど彼女は、仕事になるとてきぱき機敏に動き、新規のお客様との契約を次々にまとめる敏腕スタッフだったのだ。

「私、別に及川さんの補佐をやらなくてもいいと思うんだけどなぁ」

「そんなことないですよ。先輩のおかげでいつも助かってます！」

　そう言った及川さんのスケジュールは、私が新人だった頃よりも詰まっている。

　地味に敗北感を覚えていると、突然スマホが鳴った。

「ごめん、及川さん。ちょっと出てくる」

「はい。私のことはお構いなく」

　にっこり笑った顔がいつもと違うように思ったけれど、今は電話に出る方が先だ。席を外し、廊下に出て相手に応える。

「もしもし、世田くん？　どうしたの？」

《大変なんです、先輩！》

　ばたばたと電話の向こうから物音がしていた。

　ただならぬ状況らしいと察し、慌てた様子の世田くんから話を聞くことにする。

「大丈夫？　なにがあったの？」

　今日、彼は結婚式場の『アンダンテ』で広告の撮影を行う予定が入っていたはずだ。

　うちは各地の式場と懇意にさせてもらっており、提携しているカメラマンやドレス会社と組んで広告を作ることがあった。その撮影場所となるのがアンダンテだ。

《頼んでいたモデルが突然来られなくなってしまって……！　こっちでもパニックになっちゃってるんです。先輩、来てもらえませんか？》

「わかった。上にはそうやって伝えておく」

　電話を切って今日の予定に考えを巡らせる。私が急ぎでやらなければならないことはない。なぜなら今は及川さんのバックアップ業務がメインになっているからだ。

　――及川さんに伝えて、上にも連絡を入れて……。世田くん、大丈夫かな。

　責任感の強い後輩だけど、どうも運に恵まれていない。思えば以前、和孝さんにお願いした時も不測の事態によるものだった。

　本人が悪いわけではないし、後で先輩としてフォローを入れておくことにする。

　さっそくタクシーでアンダンテまで向かうと、本物の結婚式が行われるのかと思うほど多くのスタッフがばたついていた。

　目につくのはＭＡＲＲＹの人間ばかりだ。広告案件はノータッチだったけれど、かなり本格的な撮影を行う予定だったらしい。

「あの、すみません」

　式場に飾るらしいブーケを持っていた男性スタッフに声をかける。彼もＭＡＲＲＹの人間だ。顔は知っていても、仕事で関わったことはない。

「ＭＡＲＲＹの皆崎です。世田くんはいますか？　応援に呼ばれまして」

「ああ、皆崎さんですね。待っていたんです。世田さんでしたら奥にいますよ」

「ありがとうございます！」

　慌ただしく動き回るスタッフの間を抜けて式場へ入る。

　アンダンテさんは結婚式を行う教会と披露宴会場が併設されている。百人以上を余裕で収容できるフロアが五つも用意されており、エントランスだけでもかなり広さがあった。

　世田くんを探していると、後ろから声をかけられる。

「もっちー先輩！」

　皆崎の苗字になって長い私をそう呼ぶ後輩は多くない。振り返ると、案の定世田くんだった。

「私、なにを手伝えばいい？」

「モデルをやってほしいんです」

　騒がしかった周囲の音が一瞬で聞こえなくなった。

「……〝なに〟をやってほしいって？」

　聞き間違いかと思い、なに、の部分を強調して聞く。

「モデルです。先輩が一番背格好が似ていて……！」

　言われて自分の身体を見下ろす。どこにでもいそうな体形だという自覚があった。

　――普通すぎて逆に代打が見つからなかったのかな。

　多くのモデルを抱えている事務所でそんなことがあるのかはわからないけれど、実際に世田くんが困っているのならそうなのだろう。

「モデルをやるならもうちょっとダイエットしておけばよかったよ」

「いえ、今のままで充分です！　じゃあ、三階のドレスルームに行ってもらえますか？」

　手短に教えてもらい、道順を頭に入れる。

「これ、顔は映らないよね？」

「バックだけの撮影予定だったので大丈夫ですよ。着替えが終わったら、羽鳥さんから指示もらえると思うのでよろしくお願いします」

「ああ、うん。担当は美香なんだね」

　忙しくしている世田くんを送り出し、エレベーターへ向かう。

　正直、私にモデルがきちんと務まる気はしていなかった。ただ立って撮影されればいいというものではないし、ポーズだっていちいち指示されなければわからない。

　――せめて迷惑はかけないようにしないと。

　三階に到着した後は、世田くんが言った通りすぐ右のドアをノックした。中から出てきたのはやはり見知った顔である。

「高たか田ださんも今日ここの担当だったの？」

「そうなの。とびっきりのドレスを用意してーって言われててね」

　高田さんはＭＡＲＲＹの専属ドレスコーディネーターだった。

　新婦にぴったりのドレスを決めたり、補正や細かい調整を行ったり、ＭＡＲＲＹでレンタルしているドレスの管理を行ったりといつもお世話になっている。

「今日はモデルが来られなくなったんだって？　世田くんが大混乱だったよ」

「うん、さっき話したよ。私にモデルを頼むぐらいなんだからよっぽどだよね」

「まあ、確かにもっちーがぴったりだと思うよ」

　そう言いながら、高田さんはてきぱきと必要な道具を手元に用意していく。

「そんなに私と近い体形のモデルだったんだ？」

「モデルにしては身長が低いよねぇ」

「それ、遠回しに私のこともチビって言ってない？」

　一応、身長は百六十二センチある。そんなに小さいと自分では思っていないけれど、和孝さんと並ぶと結構な差があった。

「はい、これ下着。きつかったり大きかったりしたら言って」

　白い布袋を差し出されて受け取るも、なにかの間違いではと首を傾げる。

「下着まで？　私、てっきりドレスだけ着るのかと」

「そんなわけないでしょ。専用の下着をつけないと形が浮き出たりするんだから」

　下着がそこまで重要だとは知らず、感心すると同時にプランナーとしての不勉強を恥じた。

「そこまでするなんて、お金かかってそう」

　なかなか頭の悪いことを言ってしまった。高田さんが呆れたように笑って背中を押してくる。

「広告なんてそんなもんよ。ほら、早く着た着た。時間ないんだからね」

　着替え用に仕切られたエリアへ放り込まれ、下着以外にもグローブやハンカチを渡される。

　――本格的だなあ。

　戸惑いながら渡されたものを着用する。

　そうしながら、カーテンで仕切られた向こう側へ話しかけた。

「これ、私が着ちゃったら買取になるよね？」

「さすがにクライアントから出るわよ」

「あ、そっか」

　そこまでするなら、モデルを見つけた方が早いし確実なのではないだろうか。そうならなかったのを考えると、とことん世田くんには運がないらしい。

　身につけた下着はぴったりだった。それを意外に思いながらカーテンを開く。

「調整する必要ないかも」

「って思ってる新婦をもっと魅力的にするのがあたしの仕事だから」

「ここからどうにかなる？」

「どうにかなるんじゃなくて、どうにかするのよ」

　ふふん、と得意げに言うと、高田さんは私のコルセットに手を伸ばした。

「やっぱりちょっと浮いてる。もうワンサイズ小さくした方がいいわね」

「そんなにきつくしたら息ができなくなっちゃうよ」

「倒れたら介抱してあげる。我慢して」

　仕事人の高田さんは容赦がなかった。ぐっと肌を掴まれ、胸もとに寄せられる。

「ちょっと、ちゃんとご飯食べてる？　もっと肉つけなさいよ、肉」

「食べてる、食べてるってば」

　背中からそんなに肉を寄せる必要があるのか不安になる。

「これじゃ貧相な胸になるじゃない！」

「こっ、これでもＣはあるからね？」

　貧相と言われて咄嗟に言い返すも、彼女は心底悔しそうに呻いた。

「せめてＤくらいまでは盛りたかった……っ」

　高田さんはあれこれと文句を言いながら、それでも綺麗にドレスを着付けてくれた。

　着ているのは私だというのに、ドレスの素晴らしさは変わらない。鏡に映った私も普段の数倍素敵に見えた。まず、胸が大きく見える。

「ねえ、これって前に私が素敵って言ってたやつ？」

「そ。ほぼうちの飾りになってた一番いいやつ」

「レンタル料だけで一カ月もやし生活は避けられなそうって言ってたよね」

　それはとあるブランドのドレスだった。

　高田さんがひと目惚れして上司に直談判し、購入予算をもぎとったのだと言う。レンタル料もかなり高額になることから、いまだ着用した新婦はいなかった。

「これが着られるだけで今日の給料いらないかも」

「なら、あたしに焼肉でも奢おごってくれる？」

　そう言う高田さんは忙せわしなく私の裾を整えたり、胸もとやお腹の周りの布を引っ張ったり寄せたりしてバランスを取っていた。

「こんな綺麗なドレスの前で焼肉とか言わないでよ」

　呆れて言った私を笑うと、ヒールのある白い靴を差し出された。

「とりあえず靴履いてね。ヒール高いから転ばないでよ」

　おそるおそる靴に足を入れ、グローブを手にはめる。そうするとどこからどう見てもこれから結婚式を行う新婦にしか見えなくなった。

「よし、完璧。もしどこかズレたりおかしなことがあったらすぐ呼んで」

「ありがとう。今のところ大丈夫そうだよ」

「ならいいけど。じゃ、外で美香ちゃん待ってるから」

　結婚式当日に新婦がなにをするのか、私はプランナーとしての経験から知っている。

　思った通り、美香と合流してからは化粧やヘアメイクを行うことになった。

　肩や首の周りにラメ入りのパウダーをまぶされ、エントランスに戻る頃には到着してから三時間近く経過している。

　美香の案内で教会へ移動しながらげんなりと肩を落とした。

「新婦さんって大変だったんだね……」

「始まる前からそんな顔しないの。ここからが本番だよ？」

　彼女の言う通り、今日の目的は撮影だ。ドレスを着て終わりではない。

「こんなに時間かかって大丈夫？」

「だからって手を抜くわけにはいかないでしょ」

「まあ、そうなんだけど。モデルって大変だね」

　しみじみ思いながら後に続くと、やがて閉ざされたドアの前へとやってきた。

　ずっと前を歩いていた美香が立ち止まり、私を振り返って微笑む。

「いつもはこっち側だろうけど、今日はもっちーが主役だから。行ってらっしゃい」

　思えば、確かに私はいつも新郎新婦を送り出す側だった。幸せに向かって歩み出すふたりの背中を見てきた私が、今日は見送られるなんて少しくすぐったい。

　美香がドアを開くと、中は教会だった。参列席にはずらりと人が並んでおり、かなり本格的な撮影だとわかる。

　しかも、すでにバージンロードの先には新郎らしきモデルの姿もあった。

　さすがモデルなだけあってかなり背が高い。細身というわけではないが、肩幅が広くて男性的な魅力を感じさせた。こちらに背を向けていることもあり、顔までは確認できない。

　こうなると自分の冴さえない身長が恨めしくなる。

　――とりあえずきっちり仕事をこなそう。

　緊張しつつ、覚悟を決めて足を踏み出した。

　オルガンによる聖歌も、プランナーとして聞くのとモデルとはいえ新婦の立場で聞くのとは全然違っていた。

　歩きながらふと気付く。どこから撮影が始まっているのかすっかり聞き忘れてしまった。背面だけの撮影とはいえ、これでは気が抜けなくなってしまう。

　さらに緊張が高まるのを感じながら視線を歩く先に向け、覚えのある花を見つけて勝手に口元がほころんだ。

　教会の隅に飾られた美しい花々の中に、以前絵美さんが教えてくれたアンティークアジサイがある。特徴的な飾り方は彼女の手によるものだろう。

　綺麗だと思うと同時に、疑問が浮かんだ。

　あの花は確かに美しいが、華やかとは言いがたく、広告撮影用の装飾にはふさわしくないように感じられる。

　ゆっくり歩みを進めるにつれ、ますます違和感が強くなった。

　軽く確認しただけだった新郎のうしろ姿。よく似た背中を知っている気がする。

　止まるわけにもいかずひとまず進む。

　と、新郎のもとへ一段上がろうとした瞬間、他のことに気を取られすぎて足が引っかかった。

　全身の血の気が引くのを感じながら、衝撃に備えて目を閉じる。

　でも、その瞬間はいつまで経っても訪れない。誰かが私を抱き留めてくれていた。

　――私、知ってる。

　心臓が大きく高鳴り、徐々に速度を増していく。

　階段で転びそうになった時、あの日も私を支えてくれた人がいた。

　顔を上げた私の目に映ったのは、新郎として待っていた――和孝さんだった。

「どうして……」

　驚きで声が掠かすれる。

　ようやく目が合った和孝さんは、私を助け起こしながら微笑した。

「サプライズ。してほしかったんだろ」




　その後、私は和孝さんとＭＡＲＲＹのみんなからネタばらしをされた。

　つまり、今日のことはなにもかもがフェイクだった。世田くんの広告案件も、モデルが飛んだという話も、本当にすべてが。

　道理で及川さんが快く送り出してくれたわけだ。彼女どころか上司までこれを知っていたのだから。

　参列席には両親や真里の姿もあり、もちろん義両親もいた。彼がサプライズの協力を申し出たところ、全員が喜んで応えてくれたという。

　ネタばらしの後は改めて父とともにバージンロードを歩き、みんなの前で神父様に和孝さんとの愛を誓った。

　披露宴が終わってからは緑の芝生が目に優しいガーデンで、絵美さんがこれでもかと飾りつけたフラワースタンドを見る。

　ウエディングドレスのまま白いベンチに座った私の隣には、グレーのタキシードに身を包んだ和孝さんがいた。

「サプライズをされたいって聞いてから企画してみたんだ」

「全然気付かなかった。今も現実じゃないみたい。準備、大変だったよね？」

　さっき高田さんが渡してくれたグローブはもう手になかった。滞りなく行われた式の中で、和孝さんが外したからだ。

　代わりに今、さらされた左手の薬指には指輪がはまっている。

「そんなに大変じゃなかったよ。紗枝さんの好みはわかってたし、あとはみんなから話を聞けばいいだけだった。あちこちで理想の結婚式の話をしてたんだな」

　飾りたい花は絵美さんに、着てみたいドレスは高田さんに。世田くんにも美香にも、もし自分が結婚式をするならどういうものがいいか話していたから、私の好きなものでいっぱいだったのだ。

　頭の中にある置きたいアンティークの具体的なインテリアリストは、言語化していなかったせいで無理だったけれど。それでも充分すぎる素晴らしいサプライズだ。

「私の唯一の楽しみだったの。でも、叶っちゃった」

「叶えられたならよかった。だけどこれからまだやってもらうことがあるからな」

「え？」

「俺は理想の家を作りたいって言ったと思うんだけど覚えてる？」

　それは直接和孝さんの口から聞いたものではない。まだ相手が夫だと知らなかった頃のサキさんが言っていたものだ。

「私が考えてもいいの？」

「俺の考える余地も残してくれるとありがたいけど」

「それはもちろん。和孝さんの方がいいセンスだし」

「そう言われると照れ臭いな」

　困ったように笑った和孝さんを見て、今さら気付く。

「和孝さんって、照れると困った顔をするんだね」

「え、そうか？」

「うん」

　かつて私は自分から距離を縮めてみようと、ベッドの中で和孝さんの背中に抱き着いたことがあった。あの時、照れたのもあって困り顔をしていたのかもしれない。

「あーあ」

「ん？」

　和孝さんの肩に頭を預ける。空気を読んだみんながふたりきりにしてくれているからこそできる甘え方だ。

「こんなサプライズをされたら、なにもできなくなっちゃうなーって」

　ついさっきまでいた披露宴会場は、私が好むアンティーク風のもので整えられていた。テーブルの上に飾られた花も、内装も、テーブルや椅子に至るまで、夢に見ていた結婚式以上のもので、感動のあまりなにも言えなくなってしまった。

「和孝さんを喜ばせてあげられないかもしれない」

　ため息をつくと笑われた。よしよしと子どもにするように頭をなでられる。

「前からしてもらいたかったことがあるんだ。それを叶えてくれたら喜ぶし、驚くよ」

「なに？」

　考えてみようともせず聞いてしまうから、子どもっぽいと呆れられるのだろうか。

　でも和孝さんは呆れないし、受け入れてくれる。

「紗枝さんからキスしてほしい。いつも俺からだっただろ」

　いたずらっぽく言われて、一気に顔が熱くなる。

「そ、そっか。それなら……うん、今でもできるね……？」

　きっと赤くなっている顔を彼に見られないよううつむいて言うと、耳もとのごく近いところで笑う声が響く。

「へえ、今？」

「えっ、あっ、違った？」

「いや？　今してくれたら、もっと幸せになるよ」

　見つめてくる瞳には期待の色がある。直視できないのに目が離せない。

　覚えのある感覚を以前いつ感じたものだったのか考え、ああと気付く。

　――ひと目惚れした時と同じだ。

　勝手に高鳴り始めた鼓動をうるさく思いながら、和孝さんの肩に手を添えた。

「上手にできなくても怒らないでね」

「そうしたら、やり方を教えるよ」

　ごく近くでささやかれた声にまたときめきを感じてしまう。

　――今すぐ教えて。って言うのはまた今度にしよう。

　顔を寄せて和孝さんにキスをする。

　上手にできたかどうか自分では判断がつかなかったけれど、多分失敗していたのだろう。そうでなければ、キスをやり返されることもなかっただろうから――。
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あまあまな夜




　ひい、と小さく声が漏れる。

　これまでの経験上、夜眠る時にベッドでそんな声を出すなんてありえなかった。

　それなのに、ここしばらくはありえることに変わってしまっている。

「か、和孝さん……」

　おそるおそる振り返ると、至近距離に和孝さんの顔があった。しかも満面の笑みを浮かべている。

「なに？」

「なに、じゃないよ……」

　声が震えるのは、和孝さんの手が私の腰を抱きしめているせいだ。

　夫婦関係が改善してから、無事に新婚夫婦らしい生活になった。ただし、本当にこれが普通の新婚夫婦のやり取りなのかと言われると、私にはもうわからない。

　和孝さんは隙を見せても見せなくても手を出してきた。これまで触れなかった分を取り戻すのだと本人は言っていたけれど、それにしたってやりすぎなんじゃないかと思っている。

　朝は六時に起きて、三十分近く私を弄もてあそんでからベッドを出る。朝食を食べている途中もずっと私を見つめながらあれこれと話をし、その後のコーヒータイムはソファの上で私を抱きかかえながらニュースを見た。

　行ってらっしゃいのキスは当然のようにする。見送ってからやっと私の自由時間がやってくるけれど、仕事がある以上あまりゆっくりはできない。

　昼は必ず和孝さんからメッセージがあった。別に報告する必要はないのに、いつもなにを昼食にしたか教えてくれる。しかも私がコンビニ弁当をつついている時に限って、美味しそうな写真を送ってきた。会社近くにおしゃれなお店があるらしく、そこのデリバリーだとのことだ。一瞬、転職を考えたのは言っていない。

　夜になるとやっぱりメッセージが入ってくる。いわゆる帰るコールだ。普通に伝えてくれればそれで構わないのに、必ずそこにひと言付け加えてある。

　早く会いたい。抱きしめたい。今日こそふたりでお風呂に入りたい。明日早くなかったら一緒に寝たい。

　これまでの夫婦生活はなんだったのかと思うような内容ばかりである。

　ちなみにそのメッセージをすべて画像にして保存しているのは内緒だった。私用パソコンに和孝さんフォルダがあるなんて、知られるわけにはいかない。

　そういうわけで、和孝さんは完全に遠慮しなくなった。

　こうして夜、ちょっかいをかけてくるのも既に恒例行事と化している。

「いきなりくっつくのはダメって言ったのに」

「だって、急に抱きしめたくてたまらなくなるから」

「それでもダメなの。びっくりするでしょ」

　腰の辺りを彷徨う手をどけようとするも、もう片方の手がいたずらに動く。

「びっくりする紗枝さんがかわいいのが悪い」

「人のせいにするのはいけないんだよ」

「そういう言い方もかわいいよ」

　私をおかしくさせる魔性の響きが鼓膜を震わせて身体に染み込んでいく。和孝さんにかわいいと言われると、どうして私の身体はこんなにもとろけてしまうのか。

　このまま好き勝手されるわけにはいかないと、敢えて厳しく言う。

「全然人の話を聞いてないでしょ」

「声もかわいいなって思ってる」

「それは私の話を聞いてるんじゃなくて、声を聞いてるんだよね？」

「同じようなものだろ」

　機嫌よさそうに喉を鳴らして笑う和孝さんの手を、再度引き剥がそうとした。だけど指を絡め取られて握られる。

　ほどこうともがいていると、耳を甘噛みされた。

「怒ってる？」

「……怒ってない」

　かわいいは禁止だと以前言った気がするのに、むしろエスカレートしている。夫婦関係が改善されてうれしい気持ちはある。でも、ここまでになるとは誰が想像できただろう。

　と、その時、和孝さんの手が私の指を離してお腹の上をなぞった。

　びくりと身体が震えると同時に変な声が出てしまい、手を抑え込もうと丸くなる。

「ダメ、ダメ！」

「んー、なにが」

「……っん」

　ますます抱き込まれるばかりか、耳もとでささやかれる。

　和孝さんは知っているのだ。私が彼のそういう行為にとても弱いということを。

「手……っ」

　くすぐるように動く手が寝間着の中に入ってきた。お腹をつままれて軽く叩く。

「紗枝さんって、手が早いよな」

「和孝さんの方が早いでしょ！」

「まあ、いろんな意味でそうかもしれないけど」

　それを証明するように服をまくられ、また変な声を出してしまった。

　悪い手を再びしつけようとしたものの、それより早く両手首を掴まれてしまう。

　和孝さんの手は大きい。だから片手だけで私の両手を封じるのも簡単だった。

「ちょっ……」

「本当に、嫌？」

　腕を封じられた状態で後ろからささやかれ、挙句に耳の縁を噛まれる。

「嫌ならやめるよ」

　鼓膜を溶かすような甘い声のせいで背筋がぞくぞく震えた。

　和孝さんは本気でそう思って言っているから、私が嫌だと言えばすぐにやめてくれる。本気で拒めば二度と触れないに違いない。自分がどんなにそうしたいと思っていても、私のためなら我慢してくれるのが和孝さんという人だ。

　そして、私は抵抗こそしても本当の意味で嫌がっているわけではない。いつも流されて自分を保てなくなるのが嫌なだけだ。

「嫌じゃない、けど……っ」

「じゃあ、どうしてほしい？」

「んんん」

　私を抑え込んでいない方の手が胸もとに伸びてくる。

「紗枝さんのしてほしいことしかしないよ」

「手……離して……」

「もう叩かない？」

「叩かないから、ぁっ……」

　身体に和孝さんの熱を移されて、どんどん熱くなる。

「あとは？」

「あとって……なに……？」

「俺にしてほしいこと。言ってくれたらうれしいな」

　言わせようとする意地悪さに呻くと、敏感になった身体を指先でつつかれた。

　優しい声と彼の意地悪はいつも噛み合わない。肌をなぞる指の感触はどうしようもなく私を焦らし、戸惑わせた。

「俺のこと、好き？」

「す、き……好き……だから……やっ……」

　わざと弱い場所の周囲だけ触れて、本当に触ってほしいところを避けられる。

「もうダメって言わない？」

「言う……」

「じゃあ、離してあげない」

「や、んっ」

　初めての夜を迎えてから、和孝さんは毎晩のように私を愛してくれた。そのせいで知り尽くされた弱点を、今ここでもじっくり責められる。

「や……ダメ……ぁっ……ダメって……言ってる……っ……」

「ダメ、の代わりに好きって言ってくれたら、俺ももう少し優しくしてあげられると思うよ」

　それは嘘だ。彼は私が陥落して自分から求めても、優しくするどころかもっと激しく奪おうとする。

「なんで意地悪するの……」

「紗枝さんが好きだから」

　大きく跳ねた身体が、和孝さんに与えられる刺激を求めて疼く。

「好きって言って。言ってくれないなら最後までしない」

　くうう、という子犬の鳴き声に似た音が喉の奥から漏れた。

「どこからそんな声を出してるんだ」

　呆れたような声が聞こえ、なぜか手を解放される。

　その段階で既に焦らされた身体にはもう力が入らなかった。ぐったりとシーツに身をゆだねていると、和孝さんがシャツを脱いで覆いかぶさってくる。

「最後までしなくていいのか？」

「やだ……」

　とんでもない人だと心の中で思う。

　優しいし気遣ってくれるし、穏やかで甘い人だけど、私を自分の思い通りにするのがうますぎる。強引にするならもっと荒っぽく乱暴にしてくれればいいのに、終始真綿でくるむように誘導してくる。

　だから私はいつまでも意地を張れない。あっさり敗北を認めて彼を求めてしまう。

「今日もいっぱいされたい……」

「うん。で、『好き』は？」

　広い背中に腕を回してキスをしようとすると、あと少しのところで避けられる。ごまかしはきかないようだ。

「和孝さんが言ってくれたら言う」

「好きだよ、紗枝さん」

　食い気味に与えられた愛のささやきを聞いて鈍い悲鳴がこぼれると、和孝さんは困ったように笑った。

「なんでいちいち悲鳴をあげるかな」

　変な声を出せないようにするつもりなのか、唇を塞がれる。やわらかい温もりが触れ合った状態で、再び促された。

「ほら、言って」

「す、き……」

「もっと」

　要求しながら、私の唇を甘噛みしてくる。

「一回しか言わない……」

「わかった。それなら無理矢理言わせる」

　肌に唇を押し当てられて背中がのけぞった。こんなに何回もキスをされたら、おかしくなってしまう。

　触れられた場所はもれなく火傷やけどしたように熱くなっていた。身体中に火がついて、頭の先から爪の先まで火照る。

「紗枝さんは本当にかわいいな」

　声も表情も優しいのに、そんな和孝さんにぞくりとする。この余裕が恐ろしい。間違いなく寝かせてもらえない。

「あ、あのね、優しくして」

「俺はいつだって紗枝さんにだけは優しいよ」

　その優しさが私を翻弄するのだと言うためには、キスを拒まなければならなかった。

　包み込むように唇を重ねられ、舌を絡められる。は、と吐いた息がどこか遠くへ行き、代わりに和孝さんの吐息が私の中へ流れ込んできた。

「紗枝さんも、ちゃんと甘えてくれよ」

　掠れた声もキスに紛れて夜の空気に溶けていく。

　今夜もまた、徹底的に優しく甘やかされてしまいそうだった。










優しくなれない夜




　忙しい仕事を終えた夜のこと、私たちはいつものように夕飯をふたりでとっていた。

　今日のメニューはハンバーグ。おろした大根に大葉を合わせ、市販のポン酢で味付けしてある。のせた皿には付け合わせとして焼き野菜もあった。ナス、パプリカ、ひと口サイズのじゃがいもとにんじん。他には海藻サラダと味噌汁がある。今日の具は白菜だ。

「で、今日、香水をもらったの」

　箸で炊き立ての白米を口に運びながら、和孝さんに今日の話をする。

　これまでだったら業務報告のような内容で、どう盛り上げればいいのかわからないまま会話を終わらせていた。そのせいですぐに途切れてしまい、お互いに気まずい思いをしていたわけだ。

　でも、今は違う。これは業務報告ではなく、私が話したいから和孝さんに話すこと。なにがあって、どう思ったのかを今日一日ずっと伝えたいと心待ちにしていた。

「香水？」

　ほぼ食事を終えた和孝さんが軽く目を見張る。

「どうして香水なんてもらうんだ？」

「よくあるんだよ。そうやってお礼の品を贈られるのは」

　ご飯を咀そ嚼しゃくし終えた後に説明し、今日香水を贈ってくれたご夫婦のことを頭に思い浮かべた。

　その夫婦は、三十半ばの明るいご夫婦だった。きっと笑顔の絶えない家庭になるのだろうと、応対しているうちに何度考えたかわからない。結婚式の参列者にどんな引き出物を用意するかを考えるために、ふたりしてうんうん言いながら頭を抱えている姿は、一緒にこれからの人生を歩んでいく夫婦というものを感じさせた。

　そのふたりが先日無事に結婚式を済ませ、落ち着いた今になって私へと香水を贈ってくれたのだった。

「多分、打ち合わせの時に香水の話をしたからじゃないかな？」

　奥様の方が結婚式当日の質問をした際の会話だ。ウエディングドレスを着た後に香水を付けるべきだろうかという質問は、それなりに長くプランナーをしてきた私でも初めて聞くもので、少し反応が遅れてしまった。

「化粧もヘアメイクもして、エステまでするんだから当日は香水でも振った方がいいんですかって言ってたの」

　なるほどというように和孝さんが頷く。

「それで、実際いいものなのか？」

「うん。ご主人が止めたからやらなかったけどね」

　グラスに手を伸ばしてお茶で唇を湿らせる。

「なんにも付けてない香りが一番好きだって。シャンプーとか、石鹸の匂いのする奥さんが大好き……って目の前で突然告白しだしたの。私、ちょっと照れちゃった」

　それを聞いた和孝さんが笑って箸を机に置く。手を合わせてすぐ「ごちそうさま」と呟いた。

「幸せそうでいいな。だけど、香水を付けなくてもいいって気持ちはわかる。俺も紗枝さんのお風呂上がりの匂いが好きだから」

　突然の爆弾発言にぎょっとしたけれど、今はまだ食事中だった。逃げ出すわけにもいかず、恥ずかしさを隠して縮こまる。そんなことをしたところで、和孝さんにはばっちり顔を見られているのだけれど。

　私の動揺をわかっているくせに、和孝さんはさらに言葉を続けた。

「ただ、香水を付けた紗枝さんの匂いも嗅いでみたいな。いつもと違ってドキドキしそうだ」

　放っておけばいつまでも続けそうな気配を感じ、和孝さんの顔の前にそっと手のひらを突きつける。

「そこまで」

　首を横に振ると、不思議そうな顔で見つめられる。

「結局、どっちでもいいってことでしょ？」

「どっちも好きだから、どっちでもいい。どうでもいいって意味じゃないよ」

「わかってる……」

　突きつけていた手をギュッと握られてしまい、引っ込められなくなる。

　和孝さんは平気で私が照れるような発言をする。かわいいという言葉もこれまで何度聞かされたかわからない。

「どんな香りの香水をもらったんだ？」

「シトラス。柑かん橘きつ系の香りが好きって言ってたのを覚えててくれたみたい」

　なぜ手を握られ、指や手のひらをふにふにと揉まれているのか理解できない。ただ、私の手を触っている和孝さんがあまりにも満たされた顔をしているから、やめてとは言いづらかった。

　もっとも、私も和孝さんに触られるのが好きだから、お互いに得してはいる。恥ずかしくなってしまうということを除けば、むしろ最高の状況だった。

「後で付けてくれるか？」

「……嗅ぐの？」

　おそるおそる聞いてみると、眩まぶしいくらいの笑みが返ってくる。

「もちろん」

　嗅がないという選択肢があるのかと隠す気配もなく笑顔で伝えられ、私も香水を付けないという選択肢がなくなったのを理解した。

　和孝さんはぱっと私の手を離すと、まだ食事中だった私を促すように見てくる。

「先にシャワー浴びてくるよ」

「あ、うん」

　いつもなら和孝さんは私が食べ終わるまで付き合ってくれる。今日、そうしないのはこの後にお楽しみが待っていることをわかっているからに違いない。

　食器を持って席を立ち、まっすぐキッチンへ向かう後ろ姿を直視できない。

　――嗅ぐって、つまり嗅ぐんだよね？

　私のこの動揺をそのまま声に出していたら、いったいなにを言っているんだと笑われただろう。

　ドキドキと心臓が高鳴っていて、先ほどまで順調だった食事の手が止まる。

　和孝さんは食器を水につけた後、私を振り返らずに浴室へと向かっていった。

　――新婚夫婦って難しい。

　冷めているとさえ言えた夫婦関係が劇的に改善された今も、私はまだ新婚夫婦とはなにかという点について悩んでいた。

　その理由はやはり和孝さん。内容は「こんなにも毎日わかりやすい愛情を伝えられていいのだろうか」というものだった。




　和孝さんがシャワーを浴び終える頃にはもう食事を済ませていた。入れ違いに私も浴室へ向かい、いつもより念入りに身体を洗ってから再び洗面所へと出る。

　化粧品や肌のお手入れ用品が並んだ洗面台には、帰宅してすぐに置いた香水の箱があった。新顔のくせに堂々としていて、自分が使用されるその時が勝負時なのだと主張しているように見える。

　身体を洗った時と同様、お風呂上がりの手入れも気を付けてやっておく。化粧水をたっぷり顔に含ませ、乳液もまんべんなく擦り込んでから、ふうと息を吐いた。

　――そういえば香水なんて、まともに付けた経験あったっけ。

　私の身近にある香りと言えば、絵美さんのフラワーショップに充満している植物の香りが主なものだ。草木特有の青臭さが混ざることもあるし、様々な花の甘い香りが入り混じることもある。強い匂いのものと遭遇した時、胸焼けしてしまいそうだと言ったのを思い出した。

　その香りに対し、絵美さんは「甘い香りがするからこそ、いろんな人が求めるの」と言っていた。彼女のやわらかい笑顔と声が脳裏によみがえり、勇気を与えられた気になる。

　意を決して香水の箱に手を伸ばした。

　グレーの箱はシンプルで高級感がある。紙でできているため、濡らすわけにはいかない。手のひらに収まるサイズの四角い箱を丁寧に開けると、中にはお礼の贈り物にしては豪華すぎる香水瓶が収まっていた。

　ガラスでできた瓶は重量感があって、見た目のきらびやかさとかわいらしさに少しの緊張感を加えてくる。

　中に入った液体の色は薄い黄色だった。透き通っていて、まるでりんごジュースのようだと思う。

　軽く手に取り、ドキドキしながら手首に軽く一回プッシュしてみた。

　シュッという音がして、お風呂上がりの火照った肌に冷たい水滴の感触が落ちる。次いで、ふわりと爽やかなレモンの香りが漂った。

　――この匂い、好きかも。

　なんとなく気持ちまで爽やかになる。

　香水瓶を慎重に置き、手首同士を擦り合わせて匂いを自分に染みつけた。

　香りが血管を通って全身に広がるとは、誰に聞いたのだったか。本当かどうかはわからないけれど、首にも同じように手首を擦りつける。猫が顔を洗っている時もこんな動きをしていたなとぼんやり考えた。

　どこまで匂いがきちんと私を覆っているのか、すぐに鼻が慣れてしまったせいで心配になる。

　もうワンプッシュするべきか、それともやめておくべきか。

　和孝さんになにも感じないと言われるのは避けたい。どうせならいい匂いがすると言われたいからだ。

　結局、二度目のプッシュはしなかった。

　きっと大丈夫だと自分に言い聞かせながら、まだほんの少し湿っている髪をバレッタで留める。

　準備はできた。あとは彼の反応を見るだけだ。




「終わりましたよー？」

　そろりと寝室のドアを開きながら、中で待っているであろう和孝さんに向かって言う。敬語になってしまったのは単純に緊張しすぎたせいだ。

「このまま来なかったらどうしようかと思った」

　もしかしたら寝ているかもしれないという心配は杞き憂ゆうだった。

　しっかり起きていた和孝さんがベッドの端に腰をかけて、優しい笑顔を向けてくる。

「待ちわびたよ」

　おいでとでも言うように両手を広げられ、きゅんと胸が疼く。ずっと緊張状態にあったこともあり、後のことは考えず勢いよく腕の中に飛び込んだ。

「うわっ」

　勢いがよすぎて、和孝さんを押し倒してしまう。

　どさっという音が聞こえたかと思うと、私たちは一緒にベッドへなだれ込んでいた。

「ご、ごめん」

「ううん、いいよ」

　こんな私でも受け入れてくれるから和孝さんが好きなのだ。とはいえ、もう少し淑女らしくおしとやかにせねばと反省はしておく。

「香水、付けたよ」

　反応を見たいような、怖くて見たくないような、そんな気持ちになりながら伝えてみる。

　和孝さんはすんと鼻を鳴らしたかと思うと、困ったように口元を緩めた。

「よくわからないな」

　やっぱりワンプッシュでは足りなかったかと絶望する。

　こうなってはまったく意味がない。急いでもう一度香水を振りかけてくるべきかと思ったところで、私の後頭部を大きな手が包み込んだ。

　ぽかんとした私を見つめたまま、和孝さんはその手を自分に向けてぐっと引き寄せる。当然、その動きに合わせて私は広い胸の上に転がり込んだ。

「ね、ねえ」

「もっと近くで嗅がないとわからない」

　引きつった声が私の口から飛び出したのを聞いているはずなのに、彼は構わず首筋へと顔を寄せてくる。

　心臓が今にも弾けそうなほど激しく脈打っていた。和孝さんの吐息が肌をかすめ、今、匂いを嗅がれているという事実を嫌というほど突きつけられる。

「く……くすぐったい……」

　まともな声すらもう出てこなくて、ひどくうわずった声になった。

「もうちょっと我慢」

「無理……」

　私に押し潰された格好のまま、和孝さんは何度も深呼吸する。しかもそれに合わせて唇らしきやわらかいものが首筋に触れ、失神を通り越して息が止まりそうになった。

「や、やだ」

　ひどく恥ずかしいことをされている気になって和孝さんに訴える。

　言うほど嫌ではないけれど、どうせするならもう少しまともなやり方がいい。こんな押し倒している体勢ではなく、普通に座って嗅ぐなりなんなりやり方はあるはずだ。

　と、思ったものの、向き合った状態で自分の手首に顔を寄せる和孝さんを想像すると、それはそれで刺激的だった。

　今とは違い、その姿をまじまじと見てしまうことになるだろう。やはり押し倒して首に顔を埋められる状態が正解かもしれない。

　――なにを考えてるんだろ、私。

　和孝さんに遠慮がないせいでだんだん頭が麻ま痺ひしてきている。

「ふあっ！」

　だけど突然肌を吸われ、一気に意識を引き戻された。

「なっ、なにしてるの」

「んー？」

　曖昧な返答にどう返そうかと思ったところで、今度はいきなりひっくり返された。

　押し倒していたのは私だったのに位置が逆転する。覆いかぶさってきた和孝さんは、逃げ場を奪うように私の顔の真横へと両手を置いた。

「いい匂いだと思って」

「それは……」

　香水か、それとも私なのか。

「香水を付けた紗枝さんがいい匂いなんだよ」

　私の聞きたいことがわかったのか、想像を超えた百点満点の回答が返ってくる。さすが和孝さんだと感心した。

「レモンっぽくていい匂いだよね」

「うん。美味しそうな匂いだ」

「えっ」

　問い返そうとした瞬間、またちゅっと肌を吸われた。

　身じろぎした弾みにシーツがごそりと衣擦れの音を立てて、先ほどとは違う緊張が込み上げる。

「た、食べ物じゃないよ」

「知ってるよ。でも、食べたくなる匂いってあるだろ」

　わかるけれど今その感想はおかしいと思うと言いかけたのに、唇を塞がれてなにも言えなくなった。

　奪われた声は和孝さんの唇に囚われていなくなってしまう。

「ん……」

　唇の境目をなぞった舌がするりと差し込まれ、私の口内に熱を移していった。息をしようと口を開くと、さらに遠慮なく舌が入り込んでくる。

　水の上を跳ねるような濡れた音が唇と唇の間を行き来し、気付けば私もキスに応えていた。腕を引っ張られて和孝さんの首の後ろに回されると、後はもう、その頭を引き寄せて自分から舌を絡めてしまう。

　キスにばかり意識を集中できないのは、熱くなった手が私の服をゆっくり脱がし始めたせいだ。

　――本当に食べられてるみたい。

　こくりと喉が鳴る。

　和孝さんは舌ばかりでなく手まで遠慮がなかった。慣れた様子であっさりと寝間着を剥ぎ取ると、私の身体を隠していた下着もすぐに奪う。

　ベッドの上で、そして和孝さんの目の前で生まれたままの姿にさせられるのは初めてではない。それでも私はいつもこの瞬間に緊張していた。

「あんまり見ないで……」

「こんなにかわいいのに？」

　やだ、と小さな声が漏れたけれど、こういう時の和孝さんはとても意地悪で、まったく聞いてくれない。

「紗枝さんがかわいいから、毎日欲しくなるんだよ」

　この人は徹底的に私をおかしくさせたいようだ。そうでなければ、毎日欲しくなるなんていう耳を覆いたくなるような恥ずかしい台詞を平気な顔で言えるはずがない。

　このままベッドの上で気絶しても私はなにも悪くないだろう。それだけの熱と恥ずかしさを、短時間で一気に刻んでくる和孝さんが悪い。

「かず、たかさん」

　いつも流されてしまう自分に呆れつつ、行為を続けようとする和孝さんの名を口にする。

　顔を上げた和孝さんが私を見た。そして、ふっと微笑む。

「今夜は優しくしてあげられないと思う」

　いつもそう言うけれど、彼がベッドの上で優しくしてくれたことは一度もない。

　近付いてきた唇は私の耳に触れて、痺れるようなキスを残した。

「普段と違う匂いがすると、こんなに興奮するんだな」

　うぐっと喉が詰まって息ができなくなった私には構わず、和孝さんは耳から首筋へ、そして肩から鎖骨へとキスを落としていく。

　今日も私の完敗だった。










キスに挑戦する夜




　ソファの上で和孝さんの膝の上に乗る。足を広げて乗るのは恥ずかしいけれど、どうしてもこうしたい理由があった。

「今日は私がキスするからね」

「うん、頑張って」

　結婚式の日、和孝さんは私からのキスを要求した。一応あの時に願いを叶えはしたものの、結局その後すぐ和孝さんにやり返されたのを考えると、成功したとは言いがたい。

　だから、私は今日勇気を出して和孝さんに言ってみたのだ。キスをするからジッとしていてほしい、と。

「俺からするのは絶対にダメなのか？」

「ダメ。じゃないと、また失敗になっちゃうでしょ？」

「別に失敗だとは思わないけどな」

　困ったように苦笑されて悔しさが芽生える。

　和孝さんが思わなくても私は失敗だと思うのだ。

　それに、いつもこの人に翻弄され、甘やかされるのは嫌だ。たまには私が翻弄して甘やかす側に回ってみたい。

「じゃあ、目を閉じて」

「え、それは嫌だな」

　即答されて目を瞬かせてしまった。

　彼はいたずらっぽい笑みを浮かべて私を見つめ、腰にそろりと手を伸ばしてくる。

「だって頑張る紗枝さんの顔を見たいだろ」

　当然のように言うけれど、そんな恥ずかしい自分の姿をまじまじと見られたくない。

「ダメ」

「じゃあ、今日も俺からするよ。それならいいよな」

「それもダメ」

　さっそくキスを仕掛けてこようとした彼を押しのけ、ぶんぶんと首を横に振る。

「意地悪しないで！」

「夫として当たり前のことを言ってるだけだと思うんだけど」

　不満げに言う和孝さんの口元は笑っていた。優しく見えてこんなふうに私を翻弄するから手に負えない。出会った当初からいい人だと思っていたのに、最近は悪い人かもしれないと少し思っている。

「目を閉じてくれないなら、もう一生私からキスしない」

「すごい脅しの仕方だな」

「好きも言わないし、これからは敬語でしゃべる」

「うん、それで？」

　私がむっとしているというのに、どうして楽しそうにしているのか理解に苦しむ。このにこにこした笑顔を両手で挟んでやりたかった。

「それだけなら、自力でなんとかできそうな気がするな」

　てっきり「それは困る」と要求を呑んでくれると予想していただけに、問題ないとでも言いたげな反応は想定外だった。

　もっと和孝さんが嫌がりそうなことを考えてみたものの、なかなか思いつかない。手料理をやめると言っても外食という手があるし、一緒に寝ないと言っても和孝さんなら勝手に私をベッドまで運びそうだ。

　必死に頭を巡らせた結果、とてつもなく子どもっぽい答えが出る。

「じゃあ、和孝さんを嫌いになる」

　ようやく思いついた答えを絞り出すと、私を見つめていた和孝さんがぷっと噴き出した。

「なれるのか？」

　かつて、この人は私に嫌われないよう注意深く遠慮して過ごしていたはずだ。それが心が通じ合った今ではこんなにふてぶてしい。

「なれるならなってみてくれ。もう一回惚れさせてみせるから」

「……もう好きにならないかも」

「俺は好きだから、また好きになってもらうよ。どんな手を使ってでも惚れさせる」

　自信たっぷりに言われてぐっと言葉に詰まった。

　きっと自分の魅力を理解していて言っているのではない。私を惚れさせるために本当にどんな手でも使うつもりだから、ここまできっぱり言い切れるのだ。

　その態度と言葉には諦めないという気持ちも混ざっている。そしてもしそんな日が訪れたら、和孝さんは粘り勝つに違いない。

「やっぱり今のはなし」

　降参を示し、ギュッと和孝さんに抱き着く。

「嫌いになれないよ。記憶をなくしちゃっても、またひと目見ただけで好きになる」

「俺もだよ。何回だってひと目惚れするんだろうな」

　大きなため息をついて、和孝さんの額に自分の額をこつんと重ねる。

「今日もキスできなくなっちゃいそう」

「今からでもしてくれていいんだよ」

「だって、目を閉じてくれないんでしょ？」

　お願いだからと声に込めて和孝さんを見つめる。

　しばらく見つめ合った後、和孝さんは軽く両手を挙げた。

「わかった。今日は諦めるよ」

「本当？　やった！」

　飛び跳ねそうになって慌てて自分を律する。ここは和孝さんの膝の上なのだ。飛び跳ねるのは危険すぎる。

　はしゃぎたい気持ちを抑えてゆっくり深呼吸し、男性にしてはなめらかな頬をそっと両手で包み込む。

　手のひらにやわらかで温かな感触がじんわりと広がっていった。その温もりが私に移るのと同じ速度で、愛おしさも胸ににじんでいく。

「目……閉じて」

　緊張で口の中がカラカラになる。

「こう？」

　今度は拒まずに目を閉じてくれた和孝さんをジッと見て、つい呻きそうになるのをこらえる。こんなに魅力的な人が私の夫で本当にいいのか、心配になった。

「開けちゃダメだよ」

　頷いてくれた和孝さんを信じ、顔を寄せる。

　鼓動がうるさすぎて心臓を止めたい。あとほんの数ミリの距離を詰めるのにどうしてこうまで緊張するのか、自分でも理解できなくてめまいがする。

　こくりと息を呑んで、一気に和孝さんを引き寄せた。

「ん」

　思わず声を出したのは果たして私だけだったのか、和孝さんもそうだったのか。どちらにせよ、一応キスは成功した。すぐに離れて火照った頬に手を当てる。

「それだけで終わりなのか？」

　目を開けた和孝さんがぽんぽんと頭をなでながら言う。

「俺はいつももっと違うキスをしてたと思うんだけど、そこまではしない？」

「してほしい……？」

　おそるおそる聞いてみると、私をなでていた手が止まった。するりと後頭部を滑って、首の後ろに添えられる。

「してほしいって言ったら、してくれるんだな？」

　どうやら墓穴を掘ったようだ。和孝さんはこの上なくうれしそうに笑みを深めた。

「してほしい」

　私がもごもごしている間におねだりされる。

　せめて見つめられていなければそっぽを向けたかもしれないのに、和孝さんの熱っぽい眼差しは私を捉えていた。

「あのキスって難しくない……？」

「あんまり考えたことはないかな」

「和孝さんは上手だからそうやって言えるんだよ」

「上手だと思ってくれていたわけだ」

　おもしろがるように言われてハッと口を噤む。だけどもうしっかり聞かれてしまっていた。

「だったら、やっぱり今日は俺からしようか」

　甘くささやいた和孝さんが顔を近付けてきて、私の答えも聞かずに唇を重ねる。

　ぐっと後頭部を引き寄せられて隙間なく唇を唇で包み込まれ、薄く開いていた場所に舌を差し込まれた。

　最初は舌同士で触れ合うだけで、まるでくすぐられているような錯覚に陥る。もどかしさにお腹の奥が疼いたところでさらに深くまで舌を入れられ、もっと大胆に絡め取られた。

　鼻で息をしていても苦しくて、和孝さんの肩口をギュッと掴む。それでもキスは終わらなかった。

　もし舌で指切りの約束を表すならこんなふうに絡めるのだろうと思うほど、互いの熱が重なって混ざり合う。時々呼吸と一緒に声が漏れて、いけないことでもしているかのようにドキドキした。

　やがて舌同士絡んでいたのが変わり、口蓋や頬の内側を丁寧に舐なめられる。犬や猫に手を舐められた経験はあっても、口の中を舐められる経験はない。私にこんなことをするのが和孝さんだけだと思うと、またどうしようもなく身体が火照った。

「んぅ」

　だんだんおかしな気持ちになって、思わず変な声が出てしまう。

　ただキスをしているだけなのに、身体の奥がじんじんと疼いていた。唇だけでは物足りず、和孝さんの大きな手で直接肌に触れてほしいという欲求が芽生える。

　だからか、気付けば和孝さんの膝の上で何度も身じろぎしていた。抱きしめながら腰を寄せて、言葉を発せられない分仕草で触れてほしいと伝える。

　しばらくそうしていると、ふっと唇が離れた。私と和孝さんの唇をつうっと唾液が伝っていく。ひどく艶なまめかしい光景に自然と息を呑んでしまった。

「あんまりそこで動かれると、俺もきついんだよな」

「どういう――」

　意味だ、と聞きかけて気付く。和孝さんに押しつけられた場所は、存在を主張するように平常時とは違う大きさをしていた。

「責任、取ってくれるか？」

「私が悪い……？」

「うん、紗枝さんが悪い」

　開いた足の付け根に当たるそれが、先ほどとは違う意味で私を高ぶらせる。

「じゃあ……責任、取る」

　私もこの後の展開を望んでいるのだと告げるように和孝さんへもう一度キスをし、抱きしめて首筋へ顔を埋める。

「紗枝さんのそういう真面目なところが好きだよ。流されやすいところも」

　褒められているのかそうでないのかわからない発言をすると、和孝さんはまた私の頭を優しくなでてくれた。

　相変わらず子どものような扱いだけど、彼がそういう目で私を見ていないことはわかっている。

　――今日のキスは結局成功なのかな。失敗なのかな？

　和孝さんに自分からすると言わせてしまったのを考えると失敗かもしれない。

　ただ、もうどうでもいいような気がしていた。どちらからするにしろ、最終的にお互い求め合ってしまうのは変わらないのだ。

　好きな気持ちを隠さなくなったことがうれしくて応え、求めていたけれど、不意にそれが正しいのか不安になる。

「新婚夫婦って、こんなに毎日するの？」

　和孝さんに負担をかけている可能性はなくもなかった。大丈夫だと言ってくれることを願いながら問いかけると、いつものやわらかい穏やかな笑みを返される。

「他の夫婦のことは知らないけど、俺は毎日紗枝さんを抱きたいよ」

　なによりも安心させてくれる言葉を与えられて、彼への思いが一層強くなる。

「やっぱり私からキスする」

　ふくれあがった思いを込めて唇を重ね、だから人はキスをし合うのだと突然悟った。

　してあげたいからするものというよりは、したいからするものなのだろう。少なくとも私は和孝さんにしたいと思ってするキスの方が好きだった。

　突然のキスにもうろたえることなく、彼は丁寧に応えてくれた。

　愛されている事実を心から実感しつつ、今夜もその温もりに浸る――。










幸せを噛みしめる夜




　我が家のリビングには微妙な空きスペースがあった。ソファやテーブル、チェストにちょっとしたインテリア雑貨と、モデルルームのように品のある家具が並んでいる中で、ソファのすぐ横だけがなんとなく寂しい。

　この家の家具を揃えたのは大手家具屋の副社長である和孝さんだった。

　本当だったら妻となった私も一緒に選ぶところだったのだろうけれど、残念ながら結婚当時、私たちの仲は良好と言い難い状況で叶わなかった。

　そういうわけで、今日は和孝さんと空きスペースを埋めるキャビネットを購入しに家具屋へ来ていた。義父が社長を務めるミナサキ家具ではなく、別の大手家具屋である。

「本当にミナサキ家具じゃなくていいの？」

　広々とした店内を歩きながら、迷いなくキャビネットのコーナーへ向かう和孝さんに問いかける。

「別に構わないけど、紗枝さんはうちの製品がよかったか？」

　平然と答えた和孝さんの考えがよくわからない。

　アパレル業界や化粧品業界では自社製品を使用して接客する。私が属しているウエディング業界も自社で繋いだ縁を頼って自身や知人の結婚式を行うことが多い。となると、生活する上で身近な家具も自社製品を置くものだと私は思っていた。

　――そういえば、お義父さんがお祝いにくれた家具以外はミナサキ家具の製品じゃないかも？

　和孝さんが用意した数々の家具を思い出して考える。

「別にミナサキ家具のものがよかったってわけじゃないの。ただ、副社長が同業他社の製品を家に置いていいのかなって」

「まあ、あんまりよくないんじゃないか？」

　やはりこれも平然と言われて困惑する。

「よくないのに、買うの？」

「他社製品より魅力的なものを作れなかったのが悪いだろ？」

「……なるほど」

　特にどうというわけでもないけれど、和孝さんらしい発言だと感心する。つまり彼にミナサキ家具を買わせようと思うなら、他社の製品よりよいものを提示しなければならないわけだ。

「でもうちにあるミナサキ家具のものって、お義父さんがくれたものだけだよね。あんまり自社製品が好きじゃないの……？」

　別に和孝さんが自社製品をどう思っていようと気にすることではないけれど、気になって聞いてしまう。

　質問ばかりの私を嫌がる素振りも見せず、彼は軽く笑った。

「普段、見慣れてるせいかもな」

「ふーん……？」

「それに今あるのはとりあえずで揃えたものだから」

　そうなのかとまた尋ねようとして、目的のコーナーへ到着したことに気が付いた。

　キャビネットが右に左にところ狭しと並んでいる。サイズの差はかなりあり、色や形状、引き出しの数など選択の幅が広い。

「紗枝さんはどういうのがいい？」

「和孝さんが選んでるところを見たい」

「別におもしろくないだろ？」

　不思議そうに言うけれど、まったくもってそんなことはない。

　私は仕事の顔を覗かせる時の和孝さんが好きだ。だから別に家で仕事をしていても構わないし、急ぎの電話が来てしまっても気にしない。彼にとってはうれしくないことだとしても、だ。

「一緒にアンティーク市を見にいった時、すごく真剣な顔で家具を見るんだなってドキドキしてたの」

　今の私はもう和孝さんが好きだという気持ちを隠さないし、むしろ積極的に伝えようと努力している。恥ずかしさはあるものの、伝えれば伝えた分だけ彼も気持ちを返してくれるのを知っていた。

　和孝さんが私の言葉を聞いて困ったように微笑する。この顔は困っている顔ではなく、照れている顔だ。

「紗枝さんは変なところで……その、ときめいてるんだな」

　少し言いよどんだのは、自分でそう発言するのが照れくさかったからだろうか。そんな彼にまたきゅんとする自分がいる。

「和孝さんにならいつでもときめいてるよ」

「今も？」

「うん、今も」

「そっか」

　素っ気なく聞こえる返答に頬が緩む。和孝さんがほんのり頬を染めているのを見てうれしくなった。

「俺も同じだよ。きゅんとする」

「たとえばどんな時？」

「俺にときめくって言ってる時」

　ピンポイントすぎて笑ってしまった。和孝さんも今、私と同じ気持ちだったようだ。

　既に結婚して夫婦になったとはいえ、恋人

期間がなかったせいですぐ気持ちが盛り上がる。外ではあったけれど、和孝さんにくっつきたくて手を握った。

「ちょっとだけ触ってていい？」

「だったらこうしよう」

　そう言うと、和孝さんは手を繋ぎ直して指を絡めてくれた。手のひらを合わせるように重ねると密着度が高く、ただ繋ぐよりも幸せで満たされる。

「和孝さんは私を喜ばせるのが上手だねえ」

　感動してしみじみ言うと、ぷっと噴き出された。

「このぐらいで喜ぶ紗枝さんがちょろいんじゃないかな」

「和孝さん以外だったらこんなにちょろくないよ！」

「俺以外に喜ぶ紗枝さんは見たくないな」

　握った手に力を込められて気恥ずかしくなる。他の人には喜ばないでほしいという独占欲が、触れた手の温もりから伝わってくるようだった。

「よし、遅くなる前に決めるか」

「うん」

　改めてキャビネットの山に向き直る。

　もっとも、私はぴったりの品を探す和孝さんを見るのに忙しかった。




　帰宅した私たちは手ぶらだった。ちょうどいい品を見つけられなかったせいだ。

「また次の休みに見にいこう。気になる家具屋は？」

「うーん、特には」

「無理に買わないっていう手もあるけど」

「それはそれでちょっと寂しい。せっかくふたりで選ぶ初の家具だし」

　ぽすんとソファに座って腕を組む。

「こうなったら海外まで行くしか……」

　真剣に考えて言ったのに、笑われてしまう。その笑みを優しい顔に残したまま、和孝さんは私を覗き込んできた。

「本当にそうする？」

「えっ？」

「海外。ふたりで行くか？」

　こちらを見つめる瞳にはおもしろがるような光があった。茶目っ気を見せてくるのは珍しくなかったけれど、どうもこれは冗談に聞こえない。

「新婚旅行？」

「そうだな、それでもいいし」

「新婚旅行とは別で行くつもりだったの？」

「旅行なんて何回しても楽しいだろ？」

　特に好きな人となら、と肩を抱き寄せられる。

　急に近付いた距離が私の心臓を騒がせた。

「じゃあ、貯金しないと……」

「頼ってくれていいのに」

「海外旅行って高いんだよ」

「君は俺の収入をわかってないな」

　楽しそうに言うと、彼は私に顔を寄せてついばむようにキスをした。

「行きたいなら毎日でも連れていくよ。世界中どこへでも」

　きゅんと胸がいっぱいになる。和孝さんと出会うまでは『ときめく時には胸がきゅんとする』などという事象を信じていなかったのに、今では確かにその通りだと思わされていた。

　ありがとうと言いかけて考え直し、首を横に振る。

　和孝さんが少し驚いたように目を瞬かせた。

「行きたくない？」

「ううん。世界中に行かなくても、私が一番大好きな場所はここだよ」

　溢あふれそうになる気持ちを言葉で表すには語彙が足りなくて、勢いよく大好きな夫に抱き着く。この腕の中が私を一番幸せにしてくれる場所だ。

「和孝さんがいるならどこにも行かなくていいし、どこに行ってもいい」

　大好きだと私からもキスをすると、子犬をなでるようにわしゃわしゃなでられる。

「じゃあ、海外旅行はやめる？」

「あっ、それはまた別で」

　慌てて言うとくすくす笑われた。一緒にいる時、彼はすぐ笑う。だから私もつられて笑顔になった。

「思い出作りをしなきゃ」

「そうだな」

　深く頷いたかと思うと、頬をつままれる。

「うちの家具を全部買い替える旅行にしようか」

　予想外の発言にぽかんとしてしまった。

「全部……？」

「うん。とりあえず夫婦として形になるように揃えたものばかりだから」

　それを聞いてあっと声が出る。

　まだ和孝さんとの距離がこれほど縮まっていなかった時、ＳＮＳで会話したもうひとりの和孝さんであるサキさんは、家に理想の家具を揃えたいと言っていた。

「大変な旅行になりそう」

「ふたりならきっと楽しいよ」

「知ってる」

　感じた分の幸せを和孝さんも同じように感じてくれているのがわかる。

「いつも行きたいねって話だけで終わるから、今度はちゃんと計画しないとな」

「また旅行雑誌を買わなきゃ……」

「今はインターネットもあるんだよ、紗枝さん」

　優しく言った和孝さんがスマホを開いて【海外旅行】と検索画面に打ち込む。

　旅行計画を立てるための賑やかで騒がしい時間は、これまでのどんな計画を立ててきた時間よりも楽しくて充実していた。




　順調に旅行計画を立ててからおよそ半年後、ようやくまとまった休みを取れた和孝さんと念願の海外旅行を果たす。私はいつも以上にテンションが上がっていた。

「見て見て、和孝さん！　この部屋、すごく広い！」

「うん、そうだね」

　イタリアのローマに宿泊を決めた私たちが取ったホテルは五つ星で、外観も内装もなにからなにまで私が興奮せずにはいられない素晴らしさだった。

　そうは言っても、一般的な感覚を持った人間ならば首をひねっていたかもしれない。このホテルはよく言えば歴史を感じさせるけれど、悪く言えば古臭い。ひと部屋にひとつプールがあるなどというようなわかりやすい高級感はなく、どことなく重厚で夜にひとりで館内を歩けば確実になにかと出くわしそうな雰囲気がある。

　イタリアへ行こうと決めた時、私たちはそれぞれ気になるホテルを選び出すことにした。値段は気にしなくてもいいと言った彼の気遣いを尊重し、私だけの旅行では絶対に選ばなかったであろうホテルをひとつだけ選んだけれど、それがこのホテルだった。驚いたことに和孝さんもこのホテルを選択肢の中に入れており、それならばと満場一致で決まったのである。

　ふたりで七日間寝泊まりする部屋は広い角部屋だった。窓から外を見ると、近くの教会の屋根が見える。反対側の窓から身を乗り出せば、石畳の道に囲まれた広場が目に入った。

「ローマは景観を損ねないようにって、あれこれ決まりがあるらしいね」

　道を行く人々を目で追っていると、和孝さんも一緒になって窓の外を覗き込んだ。

「京きょう都とみたいだな。あそこもコンビニの看板の色を抑えたり、見た目を変えてたりするだろ」

「そう言われるとそうだね」

「次の旅行は京都にしようか」

　さらりと髪をなでられて和孝さんに顔を寄せる。

「旅行しすぎて、行くところがなくなっちゃいそう」

「そうなるまで連れ回そうかな」

　いたずらっぽく笑って言うと、和孝さんは私の鼻先にキスをした。

　ちゅっと触れたやわらかさに驚いて身を引こうとしたけれど、その時にはもう腰をしっかり抱きしめられている。

「ツアーまで時間があるけど、どう過ごしたい？」

　今度は唇にキスをしながらささやいてくる。唇と唇が触れ合った状態で会話をするのは、なんとなく気恥ずかしい。

「ホテルの周辺を散歩したい、かも」

　先ほど窓から見た景色はとても魅力的だった。道も人々も、日本ではあまり見かけない大きなゴミ箱でさえ私を興奮させる。

「そっか。俺のしたいこととは噛み合いそうにないな」

「なにをしたかったの？」

「紗枝さんといちゃつきたかった」

〝ド〟が付くほどストレートに言われ、顔が熱くなる。相変わらず和孝さんには恥ずかしいという感情が欠落しているようだった。そうでなければ、昼日中から「いちゃつきたい」なんて言葉が出るわけがない。

「和孝さんがしたいなら……」

　それでも私はまっすぐ求められるのがうれしくて、照れくさく思いながらも素直に答えてしまう。

「ツアーに行く気がなくなりそうだな。ずっと紗枝さんとふたりきりでいたいから」

「それはダメだよ！　真実の口に手を突っ込まなきゃいけないでしょ？」

「別にそれは絶対やらなきゃならないことじゃないと思うんだけどな」

　苦笑した和孝さんが、なにを思ったのか私の唇をつついてくる。

　なにをしているのかと問いただそうとした瞬間、人差し指を中に入れられた。

「んむっ」

　思わず声が出てしまい、目を白黒させる。

「紗枝さんの口になら入れたい」

　笑顔でやることじゃないだろうというツッコミは、多分今の和孝さんに通用しない。そもそも私もツッコミを入れられる状況ではない。

　口内に侵入した指は、私に噛み付かれないのをいいことに好き勝手動き回った。舌の表面をぐりぐりと押されてえずきそうになる。

　さすがにむっとして軽く噛んでみると、ちょっとびっくりしたように和孝さんの目が丸くなった。指を引き抜いてくれるかと思いきや、私の口をぐっと開かせてくる。

「噛まれるのって、少し興奮するな」

「ひゃにを言っひぇるの」

　口に指を入れられているせいでうまく話せない。こんな好き勝手を許し続けるわけにもいかず、和孝さんの肩を強めに押した。

　すると今度はきちんと指を抜いてくれる。

「怒った？」

「怒った！」

　即答すると笑われた。怒ったと言っているのに笑う人がいるだろうか。和孝さんが優しいばかりの人ではないと思うのはこういう時である。

「もう一回やったら、今度は思いっきり噛むからね」

「ちぎれたら紗枝さんが嫌な思いをするんじゃないかな」

「そう思うならもうしないで！」

「指じゃなかったらいいのか？」

　試すように言うと、和孝さんは私の顎を掴んで持ち上げた。キスを予感して目を閉じる。

「キスする時、舌を入れるのが好きなんだけど」

「す、好きにして」

　まさかの発言に動揺し、再び主導権を奪われて深く口づけられる。

　小さく漏れた声を外に聞かせまいとしたのか、和孝さんは窓を閉めてしまった。私の背中を閉じた窓に押しつけ、濡れた音を立てながら舌を擦り合わせてくる。

「ん……やぁ……」

「またそういう声を出す」

　至近距離で見えた苦笑を確認した時にはもう、再び唇が重なっていた。

「舌も、噛むか？」

　キスの合間に尋ねられて、唇を重ねたまま首を横に振る。

　身体に力が入らない。和孝さんの胸に縋って支えを求めると、顎を掴んでいない方の手が背中に回った。

「ふ、ぁ……」

　とろんとしながら和孝さんを見つめ、精いっぱい呼吸をする。キスをやめたかと思うと、和孝さんは私の耳に顔を寄せてきた。

「紗枝さんは噛むより噛まれる方が好きだもんな」

　低いささやきの直後に耳みみ朶たぶを噛まれ、全身を電流が走り抜ける。一気に足の力が抜けてへたり込みそうになった。だけど背中に回されていた手が私を支えてくれる。

「ツアーまであと一時間もあるけど、どうする？」

「一時間しかないよ……」

　明らかにこの続きを求めた言葉を訂正すると、彼は困ったように目尻を下げた。

「紗枝さんも一時間じゃ足りないと思ってるわけだ」

　無意識に答えたことの本質を見抜かれて、顔に血が上る。きっと赤くなっている顔を見られたくなくて、和孝さんの胸にギュッと顔を埋めた。

　うううと呻いた私の頭を優しくなでる手が恨めしい。慰めているのか、ただなでたいだけなのかはわからないけれど、この手は私をおかしくさせる。

　たった一時間でもいいから、キスの続きをしたい。

　大きな手で私のすべてに触れて、なにも考えられなくなるまで奪ってほしい。

「せっかくイタリアに来たんだから、家ではできないことをしよう……？」

　かろうじて残った理性を総動員し、なんとか和孝さんに訴える。

　私を見つめていた瞳がほんのり細められた後、ついばむだけのかわいらしいキスが額に落ちた。

「確かに紗枝さんの言う通りだな。せめて夜まで我慢しよう」

「……うん」

　返答に間が空いたのは、すんなり引いてくれたことにもどかしさを感じたせいだ。お前のおねだりなんか聞くものかとでも言って、強引に続けてほしい気持ちが胸の内に渦巻く。

「その代わり、夜は覚悟しておけよ。おあずけされた分、抑えてやれないと思うから」

「えっ」

　ぴくりと反応した私を見つめ、和孝さんはさらに続ける。

「いつもごめんな。俺も毎日こんなにしたくなると思ってなかったんだ」

　唇の形を確かめるようになぞられ、親指の腹で押される。

「紗枝さんがどんなふうに甘えてくれるか知ったせいだろうな。目に焼きつけたつもりでも、次の瞬間にはもう見たくなってる」

　わざと私の恥ずかしさを煽るようにささやく和孝さんが恨めしい。

「今夜もたくさん見せてくれよ」

　もう、まともな言葉は出せないし、なにかを言おうと思っても彼の優しすぎて危ない笑みが声を封じてしまう。

　――なんでそんなに平然と恥ずかしいことを言えるの!?

　心の中で文句を言い、火照る頬をぱたぱたと手で仰ぐ。

　海外旅行を存分に楽しむ前にいちゃつきすぎだと思ったけれど、新婚旅行であると考えれば正しいような気もした。
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　こんにちは。晴日青です。

　このたびは『仮面夫婦は今夜も溺愛を刻み合う～御曹司は新妻への欲情を抑えない～』をご購入いただき、ありがとうございました。前回は一夜の関係によって身ごもったママと過保護なパパのお話でしたが、今回はすれ違いが激しいふたりの焦れ焦れストーリーでした。お楽しみいただけましたら幸いです。

　このお話は「夫婦なのにＳＮＳ上では他人として仲良くなる」というふわっとしたイメージからできたものです。最初はもうちょっと険悪な関係にしようかと思ったのですが、自分で書いててしょんぼりしそうなのでやめました。ゆるっとハッピーな世界が好きなのです。

　今回も本作品を完成させるにあたり、多くのお力添えをいただきました。いつも本当にありがとうございます。この場を借りて御礼申し上げます。

　また、イラストをご担当くださった夜咲こん先生。

　以前から華やかで素敵なイラストを描かれる方だなあと思っていたので、今回ご一緒できて本当に光栄です。和孝さんの流し目と、紗枝さんを抱っこする色っぽい手つきにどきどきでした！　こんなにかわいい＆かっこいいなら、お互いひと目惚れしてしまうのも当然ですね。ありがとうございます。

　また、最後になってしまいますが、ファンレターを送ってくださった読者さま。普段、こうして感想などをいただく機会があまりないので、にこにこしながらお手紙を拝読いたしました。こうしてまた新しい作品を世に送り出せたのも、応援のお言葉のおかげです。ありがとうございました！

　ちょっと余白ができたので、最近のことでも。

　お仕事をするとき、あったかいお紅茶を積極的に飲むようになりました。各所からいただいた時期がかぶったために、手もとが溢れかえったというのもあるのですが、水分補給をちゃんとした方がいいよというお話を聞きまして。

　もし、おすすめのお茶があったらぜひ教えてください。楽しく水分補給をします。

　ちょうどいい具合にスペースが埋まりましたね。

　それではまた、どこかでお会いできますように。

晴はる日ひ青あお
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